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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼吸ガスの流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口および／または鼻に供給する
シールを含むマスクであって、前記シールは、使用者の口のまわり及び該使用者の鼻の下
面で封止するように構成された、マスクと、
　前記マスクを前記使用者の顔面に固定するヘッドギアであって、前記使用者の頬に接触
し、かつ前記マスクを前記使用者の前記顔面に対して支持する剛性の部分を含むヘッドギ
アと、
を含む接続アセンブリであって、前記剛性の部分は、前記マスクの位置を維持し、および
前記ヘッドギアの締め付けに呼応した前記シールの圧縮を制限するように構成され、
　前記ヘッドギアは、各前記剛性の部分から前記使用者の耳の略上の位置に向かって後方
に延びる上側アームまたはストラップをさらに含み、
　前記ヘッドギアは、前記使用者の頭の頭頂骨領域を囲み、前記上側アームまたはストラ
ップに連結された後部ハロー部分をさらに含み、かつ前記後部ハロー部分の一部分、前記
上側アームまたはストラップ、および前記マスクは協同して、前部ハロー部分を形成し、
　前記ヘッドギアは、各前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分の一部を形成する
頂部ストラップと、前記後部ハロー部分の一部を形成する後部ストラップとを含み、
　前記ヘッドギアは、さらに、それぞれ前記使用者の耳の後ろで、耳の下から上までアー
チ形の態様で延びる剛性の耳ループ部分を含み、
　前記ヘッドギアは、さらに、下側ストラップを該ヘッドギアの両側に備え、前記マスク
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アセンブリの少なくとも片側の前記下側ストラップ及び前記上側アームまたはストラップ
は、単一のクリップによって前記マスクアセンブリに連結され、前記単一のクリップは分
離した状態で前記マスクアセンブリの残部に連結されている、接続アセンブリ。
【請求項２】
　前記上側アーム、前記頂部ストラップ、および前記後部ストラップの少なくとも一部分
は、剛性の材料、または非伸縮性の材料から構築される、請求項１に記載の接続アセンブ
リ。
【請求項３】
　前記ヘッドギアは、剛性部の対を含み、各剛性部は、上側アーム、前記頂部ストラップ
の一部分、および前記後部ストラップの一部分を含み、各前記頂部ストラップおよび前記
後部ストラップは、前記剛性部を互いに連結し、かつ前記前部ハロー部分および前記後部
ハロー部分の調整を可能にする調整機構を含む、請求項１又は２に記載の接続アセンブリ
。
【請求項４】
　前記調整機構は可撓性ストラップを含む、請求項３に記載の接続アセンブリ。
【請求項５】
　呼吸ガスの流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の鼻に供給するシールを含むマス
クアセンブリであって、前記シールは使用者の口のまわり及び該使用者の鼻の下面で封止
するように構成された、マスクアセンブリと、
　前記マスクを前記使用者の顔面に固定するヘッドギアと、
を含む接続アセンブリであって、前記ヘッドギアは、前記使用者の頭の頭頂骨領域を囲む
後部ハロー部分を含み、前記ヘッドギアは前記マスクと協同して、前記使用者の頭の前頭
骨領域を囲む前部ハロー部分を形成し、前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分の
一方又は両方は周方向に調整可能であり、
　前記ヘッドギアは、さらに、各前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分の一部を
形成する頂部ストラップと、前記後部ハロー部分の一部を形成する後部ストラップとを含
み、
　前記ヘッドギアは、さらに、それぞれ前記使用者の耳の後ろで、耳の下から上までアー
チ形の態様で延びる剛性の耳ループ部分を含み、
　前記前部ハロー部分は上側アームまたはストラップを含み、前記ヘッドギアは、さらに
、下側ストラップを該ヘッドギアの両側に備え、前記マスクアセンブリの少なくとも片側
の前記下側ストラップ及び前記上側アームまたはストラップは、単一のクリップによって
前記マスクアセンブリに連結され、前記単一のクリップは分離した状態で前記マスクアセ
ンブリの残部に連結されている、接続アセンブリ。
【請求項６】
　前記ヘッドギアは、伸縮性の部分と非伸縮性の部分とを含み、前記非伸縮性の部分は、
各前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分を囲む、請求項５に記載の接続アセンブ
リ。
【請求項７】
　前記接続アセンブリは、前記ヘッドギアが標準構成と拡大構成との間で移行するのを可
能にするブレーク－フィットアセンブリをさらに含む、請求項５又は６に記載の接続アセ
ンブリ。
【請求項８】
　前記ブレーク－フィットアセンブリは、前記ヘッドギアの第１の部分と前記ヘッドギア
の第２の部分との間に分離部を含むことができ、前記第１および第２の部分は、前記標準
構成において合体して保持され、前記拡大構成において離間される、請求項７に記載の接
続アセンブリ。
【請求項９】
　前記前部ハロー部分の前記上側アーム又はストラップは、第１の位置で前記マスクの両
側につながり、前記ヘッドギアの両側の前記下側ストラップはそれぞれ、前記第１の位置
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から離間した第２の位置で前記マスクのそれぞれの側につながる、請求項５～８のいずれ
か一項に記載の接続アセンブリ。
【請求項１０】
　前記ヘッドギアは、伸縮性の部分と非伸縮性の部分とを含み、前記接続アセンブリは、
前記ヘッドギアの前記伸縮性の部分に形成された、あるいは固定された補強特徴部をさら
に含む、請求項５～９のいずれか一項に記載の接続アセンブリ。
【請求項１１】
　前記ヘッドギアは、伸縮性の部分と非伸縮性の部分とを含み、前記非伸縮性の部分は、
前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分の少なくとも一方を囲む、請求項５に記載
の接続アセンブリ
【請求項１２】
　前記頂部ストラップは中央調整特徴部を有する、請求項１１に記載の接続アセンブリ。
【請求項１３】
　前記中央調整特徴部は、前記前部ハロー部分および前記後部ハロー部分の周囲長を調整
するように構成されている、請求項１２に記載の接続アセンブリ。
【請求項１４】
　前記剛性の耳ループ部分は前記使用者の耳を囲む、請求項５に記載の接続アセンブリ。
【請求項１５】
　前記頂部ストラップと前記後部ストラップはそれぞれ前記耳ループから略半径方向に延
び、互いに対して略垂直に向けられるように構成されている、請求項５に記載の接続アセ
ンブリ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
任意の優先権出願の参照による援用
　本願と共に提出された出願データシートにおいて、海外または国内優先権の主張が特定
される一部またはすべての出願は、参照により本明細書に援用され、本開示の一部をなす
。
【０００２】
　本発明は、概して、呼吸マスクのヘッドギアに関する。より詳細には、本発明の特定の
態様は、鼻の下および口のまわりで封止する呼吸マスクと共に使用されるヘッドギアに関
する。
【背景技術】
【０００３】
　呼吸マスクには多数の異なる構成がある。呼吸マスクを使用者に固定するために、ヘッ
ドギアをマスクに取り付けることができる。様々な方式のヘッドギアが利用可能である一
方で、理想的には、ヘッドギアおよび呼吸マスクが協同して、所望の接続アセンブリを形
成する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一部の構成では、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止するマスクを設
けることができる。そのようなマスクは、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給
することができる。一部の構成では、マスクは額支持体を削除することができ、これは、
市販されている多くの鼻マスクおよび多くの口－鼻マスクとは異なっている。
【０００５】
　そのようなマスクの場合、ヘッドギアは、いくつかの課題の１つまたは複数を解決しな
ければならない。例えば、鼻封止面は、使用者の鼻の下側面に当てて固定されなければな
らない。鼻封止面を鼻に当てて固定することは、鼻に余分な力を加えることなく、効果的
な封止を促進する。これを達成するために、ヘッドギアは、鼻の下面に少なくとも部分的
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に垂直な力をマスクにもたせることができる。
【０００６】
　一部の構成では、額支持体がないということは、マスクが顔面で揺動しやすいことを意
味する。そのような構成では、ヘッドギアは、上部が鼻から離れて大きく揺動する、また
はマスクの底部が顎から離れる方向に移動する可能性を低くするように、シールを顔面に
均一に押し当てて保持することができる。
【０００７】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含む。ヘッドギアは
、使用者の顔面にマスクを固定する。ヘッドギアは、使用者の頬に接触し、かつマスクを
使用者の顔面に対して支持する比較的剛性の部分を含む。比較的剛性の部分は、マスクの
位置を維持し、およびヘッドギアの締め付けに呼応したシールの圧縮を制限するのに十分
な剛性を有する。
【０００８】
　一部の構成では、少なくとも各比較的剛性の部分の皮膚に接触する側に頬パッドが配置
される。頬パッドは、形状化することができる。頬パッドは、比較的剛性の部分を支持す
ることができる。
【０００９】
　一部の構成では、ヘッドギアは、各比較的剛性の部分から使用者の耳の略上の位置に向
かって後方に延びる上側アームまたはストラップをさらに含む。
【００１０】
　一部の構成では、ヘッドギアは、使用者の頭の頭頂骨領域を囲み、上側アームまたはス
トラップに連結された後部ハロー部分を含む。後部ハロー部分の一部分、上側アームまた
はストラップ、およびマスクは協同して、前部ハロー部分を形成することができる。
【００１１】
　一部の構成では、ヘッドギアは、各前部ハロー部分および後部ハロー部分の一部を形成
する頂部ストラップと、後部ハロー部分の一部を形成する後部ストラップとを含む。
【００１２】
　一部の構成では、上側アーム、頂部ストラップ、および後部ストラップの少なくとも一
部分は、比較的剛性の材料、または比較的非伸縮性の材料から構築される。
【００１３】
　一部の構成では、ヘッドギアは剛性部の対を含み、各剛性部は、上側アーム、頂部スト
ラップの一部分、および後部ストラップの一部分を含み、各頂部ストラップおよび後部ス
トラップは、剛性部を互いに連結し、かつ前部ハロー部分および後部ハロー部分の調整を
可能にする調整機構を含む。調整機構は可撓性ストラップを含むことができる。
【００１４】
　一部の構成では、各剛性部は、軟質材料のパッドで覆われる。軟質材料のパッドは、剛
性部にオーバモールドされることができる。
【００１５】
　一部の構成では、マスクは、回転連結器によってヘッドギアに対して支持される。マス
クは、ヘッドギアに対して回転位置に固定することができる。マスクは、回転連結器に組
み込まれたロックまたはデテント機構によって、回転位置に固定されることができる。一
部の構成では、マスクは、ヘッドギアのストラップによって、回転位置に固定される。
【００１６】
　一部の構成では、少なくとも１つの迅速解放機構は、接続アセンブリの２つの部分を分
離することで、接続アセンブリの周囲が開く、または大きくなるのを可能にする。迅速解
放機構は、接続アセンブリの２つの部分間にテザーを含むことができる。テザーは弾性で
あってもよい。一部の構成では、迅速解放機構は、ヘッドギアをマスクに連結するクリッ
プを含む。クリップは、マスクとの少なくとも２つの離間した係合点を画定することがで
きる。一部の構成では、磁石連結器が、クリップをマスクに対して所定の位置に案内する
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。迅速解放機構は、ヘッドギアをマスクに連結するクリップを含むことができ、テザーは
、クリップがマスクに固定される場合に、クリップとマスクとの間で見えなくすることが
できる。一部の構成では、迅速解放機構は解放バックルを含むことができる。
【００１７】
　一部の構成では、シールの位置は、比較的剛性の部分が連結されるマスクのフレームま
たは支持構造部に対して調整可能である。シールの位置を調整するダイヤル式調整器を設
けることができる。
【００１８】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含む。ヘッドギアは
、マスクを使用者の顔面に固定する。閉ループ調整機構は、接続アセンブリの第１の部分
を接続アセンブリの第２の部分に連結し、かつ閉ループを維持しながら、接続アセンブリ
の全周囲長を変えるために、縮小定位と伸長定位との間で移行可能である。縮小定位では
、マスクは、使用者の顔面に支持され、および伸長定位では、接続アセンブリは、使用者
の頭に対して着脱可能である。閉ループ調整機構の少なくとも一部分はマスクに配置され
る。
【００１９】
　一部の構成では、閉ループ調整機構は、接続アセンブリの周囲長の一部分を形成するル
ープを含み、ループは、第１および第２の離間した位置でマスクに固定されて、第１の部
分長さを画定することができ、ループは、第２の位置から外されて、第２の部分長さを画
定することができ、第２の部分長さは、接続アセンブリの周囲長を長くするために、第１
の部分長さよりも長い。一部の構成では、第２の位置は、ループを巻き付けることができ
る保持クリートであってもよい。一部の構成では、第２の位置は、ループに連結されたク
リップが係合する開口またはバーであってもよい。第１の位置は、ループが通過する摩擦
ガイドであってもよく、摩擦ガイドは、標準的な操作力に応じて、ループとマスクとの間
の所望の相対位置を維持するために、ループと摩擦で係合する。
【００２０】
　一部の構成では、閉ループ調整機構は、ヘッドギアをマスクに連結するクリップを含む
。クリップは、マスクとの少なくとも２つの離間した係合点を画定することができる。一
部の構成では、磁石連結器が、クリップをマスクに対して所定の位置に案内する。閉ルー
プ調整機構は、クリップとマスクとの間にテザーを含むことができる。一部の構成では、
テザーは弾性である。閉ループ調整部は、マスクの各側にクリップを含むことができ、お
よびテザーは、２つのクリップ間に延びることができる。一部の構成では、テザーは、ク
リップがマスクに固定される場合に、クリップとマスクとの間で見えなくなる。
【００２１】
　一部の構成では、閉ループ調整機構は、開状態と閉状態との間を移動可能な複数のセグ
メントを有する折り畳み式締め具を含む。一部の構成では、折り畳み式締め具の少なくと
も２つのセグメントは、折り畳み式締め具の閉状態で入れ子にされる。一部の実施形態で
は、セグメントの１つは、略Ｕ字形状を画定し、およびセグメントの第２の１つは、折り
畳み式締め具の閉状態において、Ｕ字形状のセグメントの中央空間内に配置される。一部
の構成では、セグメントの１つは、マスクによって担持され、およびセグメントの第２の
１つは、ヘッドギアによって担持される。ロック調整器は、折り畳み式締め具とヘッドギ
アとの相対位置の調整を可能にするために、セグメントの第２の１つとヘッドギアとの間
に設けられ得る。一部の構成では、折り畳み式締め具は、閉状態でロックする。
【００２２】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含む。ヘッドギアは
、マスクを使用者の顔面に固定し、少なくとも１つの調整ループを含む。スライドバック
ルは、ヘッドギアの一部分を蛇行路内に受け入れ、かつ調整ループの一部分に連結されて
おり、ヘッドギアの一部分に沿ってスライドバックルを移動させることで、調整ループの
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大きさが変わって、ヘッドギアの全体的な大きさが変わる。
【００２３】
　一部の構成では、スライドバックルの移動を容易にするために、スライドバックルにプ
ルタブが連結される。一部の構成では、使用していないときに、連結器がプルタブをスラ
イドバックルに対して固定する。連結器は磁石連結器であってもよい。
【００２４】
　一部の構成では、プルタブは、スライドバックルに対して、スライドバックルの移動方
向に移動できるように、スライドバックルにスライド可能に取り付けられる。
【００２５】
　一部の構成では、少なくとも１つのクリップが、ヘッドギアをマスクに連結する。クリ
ップは、マスクにテザーでつながれてもよい。
【００２６】
　一部の実施形態では、クリップは、マスクとの少なくとも２つの離間した係合点を画定
する。
【００２７】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含む。ヘッドギアは
、マスクを使用者の顔面に固定する。ヘッドギアは、縫い目に沿って連結されて継ぎ目を
形成する材料の少なくとも２つの平坦部分から構築され、材料のその部分の縫い目は、同
じ形状を有さないため、連結された場合に、引張り、および／または圧縮が材料内に誘発
されて、ヘッドギアに輪郭となる形状を付与する。
【００２８】
　一部の構成では、縫い目は、材料のその部分の縁部によって画定される。
【００２９】
　一部の実施形態では、その部分間の連結部は、ヘッドギアの後部部分に沿って垂直方向
に延びる。
【００３０】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含む。ヘッドギアは
、マスクを使用者の顔面に固定する。ヘッドギアは、使用者の頭の頭頂骨領域を囲む後部
ハロー部分を含み、ヘッドギアはマスクと協同して、使用者の頭の前頭骨領域を囲む前部
ハロー部分を形成する。ヘッドギアは、比較的伸縮性の部分と比較的非伸縮性の部分とを
含み、比較的非伸縮性の部分は、前部ハロー部分および後部ハロー部分の少なくとも一方
を囲む。
【００３１】
　一部の構成では、比較的非伸縮性の部分は、各前部ハロー部分および後部ハロー部分を
囲む。
【００３２】
　一部の構成では、前部ハロー部分および後部ハロー部分の一方または両方は周方向に調
整可能である。
【００３３】
　一部の構成では、ブレーク－フィット（ｂｒｅａｋ－ｆｉｔ）アセンブリは、ヘッドギ
アが、標準構成と拡大構成との間で移行するのを可能にする。ブレーク－フィットアセン
ブリは、ヘッドギアの第１の部分とヘッドギアの第２の部分との間に分離部を含むことが
でき、第１および第２の部分は、標準構成において合体して保持され、拡大構成において
離間される。第１および第２の部分は、磁石閉じ具によって合体して保持されることがで
きる。
【００３４】
　一部の構成では、第１および第２の部分は、それぞれ第１および第２のフラップを含む
。一部の構成では、第１および第２のフラップは、プリーツによって連結される。
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【００３５】
　一部の構成では、前部ハロー部分は、第１の位置でマスクの両側につながり、ヘッドギ
アは、ヘッドギアの両側にストラップをさらに含み、ストラップはそれぞれ、第１の位置
から離間した第２の位置でマスクのそれぞれの側につながる。第１および第２の位置は、
それぞれ上側および下側位置であってもよい。
【００３６】
　一部の構成では、補強特徴部が、ヘッドギアの比較的伸縮性の部分に形成される、ある
いは固定される。
【００３７】
　態様は、マスクおよびヘッドギアを含む接続アセンブリに関する。マスクは、呼吸ガス
の流れを囲み、かつ呼吸ガスの流れを使用者の口に供給するシールを含み、マスクは、細
長いスロットを有する支持構造体を含む。ヘッドギアは、マスクを使用者の顔面に固定し
、ヘッドギアは、マスクの細長いスロットを通り、かつ折り曲げられてループを形成する
端部部分を含み、ループはマスクを支持する折り部を有し、端部部分は、マスクのヘッド
ギアに対する角度を調整するために、上方向または下方向に調整することができる。
【００３８】
　一部の構成では、端部部分は先細りの形状を画定する。
【００３９】
　一部の構成では、端部部分は、マスクを所望の角度位置で固定するようにヘッドギアに
連結することができる。
【００４０】
　一部の構成では、細長いスロットは直線状の形状である。
【００４１】
　別の態様では、本発明は、上記の接続器または互換性を有する他の任意の接続器のいず
れかで使用できるように構成された上記の接続アセンブリのいずれかのヘッドギアに関す
る。
【００４２】
　さらなる態様によれば、本発明は、任意の１つまたは複数の図面を参照して本明細書で
説明される構成要素に存する。
【００４３】
　本明細書および特許請求の範囲で使用される「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という
用語は、「少なくとも一部が～で構成される」ということを意味する。「含む（ｃｏｍｐ
ｒｉｓｉｎｇ）」という用語を含む、本明細書および特許請求の範囲での各記述を解釈す
る場合に、この用語を前に置かれた１つまたは複数の特徴部以外の特徴部も存在し得る。
「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」および「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」などの関連用語も
同じように解釈されるべきである。
【００４４】
　本発明はまた、本願の明細書で言及された、または示された部分、要素、および特徴部
、ならびに／または発明の記載に、個別に、または集合的に広く存在し、任意の２つ以上
の前記部分、要素、特徴、または発明の記載の任意またはすべての組み合わせに広く存在
すると考えることができ、本発明が関連する技術分野で公知の均等物を有する特定の完全
体が本明細書で言及され、そのような公知の均等物は、個々に説明された場合と同様に本
明細書に援用されるものとする。
【００４５】
　本発明は前述の通りであり、さらに、以下に単なる例として示される構造も想定する。
【００４６】
　本明細書では、特許明細書、他の外部文献、または他の情報源を参照し、これは、概ね
、本発明の特徴を説明するために背景を提示することを目的とする。特に別途明記されな
い限り、そのような外部文献の参照は、任意の管轄に属するそのような文献またはそのよ
うな情報源が先行技術であることを、または当技術分野における技術常識の一部をなすこ
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とを認めたものと解釈すべきでない。
【００４７】
　単なる例として示される以下の説明から、本発明のさらなる態様および利点が明らかに
なるであろう。
【００４８】
　本開示のこれらの、および他の特徴、態様、および利点が、好ましい実施形態の図面を
参照して説明されるが、これらの実施形態は例示することを意図されており、本開示を限
定することを意図されていない。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である。
【図２】図１の接続アセンブリの正面図である。
【図３】図１の接続アセンブリの背面図である。
【図４Ａ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図４Ｂ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図４Ｃ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図４Ｄ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図４Ｅ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図４Ｆ】図１の接続アセンブリのヘッドギアの実現可能な様々な断面図を示している。
【図５Ａ】図１の接続アセンブリのブレーク－フィット機構を示している。
【図５Ｂ】図１の接続アセンブリのブレーク－フィット機構を示している。
【図６】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である。
【図７】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である。
【図８】図７の接続アセンブリの正面図である。
【図９】図７の接続アセンブリの背面図である。
【図１０Ａ】それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有するいくつかの接続ア
センブリの側面図である。
【図１０Ｂ】それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有するいくつかの接続ア
センブリの側面図である。
【図１０Ｃ】それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有するいくつかの接続ア
センブリの側面図である。
【図１０Ｄ】それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有するいくつかの接続ア
センブリの側面図である。
【図１０Ｅ】それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有するいくつかの接続ア
センブリの側面図である。
【図１１Ａ－Ｃ】図１１Ａ～Ｃは、それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有
するいくつかの接続アセンブリの側面図である。
【図１２Ａ－Ｉ】図１２Ａ～Ｉは、それぞれがマスクなどの接続器およびヘッドギアを有
するいくつかの接続アセンブリの側面図である。
【図１３】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図１４】図１３の接続アセンブリの正面図である。
【図１５】図１３の接続アセンブリの背面図である。
【図１６】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図１７】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図１８】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図１９】図１８の接続アセンブリの回転調整器の分解図である。
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【図２０】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図２１】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図２２Ａ】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図であ
る。
【図２２Ｂ】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図であ
る。
【図２３】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図２４】図２３の接続アセンブリの正面図である。
【図２５】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図２６】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図２７】図２６の接続アセンブリのヘッドギアの第１の部分の断面図である。
【図２８Ａ】図２６の接続アセンブリのヘッドギアの第２の部分のいくつかの実現可能な
断面図である。
【図２８Ｂ】図２６の接続アセンブリのヘッドギアの第２の部分のいくつかの実現可能な
断面図である。
【図２８Ｃ】図２６の接続アセンブリのヘッドギアの第２の部分のいくつかの実現可能な
断面図である。
【図２９】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。接続アセンブリは、マスクとヘッドギアとの間に回転連結器を有する。
【図３０】図２９の接続アセンブリの回転連結器の分解図である。
【図３１】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。ヘッドギアは頬パッドを含む。
【図３２】図３１の接続アセンブリのヘッドギアの頬パッド部分の斜視図である。
【図３３】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図３４】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図３５】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。接続アセンブリは、ヘッドギアとマスクとの間に迅速解放機構を含む。
【図３６】代替の迅速解放機構の側面図である。
【図３７】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図３８】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図３９】図３８の接続アセンブリの背面図である。
【図４０】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図４１】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図４２】図４１の接続アセンブリの正面図である。
【図４３】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図４４】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図４５】図４４の接続アセンブリの正面図である。
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【図４６】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図４７】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。ヘッドギアは、薄型調整機構を含む。
【図４８】図４７の薄型調整機構の拡大図である。
【図４９】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。
【図５０】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの斜視図である
。接続アセンブリは、マスクとヘッドギアとの間に迅速解放機構を含む。
【図５１】代替の迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図である。
【図５２】別の代替迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図である。
【図５３】さらに別の代替迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図である。
【図５４】さらに別の代替迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図である。
【図５５】クリップを含む別の代替迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図である
。
【図５６】図５５の接続アセンブリのマスクの斜視図である。
【図５７】図５５の接続アセンブリの迅速解放機構のクリップの内側面の斜視図である。
【図５８】迅速解放機構を有する接続アセンブリの分解斜視図である。
【図５８】クリップをマスクの残部に連結する伸縮性のテザーを含む迅速解放機構を有す
る接続アセンブリの斜視図である。
【図５９】伸縮性のテザーがある代替の迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図で
ある。
【図６０】伸縮性のテザーがある別の代替迅速解放機構を有する接続アセンブリの斜視図
である。
【図６１】迅速解放機構が外れた状態にある図６０の接続アセンブリの斜視図である。
【図６２】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。接続アセンブリは、マスクとヘッドギアとの間に折り畳み式締め具迅速解放機構を含む
。
【図６３】閉状態にある図６２の折り畳み式締め具迅速解放機構の平面図である。
【図６４】開状態にある図６２の折り畳み式締め具迅速解放機構の平面図である。
【図６５】ヘッドギアとマスクとを連結する代替の折り畳み式締め具迅速解放機構を有す
る接続アセンブリの斜視図である。折り畳み式締め具迅速解放機構が閉状態で示されてい
る。
【図６６】折り畳み式締め具迅速解放機構が開状態にある図６５の接続アセンブリの斜視
図である。
【図６７】図６５の折り畳み式締め具迅速解放機構の断面図である。
【図６８】図６５の接続アセンブリのヘッドギアストラップ調整アセンブリの拡大図であ
る。
【図６９】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。スライドバックル調整機構がヘッドギアの調整を可能にする。
【図７０】図６９のスライドバックル調整機構の断面図である。
【図７１】図６９のスライドバックル調整機構の斜視図である。
【図７２】スライド式プルタブを有する代替のスライドバックル調整機構の断面図である
。
【図７３】接合する前の形状化ヘッドギアの一部分を示している。
【図７４】形状化ヘッドギアを形成するために接合された図７３の部分を示している。
【図７５】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの前部斜視図で
ある。ヘッドギアは、少なくとも１つの比較的剛性の部分を含む。
【図７６】図７５の接続アセンブリの側面図である。
【図７７】図７５の接続アセンブリの後部斜視図である。
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【図７８】図７５のヘッドギアの頂部ストラップ部分内の調整機構の平面図である。
【図７９】図７５のヘッドギアの後部ストラップ部分内の調整機構の背面図である。
【図８０】調整機構の一部分を連結するテザーを備えたブレーク－フィット機構を有する
図７８および図７９の代替調整機構の斜視図である。
【図８１】締め付けられていないヘッドギア（左側）と締め付けられたヘッドギア（右側
）との相違を示す、図７５～７９の接続アセンブリの平面図である。
【図８２】図７５～７９の接続アセンブリのヘッドギアの剛性部分の使用者の顔面上の接
触位置を示す正面図である。
【図８３】図８２の接触位置を示す平面図である。
【図８４】図７５～７９の接続アセンブリのマスクの回転軸の位置を示す側面図である。
【図８５】マスクの回転調整の範囲を示す、図７５～７９の接続アセンブリのマスクの側
面図である。
【図８６Ａ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｂ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｃ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｄ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｅ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｆ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８６Ｇ】剛性部分およびパッドのいくつかの実現可能な形状を示す、図７５～７９の
ヘッドギアの一部分の断面図である。
【図８７】前部ハロー部分および後部ハロー部分を示す、図７５～７９のヘッドギアの側
面図である。
【図８８Ａ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８８Ｂ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８８Ｃ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８８Ｄ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８８Ｅ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８８Ｆ】前部ハロー部分および後部ハロー部分をそれぞれが有する、図８７に対する
代替のヘッドギア構成を示している。
【図８９Ａ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
【図８９Ｂ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
【図８９Ｃ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
【図８９Ｄ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
【図８９Ｅ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
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【図８９Ｆ】図７５～７９のヘッドギアなどのヘッドギア内のブレーク－フィットアセン
ブリのいくつかの実施可能な位置を示している。
【図９０】ヘッドギアの比較的剛性および比較的非剛性の部分のオプションの位置を示す
、接続アセンブリ用のヘッドギアの側面図である。
【図９１】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの側面図である
。接続アセンブリは、マスクとヘッドギアとの間に回転連結器を含む。
【図９２】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの斜視図である
。接続アセンブリは、マスクの位置用の調整機構を含む。
【図９３】マスクなどの接続器およびヘッドギアを有する接続アセンブリの斜視図である
。接続アセンブリは、ヘッドギア内の頬パッドと、マスクとヘッドギアとの間の迅速解放
機構とを含む。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　図１～３を参照すると、接続アセンブリ１００が示されている。接続アセンブリ１００
は、任意の適切な構成を有することができる。図示した接続アセンブリ１００は、接続器
部分または接続器１０２、およびヘッドギア部分またはヘッドギア１０４を含む。図示し
た接続器１０２は、鼻－口マスクであるが、一部の構成では、開示した実施形態の特定の
特徴、態様、および利点を、それらに限定されるものではないが、フルフェースマスク、
鼻マスク、鼻ピロー、口マスク、およびカニューレを含む任意のタイプの接続器と共に使
用することができる。したがって、接続器１０２は、本明細書において、簡便に「マスク
」とも称される。「マスク］という用語の使用は、接続器全体を包含することを意図され
、明確に、または開示に関連して別途指摘されない限り、「接続器」という用語と置き換
えることができる。鼻－口マスクの例は、国際公開第２０１３／０６６１９５号パンフレ
ットに提示されており、この特許の全体は、参照により本明細書に援用される。
【００５１】
　図示したマスク１０２は通常、シール１０８を支持する、フレーム１０６などの支持構
造部を含む。マスク１０２（例えば、フレーム１０６および／またはシール１０８）は、
供給管（図示せず）に接続することができ、供給管は、一部の構成において、エルボによ
ってフレームに接続することができる。供給管を使用して、呼吸ガスをシール１０８を介
して使用者に供給することができる。シール１０８、またはシール１０８とフレーム１０
６との組み合わせは、供給管から呼吸ガスを受け入れるチャンバを画定することができる
。
【００５２】
　上記のように、一部の構成では、マスク１０２は、使用者の口のまわり、および使用者
の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク１０２は、使用者の鼻および口の
両方に加圧空気流を供給することができる。そのようなマスク１０２の場合、ヘッドギア
１０４は、鼻封止面を使用者の鼻の下側面に当てて固定するのが好ましい。鼻封止面を鼻
に当てて固定することは、鼻に余分な力を加えることなく、効果的な封止を促進する。マ
スク１０２のチャンバ内の空気圧が上昇すると、ヘッドギア１０４によって加えられる力
は、マスク１０２が顔面から持ち上がるのを阻止しようとする。マスク１０２が、使用者
の鼻の下面に当てて封止される結果として、空気圧によってマスク１０２に加えられる力
は下向きの成分を有する。しかし、通常では、力の最も大きい成分は、使用者の顔面から
離れる方向に向けられる。空気圧によりマスクに作用する力に対処するために、ヘッドギ
ア１０４は、少なくとも小さい上向きの成分を有する力をマスク１０２に付与するのが好
ましい。一部の構成では、ヘッドギア１０４は、使用者の鼻の下面に概ね、または実質的
に垂直に向けられた力をマスク１０２に付与することができる。
【００５３】
　マスク１０２は、取付位置または取付点１１０を含むのが好ましい。取付点１１０は、
フレーム１０６、シール１０８、導管、およびエルボの少なくとも１つに形成することが
できる。任意の適切な取付点１１０を使用して、マスク１０２とヘッドギア１０４との間



(13) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

の連結を容易にすることができ、これは下記に説明される。多くの場合、取付点１１０は
、フレーム１０６またはシール１０８用の他の支持構造部などのマスク１０２の比較的剛
性の部分に配置される。したがって、ヘッドギア１０４が、フレーム１０６上の取付点１
１０で連結された上でのフレーム１０６についての言及は、例えば、シールハウジングな
どの、ヘッドギア１０４が連結されるマスク１０２の任意の支持構造部にも当てはまり得
る。
【００５４】
　一部の構成では、取付点１１０は、ヘッドギア１０４とマスク１０２との容易な連結お
よび切り離しに寄与する。一部の構成では、ヘッドギア１０４およびマスク１０２は、ヘ
ッドギア１０４が、通常、マスク１０２の１つまたは複数の構成要素から取り外しできな
いように共に連結される。一部の構成では、ヘッドギア１０４およびマスク１０２は一体
に形成することができる。一部の構成では、２つの取付点１１０が、マスク１０２の両側
に設けられ、鉛直方向またはマスク１０２の高さ方向に互いに離間する。
【００５５】
　一部の構成では、ヘッドギア１０４は、前部ハロー部分１１２および後部ハロー部分１
１４を含むことができる。ヘッドギア１０４は、少なくとも後部ハロー部分１１４を含む
のが好ましい。前部ハロー部分１１２は、使用者の顔面の前頭骨領域または上半分を概ね
囲み、後方および下方向きの力に耐えるように構成することができる。後部ハロー部分１
１４は、頭の頭頂骨領域を概ね囲み、前方および下方向きの力に耐えることができる。一
部の構成では、後部ハロー部分１１４は、マスク１０２に連結された場合に、使用時にマ
スク１０２加えられる力の大きさおよび／または方向の大部分または全体に耐えることが
できる。したがって、一部の構成では、後部ハロー部分１１４は、前部ハロー部分１１２
なしで利用することができる。しかし、前部ハロー部分１１２は、使用者の頭を軸として
接続アセンブリ１００が回転するのを阻止または防止するのに寄与することができる。前
部ハロー部分１１２はまた、マスク１０２の重量を支持するために下向きの力に耐え、例
えば、ホースの引張り力などの他の概ね下向きの力に耐えることができる。したがって、
多数の応用例において、前部ハロー部分１１２を使用することが望ましい。一部の構成で
は、前部ハロー構造部１１２および後部ハロー構造部１１４は、通常互いに隣接する。一
部のそのような構成では、前部ハロー構造部１１２および後部ハロー構造部１１４は、共
通頂部ストラップ１１６を共有することができる。
【００５６】
　一部の構成では、耳下ストラップまたは耳ストラップ１１８は、ヘッドギア１０４の両
側で後部ハロー部分１１４の下側部分から延びることができる。図示した構成に示すよう
に、前部ハロー構造部１１２の下側または前部ストラップ部分１２０は、マスク１０２の
両側の取付点１１０で、マスク１０２の上側部に取り付けることができる。前部ハロー構
造部１１２の前部ストラップ部分１２０は、前部ストラップ部分１２０によって加えられ
る力が、上方向きの成分を有するように角度を付けることができる。上記のように、一部
の構成では、力は、使用者の鼻の下面に略またはほとんど垂直とすることができる。その
ような構成は、マスク１０２と使用者の鼻の下面との間に封止を形成するのに寄与するこ
とができる。取付位置および角度は、上記の課題の両方に対処する一助となる。
【００５７】
　耳ストラップ１１８は、マスク１０２の両側の取付点１１０で、マスク１０２の下側部
分に取り付けることができる。耳ストラップ１１８をマスク１０２の下側部分に取り付け
ることによって、耳ストラップ１１８によって加えられる力は、下記に説明するように、
前部ハロー部分１１２の前部ストラップ部分１２０によって加えられる力と協同して、マ
スク１０２の角度位置に影響を及ぼす。前部ハロー部分１１２の前部ストラップ部分１２
０は、耳ストラップ１１８との関係で「上側ストラップ」と称することができ、耳ストラ
ップ１１８は、相対的に「下側ストラップ」であり、本明細書ではそのように称すること
ができる。力をバランスさせることにより、マスクが揺動する可能性を低くすることがで
きる。
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【００５８】
　図１を参照して、マスク１０２は、使用者の顔面に接触する上側点Ｐ１および下側点Ｐ
２を有すると考えることができる。上側点Ｐ１は、概ね、または実質的に、使用者の鼻の
下面と上唇との間の交差点に位置することができる。下側点Ｐ２は、使用者の顎に配置す
ることができる。前部ストラップ部分１２０を調整することで、マスク１０２は、下側点
Ｐ２のまわりに回転しようとする。耳ストラップ１１８を調整することで、マスク１０２
は、上側点Ｐ１のまわりに回転しようとする。したがって、両方のストラップ１１８、１
２０が存在することで、ヘッドギア１０４が適切に調整された場合に、いずれかの点Ｐ１
、Ｐ２のまわりの望ましくない回転が阻止または防止されやすくなる。
【００５９】
　ヘッドギア１０４は、上側ストラップ１２０を介してマスク１０２に力Ｆ１を加え、下
側ストラップ１１８を介してマスク１０２に力Ｆ２を加えることができる。力Ｆ１は、水
平に対して、または点Ｐ１、Ｐ２を通る線（またはマスクシール１０８上の上側点および
下側点によって画定される線）に垂直な線に対して、少なくとも上方に向けることができ
る。力Ｆ２は、概ね後ろ方向水平とするか、あるいは点Ｐ１、Ｐ２を通る線（またはマス
クシール１０８上の上側点および下側点によって画定される線）に垂直な線に沿うことが
できる。力Ｆ１は、約０°～約９０°とすることができる。ただし、空気圧のためにマス
ク１０２によってヘッドギア１０４に加えられる力は、主に使用者の顔面から離れる方向
であるため、力Ｆ１の水平成分ＦＨは、少なくとも、力Ｆ１の垂直成分ＦＶ以上であるの
が好ましい。したがって、力Ｆ１の角度は約４５°以下とすることができる。一方、使用
者の鼻の下面に作用する封止力を大きくするなど、より大きい垂直成分ＦＶが望ましい場
合、力Ｆ１の角度を調整することができる。
【００６０】
　一部の構成では、マスク１０２に取り付けるために使用される上側ストラップ１２０お
よび下側ストラップ１１８の１つまたは複数は長さを調整可能である。一部の構成では、
上側ストラップ１２０および下側ストラップ１１８は共に長さを調整可能である。一方、
図示した構成では、上側ストラップ１２０の長さは固定されており、前部ハロー部分１１
２の全周は、中央調整特徴部１２２によって調整され、中央調整特徴部１２２は、後部ハ
ロー部分１１４の周囲長も調整する。下側ストラップ１１８は、（上側ストラップ１２０
の上側取付点１１０に対する）マスク１０２の回転位置が調整されるのを可能にするよう
に調整することができる。
【００６１】
　一部の構成では、頂部ストラップ１１６は、中央調整特徴部１２２を有することができ
る。中央調整特徴部１２２は、ヘッドギア１０４の大きさを修正できるようにする。中央
調整特徴部１２２は、任意の適切な構成を有することができる。一部の構成では、中央調
整特徴部１２２は、バックル構成要素を含むことができ、頂部ストラップ１１６の一部分
はバックルを通り、頂部ストラップ１１６の別の部分に重なることができる。一部の構成
では、中央調整特徴部１２２は、２つの部分、頂部ストラップ１１６間に面連結器を設け
るのと同程度に単純であり得る。
【００６２】
　ヘッドギア１０４は、任意の適切な材料で形成することができる。一部の構成では、ヘ
ッドギア１０４の少なくとも一部分は、ある程度の伸縮を有する材料で作製される。一部
の構成では、ヘッドギア１０４は、例えば、限定するものではないが、Ｂｒｅａｔｈ－ｏ
－ｐｒｅｎｅ（登録商標）などの伸縮性材料で形成することができる。Ｂｒｅａｔｈ－ｏ
－ｐｒｅｎｅ（登録商標）は、外側層がナイロンおよびスパンデックスからなるポリウレ
タン発泡体でできた加熱積層材料である。一部の構成では、ヘッドギア１０４は熱成形さ
れて、構造部および支持部を形成することができる。
【００６３】
　ヘッドギア１０４はまた、非伸縮部１２４を含むことができる。一部の構成では、非伸
縮部１２４は、ハロー部分１１２、１１４の一方または両方の周縁のまわりに延びること
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ができる。図示した構成では、非伸縮部１２４は、前部ハロー部分１１２の全周（マスク
１０２は除く）および後部ハロー部分１１４の全周に延びている。一部の構成では、非伸
縮部はまた、下側ストラップ１１８に組み込むこともできる。非伸縮部１２４により、伸
縮性材料による同様の構成と比較して、前部ハロー部分１１２および／または後部ハロー
部分１１４が頭上で広がる可能性が低くなる。後部ハロー部分１１４が広がることで、マ
スク１０２が顔面から遠ざかる、または滑り落ちることがある。前部ハロー部分１１２が
広がることで、使用者の頭を軸としたヘッドギア１０４の回転が可能になることがある。
本明細書において、非伸縮部１２４との関連における「非伸縮」という用語は、ヘッドギ
ア１０４の伸縮性の部分、または他の部分よりも伸縮性が小さい部分を指す。一部の構成
では、非伸縮部１２４は、標準的な、または予測される力が、マスク１０２またはヘッド
ギア１０４に加えられたのに呼応した大きな伸縮、または伸長を阻止して、ハロー部分１
１２、１１４を使用者の頭の所定の位置に保持することができるが、それでもなお、多少
伸縮可能なことがある。非伸縮部１２４は、シール１０８の上側封止面が鼻から引き離さ
れる可能性を低くすることができる。一部の構成では、非伸縮部１２４は、ヘッドギア１
０４の他の領域に組み入れることができる。伸縮性材料とは、通常ヘッドギアアセンブリ
で使用される材料を指すことがあり、または通常ヘッドギアアセンブリで使用される材料
よりも大きい伸縮を示す材料を指すこともある。
【００６４】
　図４Ａ～４Ｆは、いくつかの実現可能なストラップ断面を示しているが、任意の適切な
ストラップ構成または構成の組み合わせを使用することができる。図４Ａ～４Ｆでは、斜
線領域１２４は、ほとんど、または比較的非伸縮性または半剛性の材料を表すことができ
る。斜線のない領域１２６は、例えば、Ｂｒｅａｔｈ－ｏ－ｐｒｅｎｅ（登録商標）など
の、より軟性の、および／またはより高い伸縮性／より低い剛性／より高い弾性の材料を
表すことができる。図４Ａ～４Ｆに示す図解では、各断面の下側縁部は、患者の頭に接触
する面を表すものである。ほとんどの構成では、患者の頭に接触する面の少なくとも一部
は、より軟質の材料から、またはより軟質の材料で形成することができる。
【００６５】
　図４Ａでは、ストラップ断面は、ストラップの少なくとも１つの横縁部に、好ましくは
各横縁部に非伸縮領域１２４を含む。伸縮領域１２６は、横方向に離間した非伸縮領域１
２４間に延びている。図４Ｂでは、ストラップ断面は、中央非伸縮領域１２４を含み、伸
縮領域１２６は、非伸縮領域１２４の両側にある。図４Ｃでは、ストラップ断面は、伸縮
領域１２６と交互になった、複数の離間した非伸縮領域１２４を含む。図示した構成では
、伸縮領域１２６は、各横縁部および中央に配置され、非伸縮領域１２４は、中央および
縁部の伸縮領域１２６間にある。図４Ｄでは、非伸縮領域１２４は、ストラップ断面の幅
方向に延びている。図示した構成では、領域は層化され、伸縮領域１２６は、非伸縮領域
１２４の少なくとも一方の側、好ましくは両側にある。図４Ｅでは、非伸縮領域１２４お
よび伸縮領域１２６は、ストラップの幅方向に延びており、それぞれが、ストラップ厚さ
の半分を占めている。図示した構成では、伸縮領域１２６は、使用者の頭に最も接近して
配置されている。図４Ｆでは、ストラップ断面全体が伸縮領域１２６である。
【００６６】
　図１、図５Ａ、および図５Ｂを参照すると、一部の構成では、ヘッドギア１０４は、い
わゆるブレーク－フィットアセンブリ１３０を含むことができ、ブレーク－フィットアセ
ンブリ１３０は、ヘッドギア１０４が、マスク１０２を使用者の顔面に接触した状態に保
持する密着状態または使用状態と、ヘッドギア１０４の着脱を容易にする取り付け状態ま
たは取り外し状態との間でヘッドギア１０４を移行させるために利用することができる。
使用状態は、個々の使用者のために適切に調整された状態であり、ブレーク－フィットア
センブリ１３０は、使用状態と取り付け／取り外し状態との間のすばやくかつ容易な移行
を可能にするのが好ましい。すなわち、接続アセンブリ１００の取り付けごとに再調整す
る設計とは対照的に、ブレーク－フィットアセンブリ１３０は、ヘッドギア１０４が、適
切に調整された状態のままであるが、着脱を容易にするために、特定の範囲まで拡張され
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る、または開かれるのを可能にする。個々の使用者に合わせてヘッドギア１０４を調整で
きるようにするために、ブレーク－フィットアセンブリ１３０とは別の調整特徴部が設け
られるのが好ましい。ブレーク－フィットアセンブリは、例えば、限定するものではない
が、ヘッドギア１０４の任意のストラップ部分などのヘッドギア１０４の他の位置、また
は図８９に対応するなどの本明細書で開示された任意の他の位置に設けることができる。
【００６７】
　ブレーク－フィットアセンブリ１３０は、ある種の条件下で伸長／拡張を阻止すること
ができ、他の条件下で伸長／拡張を可能にする。例えば、ブレーク－フィットアセンブリ
１３０は、自動式とすることができ、ブレーク－フィットアセンブリ１３０では、所定の
、または望ましい降伏力を超えるまで、ヘッドギア１０４の伸長／拡張が阻止または防止
され、超えた時点で、ヘッドギアは伸長／拡張することができる。一部の構成では、ブレ
ーク－フィットアセンブリ１３０は、使用状態と取り付け／取り外し状態との間でヘッド
ギア１０４を移行させるように、手動で操作することができる。
【００６８】
　図示したブレーク－フィットアセンブリ１３０は、材料の第１のフラップ１３４と第２
のフラップ１３６との間に分離部１３２を含む。図５Ａおよび図５Ｂに示すように、第１
のフラップ１３４および第２のフラップ１３６は、互いに接近させたそれぞれの縁部で隣
接して、密着状態または使用状態を規定することができ、あるいはフラップ１３４、１３
６は分離して、取り付け／取り外し状態を規定することができる。磁石閉じ具などの保持
機構、留め具、または閉じ具１３８を利用して、フラップ１３４、１３６を密着状態また
は使用状態に固定されていてもよい。一部の構成では、フラップ１３４、１３６は、プリ
ーツなどの、分離部１３２を画定する縁部間に延びる材料によって、互いに連結すること
ができる。ヘッドギア１０２および／または接続アセンブリ１００の取り付けを容易にす
る他の適切な機構を使用することもできる。例えば、ブレーク－フィットアセンブリは、
例えば、限定するものではないが、２０１２年８月８日に出願された米国仮特許出願第６
１／６８１，０２４号明細書に記載された任意のものを含むことができ、この特許は、参
照によりその全体が本明細書に援用される。
【００６９】
　図６を参照すると、別の接続アセンブリ６００が、本開示の特定の特徴、態様、および
利点に従って配置および構成されている。図示した接続アセンブリ６００は、接続器６０
２、およびヘッドギア６０４を含む。図示した接続器６０２は鼻－口マスクであるが、本
明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア６０４と併用する
ことができる。図示したマスク６０２は、通常、シール６０８を支持するフレーム６０６
を含む。マスク６０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給
管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マスク６０２
は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる。そのような
マスク６０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給することができる。ヘッ
ドギア６０４は、下記に説明するように、１つまたは複数の取付位置または取付点６１０
でマスク６０２に連結することができる。別途指摘されない限り、接続アセンブリ６００
または接続アセンブリ６００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。
【００７０】
　一部の構成では、ヘッドギア６０４は、概ね非伸縮性／半剛性のハロー状部分６１４（
本明細書では「ハロー部分」と称する）を含むことができる。一部のそのような構成では
、ハロー部分６１４は、使用者の頭の頭頂骨領域を概ね囲むことができる。一部のそのよ
うな構成では、ヘッドギア６０４は、使用者の顔面の両側でハロー部分６１４から前方に
延びる剛性のフック状延長部またはフック部分６１２の形態の取付部分を有することがで
きる。フック部分６１２は、使用者の耳の上および前に位置し、マスク６０２をハロー部
分６１４に連結するための取付位置を提供するのが好ましい。
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【００７１】
　ヘッドギア６０４は、マスク６０２をハロー部分６１４に連結する２つ以上のストラッ
プを含むのが好ましい。図示した構成では、第１の、または下側ストラップ６１８、およ
び第２の、または上側ストラップ６２０が、ヘッドギア６０４の両側に設けられて、マス
ク６０２をハロー部分６１４に連結し、マスク６０２の回転調整を可能にしている。図示
したストラップ６１８、６２０は、マスク６０２をハロー部分６１４に間接的に連結して
いる。ストラップ６１８、６２０は、ストラップ６１８、６２０からの力をハロー部分６
１４に伝達するフック部分６１２に直接連結されている。一部の構成では、ストラップ６
１８、６２０の１つまたは複数は、調整可能な長さ、または調整可能な有効長を有するこ
とができる。図示した構成では、各ストラップ６１８、６２０の実際の長さは固定されて
いるが、フック部分６１２上のストラップ６１８、６２０の位置を変えて、フック部分６
１２から前方に延びる各ストラップ６１８、６２０の長さを調整することができる。スト
ラップ６１８、６２０は、面ファスナ部分６４０と協同するなど、任意の適切な機構によ
って、フック部分６１２およびマスク６０２に固定することができる。ストラップ６１８
、６２０の長さ調整量を大きくするために、フック部分６１２のかなりの部分を面ファス
ナ部分６４０で占めることができる。一部の構成では、ストラップ６１８、６２０の内側
を向いた面の全体または実質的に全体は、面ファスナ部分６４０を含むことができる。
【００７２】
　一部の構成では、ハロー部分６１４は概ね半剛性である。一部のそのような構成では、
半剛性のハロー部分６１４は、取り付け、または装着プロセスを容易にするために、ヘッ
ドギア６０４が開いたままであるのに寄与することができる。一部のそのような構成では
、半剛性のハロー部分６１４は、ヘッドギア自身の重量のためにヘッドギア６０４（特に
、ハロー部分６１４）が潰れる可能性を低くすることができる。一部のそのような構成で
は、ハロー部分６１４の半剛性の特質は、ハロー部分６１４が、着用するのに不快な剛性
ではないようにするのと同時に、取り付けを容易にする。
【００７３】
　一部の構成では、ヘッドギア６０４のフック部分６１２は、ハロー部分６１４よりも高
い剛性とすることができる。一部の構成では、フック部分６１２は、使用中の標準的な、
または予測される力に呼応して耳の上で曲がる可能性を低くするのに十分な剛性とされる
。マスク６０２の望ましくない移動は、フック部分６１２の大きな曲がりに起因すること
がある。
【００７４】
　一部の構成では、フック部分６１２のハロー部分６１４からの延長の元の部分６４２は
、実質的に垂直とすることができる。一部の構成では、実質的に垂直の延長部６４２は、
マスク６０２に対する望ましい力の角度を付けるのに寄与することができる。一部のその
ような構成では、望ましい力の角度は、使用者の鼻の底部に沿ったマスク６０２の封止を
促進する。
【００７５】
　上側ストラップ６２０は、角度をなしてフック部分６１２に取り付けることができる。
一部のそのような構成では、角度は、使用者の鼻の下面に略垂直とすることができる。下
側ストラップ６１８は、マスク６０２の底部に取り付けることができる。一部のそのよう
な構成では、下側ストラップ６１８は、マスク６０２が、使用者の顎から離れる方向で上
に持ち上がる可能性を低くすることができる。一部の構成では、下側ストラップ６１８お
よび上側ストラップ６２０の１つまたは複数は、例えば、限定するものではないが、Ｂｒ
ｅａｔｈ－ｏ－ｐｒｅｎｅ（登録商標）などの材料で、または材料から形成することがで
きる。ストラップ６１８、６２０は、調整を容易にし、使用者の顔面に加えられる余分な
力を最小限にするために、可撓性を付与する材料で、または材料から形成することができ
る。ストラップ６１８、６２０は、使用時にマスク６０２を使用者の顔面の所定の位置に
維持するために、標準的な、または予測される力に呼応した、ストラップ６１８、６２０
の軸方向に沿った伸長を少なくとも大幅に制限するのが好ましい。本明細書において、「



(18) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

軸」方向とは、ストラップ（または他の構成要素）の長手方向の幾何学軸と合致する方向
、または関連する力が加えられる方向とすることができる。ストラップまたは他の構成要
素の軸は、非直線状（例えば、曲線状）であってよい。一部の例では、複雑な形状を有す
るストラップまたは構成要素に関してなど、「軸」方向が幾何学軸と合致しないことがあ
るが、ストラップの端部または連結点で規定することができ、またはストラップまたは他
の構成要素による抵抗力と概ね合致することができる。
【００７６】
　図７～９を参照すると、別の接続アセンブリ７００が、本開示の特定の特徴、態様、お
よび利点に従って配置および構成されている。図示した接続アセンブリ７００は、マスク
７０２およびヘッドギア７０４を含む点で接続アセンブリ６００と実質的に同様である。
図示したマスク７０２は鼻－口マスクであるが、他の任意のタイプの接続器とすることが
できる。ヘッドギア７０４は、ハロー部分７１４と、ヘッドギア７０４の両側のフック部
分７１２の対とを含む。下側ストラップ７１８および上側ストラップ７２０は、ヘッドギ
ア７０４の両側で、マスク７０２をフック部分７１２に連結している。接続アセンブリ６
００とは異なり、接続アセンブリ７００のストラップ７１８、７２０は、ストラップ７１
８、７２０のそれ自体の上に折り重ねた部分を変えることで、長さを調整できるのが好ま
しい。図示した構成では、マスク７０２の取付点７１０は、ストラップ７１８、７２０が
、マスク７０２にループ状に連結されるのを可能にするリング、バー、または同様の構造
体を含み、ストラップ７１８、７２０の自由端は、折り返されてストラップ自体に重なり
、面ファスナなどで固定される。その他の点では、接続アセンブリ７００は、接続アセン
ブリ６００に関して説明した任意の特徴部を含めて、接続アセンブリ６００と同じ、また
は実質的に同様とすることができ、または他の任意の適切な構成とすることもできる。
【００７７】
　図１０Ａ～１０Ｅを参照すると、接続アセンブリ１０００のいくつかの変形形態が示さ
れており、各接続アセンブリ１０００は、接続アセンブリ６００、７００と、および互い
に実質的に同様とすることができる。したがって、同じ、または対応する構成要素または
特徴部に対して、同じ参照番号が図１０Ａ～１０Ｅを通して利用されている。各接続アセ
ンブリ１０００は、マスク１００２およびヘッドギア１００４を含む。各ヘッドギア１０
０４はまた、少なくとも後部ハロー部分１０１４または同様の効果を有する機構を含む。
各ヘッドギア１００４はまた、前部ハロー部分１０１２または同様の効果を有する機構を
含む。すでに説明したように、マスク１００２は、ヘッドギア１００４と協同して、前部
ハロー部分１０１２の一部分を形成することができる。マスク１００２をヘッドギア１０
０４に連結するために、下側ストラップ１０１８および上側ストラップ１０２０がヘッド
ギア１００４の両側に設けられている。上側ストラップ１０２０は、マスク１００２を使
用者の鼻の底面に当てて封止するのを容易にする、または封止するのを補助する方向の力
をマスク１００２に加え、下側ストラップ１０１８は、マスク１００２の回転調整を容易
にする、または回転調整を補助するのが好ましい。接続アセンブリ１０００の他の部分の
中で頂部ストラップ１０１６、後部ストラップ１０５０、および／または剛性基幹部１０
６０は、個々の使用者に合うように調整可能である。一部の構成では、様々なサイズのヘ
ッドギア１００４を提供することができる。接続アセンブリ１０００の独自の特徴および
構成が下記に説明される。
【００７８】
　図１０Ａの接続アセンブリ１０００は、後頭骨に少なくとも部分的に載り、細いストラ
ップと比較して、使用者の頭のより広い領域にわたって負荷を分散させる、比較的幅広の
後部ストラップ部分１０５０を含む。下側ストラップ１０１８は、使用者の耳の下を通り
、後部部分１０５０につながっている。上側ストラップ１０２０は、使用者の耳の上を通
り、頂部ストラップ１０１６との合流点で、後部部分１０５０の前方延長部１０５２につ
ながっている。頂部ストラップ１０１６および後部ストラップ１０５０は協同して、ハロ
ー部分１０１４を形成している。ヘッドギア１００４全体は、例えば、Ｂｒｅａｔｈ－ｏ
－ｐｒｅｎｅ（登録商標）などの可撓性材料で構築することができる。
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【００７９】
　図１０Ｂの接続アセンブリは、頭蓋底の近くで使用者の後頭部に沿い、両側で耳の上を
越えて延びる剛性基幹部分１０６０を含む。剛性基幹部１０６０は、ヘッドギア１００４
の他の部分よりも高い剛性とすることができ、半剛性または剛性材料から形成することが
できる。剛性基幹部１０６０の端部は、使用者の耳の前方に延びるのが好ましい。図１０
Ｂの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０の端部は、使用者の耳の前で下方
に延びて、フック部分６１２またはフック部分７１２と同様な形状を形成している。上側
ストラップ１０２０および下側ストラップ１０１８は、マスク１００２と剛性基幹部１０
６０の端部との間に延びることができる。頂部ストラップ１０１６は、使用者の頭の頂部
を通り越し、剛性基幹部１０６０の両側につながることができる。頂部ストラップ１０１
６および剛性基幹部１０６０の後部部分は協同して、ハロー部分１０１４を形成している
。少なくとも剛性基幹部１０６０の端部部分は、曲がりを阻止するために、フック部分６
１２またはフック部分７１２と同様な比較的剛性の材料から構築されるのが好ましい。一
部の構成では、剛性基幹部１０６０全体は、比較的剛性の材料から構築することができる
。下側ストラップ１０１８、上側ストラップ１０２０、および頂部ストラップ１０１６は
、より軟質の、より低い剛性の、より可撓性の、またはより伸縮性の材料から構築するこ
とができる。
【００８０】
　図１０Ｃの接続アセンブリ１０００は、使用者の耳の後ろで、耳の下から上までアーチ
形の態様で延びる剛性の耳ループ部分１０７０を両側に含む。ハロー部分１０１４は、耳
ループ部分１０７０を互いに連結することができる。上側ストラップ１０２０は、耳ルー
プ部分１０７０のそれぞれの上端部から延び、下側ストラップ１０１８は、耳ループ部分
１０７０のそれぞれの下端部から延びている。少なくとも耳ループ部分１０７０は、比較
的剛性の材料から構築されるのが好ましい。他の部分は、より軟質の、より低い剛性の、
より可撓性の、またはより伸縮性の材料から構築することができる。
【００８１】
　図１０Ｄの接続アセンブリ１０００は、使用者の耳を完全に囲む剛性耳ループ１０７０
を含む。頂部ストラップ１０１６は、使用者の頭の頂部を通り越して、耳ループ１０７０
をつなぎ、後部ストラップ１０５０は、使用者の後頭部を通り越して、同様に耳ループ１
０７０をつないでいる。各頂部ストラップ１０１６および後部ストラップ１０５０は、耳
ループ１０７０から略半径方向に延び、互いに対して略垂直に向けられている。頂部スト
ラップ１０１６、後部ストラップ１０５０、および耳ループ１０７０の頂部ストラップ１
０１６と後部ストラップ１０５０との間の部分は協同して、ハロー部分１０１４を画定す
る。上記のように、頂部ストラップ１０１６および後部ストラップ１０５０は、耳ループ
１０７０を使用者の耳に対して正確に配置できるように調整可能であるのが好ましい。少
なくとも耳ループ部分１０７０は、比較的剛性の材料から構築されるのが好ましい。他の
部分は、より軟質の、より低い剛性の、より可撓性の、またはより伸縮性の材料から構築
することができる。
【００８２】
　図１０Ｅの接続アセンブリ１０００は、図１０Ｂのヘッドギア１００４と同様な剛性基
幹部分１０６０を含むが、図１０Ｅの剛性基幹部１０６０の端部は、使用者の耳の前で、
または少なくともかなりの程度まで、または図１０Ｂの剛性基幹部１０６０と比較して、
下方に延びてはいない。下側ストラップ１０１８は、剛性基幹部１０６０から使用者の耳
の下に延び、マスク１００２につながっている。上側ストラップ１０２０は、使用者の耳
の上の位置から剛性基幹部の端部から延び、下側ストラップ１０１８の上の位置でマスク
１００２につながっている。上側ストラップ１０２０は、適切な引張り特性を付与すると
同時に、高さ、および視野妨害を最小限にするために、線またはケーブル型の構造などの
薄型構造とすることができる。少なくとも剛性基幹部１０６０は、比較的剛性の材料から
構築されるのが好ましい。他の部分は、より軟質の、より低い剛性の、より可撓性の、ま
たはより伸縮性の材料から構築することができる。その他の点では、接続アセンブリ１０
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００は、接続アセンブリ６００または接続アセンブリ７００に関して説明した任意の特徴
部を含めて、接続アセンブリ６００または接続アセンブリ７００と同じ、または実質的に
同様とすることができ、あるいは他の任意の適切な構成とすることもできる。様々な接続
アセンブリ６００、７００、１０００の特徴は、その特徴が相互排他的でない範囲におい
てなど、要望通りに互いに組み合わせることができる。
【００８３】
　図１１Ａ～１１Ｃは、接続アセンブリ１０００のいくつかの変形形態を示しており、各
接続アセンブリ１０００は、図１０Ａ～１０Ｅの接続アセンブリ１０００と実質的に同様
とすることができる。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴部に対して
、同じ参照番号が図１１Ａ～１１Ｃを通して利用されている。図１１Ａの接続アセンブリ
１０００は、図１０Ａの接続アセンブリ１０００と同一であるのが好ましい。図１１Ｂお
よび図１１Ｃの接続アセンブリ１０００は、図１１Ａの接続アセンブリ１０００と比較し
た相違点について説明される。図１１Ｂの接続アセンブリ１０００は、後部部分１０５０
内に配置された相対的により高い剛性の、または半剛性の部分１０８０を含む。半剛性部
分１０８０は、後部部分１０５０の全体、または少なくとも実質的に全体に沿ってなど、
後部部分１０５０の下縁部に沿って延びるのが好ましい。半剛性部分１０８０は、少なく
とも、図１１Ａの接続アセンブリ１０００と比較して剛性が高くなった結果として、使用
者の後ろ首に作用する圧力を下げ、かつ／または使用者上でヘッドギア１００４が滑るの
を抑制もしくは防止する。
【００８４】
　図１１Ｃの接続アセンブリ１０００は、上側ストラップ１０２０、頂部ストラップ１０
１６、および後部ストラップまたは後部部分１０５０の上側部分を連結する、相対的によ
り高い剛性の、または半剛性の連結器１０９０を含む。半剛性連結器１０９０は、頂部ス
トラップ１０１６、上側ストラップ１０２０、および後部ストラップまたは後部部分１０
５０の上側部分の相対位置を安定化する、または固定することで、頂部ストラップ１０１
６の回転を抑制または防止することができる。その他の点では、接続アセンブリ１０００
は、接続アセンブリ６００、接続アセンブリ７００、または図１０Ａ～１０Ｅの接続器１
０００に関して説明した任意の特徴部を含めて、接続アセンブリ６００、接続アセンブリ
７００、または図１０Ａ～１０Ｅの接続器１０００と同じ、または実質的に同様とするこ
とができ、あるいは他の任意の適切な構成とすることもできる。様々な接続アセンブリ６
００、７００、１０００の特徴は、その特徴が相互排他的でない範囲においてなど、要望
通りに互いに組み合わせることができる。
【００８５】
　図１２Ａ～１２Ｉを参照すると、接続アセンブリ１０００のいくつかの変形形態が示さ
れており、各接続アセンブリ１０００は、図１０Ａ～１０Ｅまたは図１１Ａ～１１Ｃの接
続アセンブリ１０００と実質的に同様とすることができる。したがって、同じ、または対
応する構成要素または特徴部に対して、同じ参照番号が図１２Ａ～１２Ｉを通して利用さ
れている。図１２Ａの接続アセンブリ１０００は、図示した上側ストラップ１０２０の方
が幅が広い、または着用した通りの向きの高さ寸法が大きいことを除いて、図１０Ｅの接
続アセンブリ１０００と実質的に同様であるのが好ましい。図１２Ｂ～１２Ｉの接続アセ
ンブリ１０００の上側ストラップ１０２０は、図１０Ｅの接続アセンブリ１０００と同様
に、線またはケーブル型の構造などの薄型の構造とすることができる。図１２Ｂ～図１２
Ｉの接続アセンブリ１０００は、図１２Ａの接続アセンブリ１０００と比較した相違点に
ついて説明される。
【００８６】
　図１２Ｂの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０の後部部分は、図１２Ａ
の接続アセンブリ１０００と比較して、使用者の頭の下側に位置する。剛性基幹部１０６
０の後部部分は、使用者の頭蓋骨と頸筋との間の合流点に、または合流点の近くに位置す
るのが好ましい。一部の構成では、後部部分は、使用者の頸筋に位置することができる。
さらに、下側ストラップ１０１８は直線状であり、剛性基幹部１０６０の後部部分からマ
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スク１００２まで、概ね水平の態様で配置することができる。
【００８７】
　図１２Ｃの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０の後部部分は、図１２Ａ
の接続アセンブリ１０００よりも高い位置にあり、好ましくは、使用者の後頭骨に位置す
る。そのような構成により、ヘッドギア１００４が使用者の頭を軸として回転する可能性
が低くなる。剛性基幹部１０６０は、後部部分から下方に延び、図１０Ｃの耳ループ１０
７０と同様の態様で、使用者の耳のまわりに部分的に延びることができる。頂部ストラッ
プ１０１６および剛性基幹部１０６０の後部部分は、互いに対して略直角に向けることが
できる。
【００８８】
　図１２Ｄの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０は、図１０Ｃおよび図１
２Ｃの耳ループ１０７０と同様の耳部分を含む。しかし、剛性基幹部１０６０の後部部分
は、頭頂骨にまたがるなど、頭の上部を通り越すのが好ましい。一部の構成では、剛性基
幹部１０６０の後部部分は、頭頂骨の中間部分を通り越し、図１２Ｃのヘッドギア１００
４の頂部ストラップ１０１６と剛性基幹部１０６０の後部分との略中間に配置することが
できる。したがって、図１２Ｄのヘッドギア１００４では、頂部ストラップ１０１６を削
除することができる。
【００８９】
　図１２Ｅの接続アセンブリ１０００は、剛性基幹部１０６０が、図１０Ｄの耳ループ１
０７０と同様の全周耳ループを含むことを除いて、図１２Ｄの接続アセンブリ１０００と
同様である。下側ストラップ１０１８は、剛性基幹部１０６０の耳ループの下側部分から
マスク１００２の下側部分まで延びることができる。図示した構成では、下側ストラップ
１０１８は、耳ループの最下部分の上の位置から延びている。しかし、他の構成では、下
側ストラップ１０１８は、耳ループの最下部分から延びることができ、かつ／または概ね
水平とすることができる。
【００９０】
　図１２Ｆの接続アセンブリ１０００では、下側ストラップ１０１８は、ストラップ１０
１８の高さと、ストラップ１０１８および剛性基幹部１０６０の後部部分との組み合わせ
の全体高さとを高くするために、少なくとも後部部分にさらなる材料を含む。ストラップ
１０１８の後部部分の下縁部は、使用者の頭蓋骨と頸筋との間の合流点に、または合流点
の近くに配置することができる。一部の構成では、下縁部は、使用者の頸筋に位置するこ
とができる。一部の構成では、後部部分全体は、剛性基幹部１０６０によって画定するこ
とができる。
【００９１】
　図１２Ｆの接続アセンブリ１０００と比較して、図１２Ｇの接続アセンブリ１０００は
、剛性基幹部１０６０の後部部分の側面に設けられた比較的剛性の拡張部１０６２を含む
。拡張部１０６２は、剛性基幹部１０６０の後部部分から下方に、かつ／または前方に延
び、下側ストラップ１０１８用の係止点または支持部を形成するのが好ましい。そのよう
な構成は、下側ストラップ１０１８を案内することができ、一部の構成では、下側ストラ
ップ１０１８が、概ね水平の向きを有することを可能にする。
【００９２】
　図１２Ｈの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０は、図１２Ａの剛性基幹
部１０６０と実質的に同様の形状とされている。剛性基幹部１０６０の後部部分は、後頭
骨にまたがり、一部の構成では、使用者の頸筋の上に位置するなど、使用者の頭蓋底の下
側部分にまたがって延びるのが好ましい。下側ストラップ１０１８は、概ね水平の態様で
延びるのが好ましく、図１２の接続アセンブリ１０００と比較して、より高い点でマスク
１００２につながることができる。一部の構成では、下側ストラップ１０１８は、それで
もなお、マスク１００２の位置で上側ストラップ１０２０から垂直方向に離間している。
下側ストラップ１０１８は、使用者の耳を収容するための切欠きまたは空間を画定する、
下方に湾曲した、またはＵ字形状の部分を含むことができる。
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【００９３】
　図１２Ｉの接続アセンブリ１０００では、剛性基幹部１０６０は、後部部分と、頂部ス
トラップに相当する部分とを含むハロー部分１０１４を画定する。ハロー部分１０１４全
体は、半剛性または剛性材料などの比較的剛性の材料から構築することができ、または、
特定の部分は、比較的剛性の材料から構築することができ（例えば、フック部分）、他の
部分は、比較的低い剛性の材料から構築することができる（例えば、上側頂部部分）。
【００９４】
　図１３～１５は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成さ
れた接続アセンブリ１３００を示している。図示した接続アセンブリ１３００は、接続器
１３０２、およびヘッドギア１３０４を含む。図示した接続器１３０２は鼻－口マスクで
あるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア１３０
４と併用することができる。図示したマスク１３０２は、通常、シール１３０８を支持す
るフレーム１３０６を含む。マスク１３０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用
することができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構
成では、マスク１３０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止するこ
とができる。そのようなマスク１３０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供
給することができる。
【００９５】
　ヘッドギア１３０４は、下記に説明するように、１つまたは複数の取付位置または取付
点１３１０でマスク１３０２に連結することができる。ヘッドギア１３０４は、使用者の
頭頂部を横切って延びる頂部ストラップ１３１６を含むことができる。マスク１３０２を
後部ハロー部分１３１４またはヘッドギア１３０４の後部部分に連結するために、下側ス
トラップ１３１８および上側ストラップ１３２０が、ヘッドギア１３０４の両側に設けら
れるのが好ましい。ヘッドギア１３０４はまた、前部ハロー部分１３１２を画定すること
ができるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ１３００または接続アセ
ンブリ１３００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の
一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもでき
る。
【００９６】
　ヘッドギア１３０４は、使用者の頭と係合して、ヘッドギア１３０４を所定の位置に固
定するか、ヘッドギア１３０４の一部分を所望の経路で案内するか、または使用者の快適
性もしくは使用者の体験を改善するのに寄与することができる１つまたは複数の支持部分
または支持部材１３３０を組み込むことができる。一部の構成では、支持部材１３３０は
、使用者の頭の解剖学的特徴部に接触することができる。図示した構成では、上側ストラ
ップ１３２０は、使用者の頬に接触する頬支持部１３３０を含む。特に、頬支持部１３３
０は、使用者の頬骨および／または上顎骨の位置で、または位置の近くで頬に接触するこ
とができる。頬支持部１３３０を利用して、上側ストラップ１３２０を非直線経路に案内
することができる。頬支持部１３３０は、上側ストラップ１３２０が、最初に、概ね横方
向にマスク１３０２から延び、次いで、ハロー部分１３１４との連結点、または頂部スト
ラップ１３１６とヘッドギア１３０４の後部ストラップ部分１３５０との間の合流点まで
上方に延びるのを可能にする。非直線経路により、視野および／または快適性を改善する
ために、上側ストラップ１３２０を使用者の目からさらに離れて配置することができる。
【００９７】
　一部の構成では、頬支持部１３３０は、ヘッドギア１３０４の締め付けに呼応したマス
ク１００２のシール１３０８の圧縮を抑制するために、比較的剛性とすることができ、使
用者の頬に押し当てて静止することができる。すなわち、頬支持部１３３０は、ヘッドギ
ア１３０４の保持力が、シール１３０８に完全に伝達されるのを阻止する。頬支持部１３
３０には、快適性を得る、かつ／または使用者の皮膚に作用するグリップ力を大きくして
、上側ストラップ１３２０の向け直しを補助するために、軟らかいカバー材料または皮膚
接触材料を付加することができる。一部の構成では、頬支持部１３３０は、マスクフレー
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ム１３０６の一部分とすることができる。一部の構成では、頬支持部１３３０は、マスク
フレーム１３０６に連結された別の部材とすることができる。頬支持部１３３０は、着用
したときに視野に入ってくる体験を少なくするために、使用者の視線の外に、または視線
からさらに離れて配置されるように、（図示した向きで）上に向かって湾曲した形状を有
することができる。
【００９８】
　図１６は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ１６００を示している。図示した接続アセンブリ１６００は、接続器１６０
２、およびヘッドギア１６０４を含む。図示した接続器１６０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア１６０４と併
用することができる。図示したマスク１６０２は、通常、シール１６０８を支持するフレ
ーム１６０６を含む。マスク１６０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管１６０９に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マ
スク１６０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる
。そのようなマスク１６０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給すること
ができる。
【００９９】
　ヘッドギア１６０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点１６１０でマスク１６
０２に連結することができる。マスク１６０２をヘッドギア１６０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ１６１８および上側ストラップ１６２０が、ヘッドギア１６０
４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ１６００ま
たは接続アセンブリ１６００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。
【０１００】
　図示したヘッドギア１６０４は、使用者の後頭部を受け入れるポケット状の構成とされ
る。図示した構成では、ヘッドギア１６０４は、ヘッドギア１６０４内に内部開放空間を
含む骨組み状または蜘蛛の巣状の構成とされる。一部の構成では、ヘッドギア１６０４の
外縁１６１４は、通常、後部ハロー部分を画定する。内部ストラップ部分１６２２は、周
縁１６１４の様々な点間で概ね垂直方向および／または概ね水平方向に延び、外縁１６１
４の形状を維持するのに寄与することができる。上側ストラップ１６２０およびヘッドギ
ア１６０４の後部部分は協同して、前部ハロー部分１６１２を画定する。
【０１０１】
　ヘッドギア１６０４は、ヘッドギア１６０４の他の部分よりも高い剛性とすることがで
き、半剛性または剛性とすることができる１つまたは複数の比較的剛性の部分１６２４を
含むことができる。剛性部分１６２４は、ヘッドギア１６０４の後部部分と下側ストラッ
プ１６１８および上側ストラップ１６２０の一方または両方との間の取付位置を画定する
ことができる。一部の構成では、剛性部分１６２４は、使用者の各耳の後ろに配置するこ
とができ、耳の形状を概ねたどるように湾曲することができる。剛性部分１６２４は、耳
の下および上に、それぞれ下側ストラップ１６１８および上側ストラップ１６２０用の固
定点を形成することができる。剛性部分１６２４は、ストラップ１６１８、１６２０の負
荷をヘッドギア１６０４の後部部分のより広い部分に伝達し、ストラップ１６１８、１６
２０によって加えられた力に対応して、ヘッドギア１６０４の外縁１６１４の形状を維持
するのに寄与することができる。内側ストラップ１６１４と、外縁１６１４の剛性部分１
６２４以外の部分とは、例えば、繊維材料などの可撓性の、剛性がより低い材料から構築
することができる。そのような構成により、過剰な熱を貯留することなく、使用者の頭の
かなりの領域にわたって、負荷を均一に分散させることができる。
【０１０２】
　下側ストラップ１６１８および上側ストラップ１６２０は、ある程度の伸縮量を有する
弾性材料から構築することができる。ストラップ１６１８、１６２０に固有の伸縮性は、
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マスク１６０２用の適切な取付け力を付与するように選択することができる。しかし、ス
トラップ１６１８、１６２０は、それに加えて、またはそれに代えて、長さを調整するこ
ともできる。一部の構成では、ストラップ１６１８、１６２０が連結されるマスク１６０
２の部分１６２６は、ストラップを緩めるために取り外すことができ、接続アセンブリ１
６１０の着脱を容易にすることができる。例えば、取り外し可能部分１６２６は、マスク
１６０２の残部とのスナップ式の取付機構を有することができる。取り外し可能部分１６
２６は、マスク１６０２の残部から選択的に切り離すことができる。取り外し可能部分１
６２６は、接続アセンブリ１６００が開ループを画定するように、マスク１６０２の残部
から完全に分離することができ、または取り外し可能部分１６２６は、周囲長を長くして
、接続アセンブリ１６００の着脱を容易にするために、マスク１６０２の残部にテザーで
連結されたままとすることもできる。押しボタン式レリーズは、取り外し可能部分１６２
６の切り離しを容易にするために設けることができる。取り外し可能部分１６２６は、例
えば、限定するものではないが、本明細書で開示したものを含む、任意の適切な連結機構
によって、マスク１６０２の残部に連結することができる。取り外し可能部分１６２６は
、必要な場合に、マスク１６０２の両側に設けることができる。
【０１０３】
　図１７は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ１７００を示している。図示した接続アセンブリ１７００は、接続器１７０
２、およびヘッドギア１７０４を含む。図示した接続器１７０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア１７０４と併
用することができる。図示したマスク１７０２は、通常、シール１７０８を支持するフレ
ーム１７０６を含む。マスク１７０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク１７０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク１７０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
ことができる。
【０１０４】
　ヘッドギア１７０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点１７１０でマスク１７
０２に連結することができる。マスク１７０２は、マスク１７０２の角度調整が、様々な
顔面幾何形状に適合するのを可能にするように、ヘッドギア１７０４に対して回転調整可
能であるのが好ましい。マスクの角度調整を可能にするために、ストラップの対を利用す
る前の接続器と異なり、接続アセンブリ１７００は、下記に説明するように、マスク１７
０２とヘッドギア１７０４との間の相対回転動作を利用する。別途指摘されない限り、接
続アセンブリ１７００または接続アセンブリ１７００の一部分の特徴部は、本明細書で説
明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、ある
いは別の適切な構成とすることもできる。
【０１０５】
　ヘッドギア１７０４は、接続アセンブリ１７００の両側に単一のサイドアームまたは側
部ストラップ１７２０を含むことができる。側部ストラップ１７２０は比較的剛性である
ため、使用時の標準的な、または予測される力に対応して、その形状を実質的に保持する
ことができる。側部ストラップ１７２０は、マスク１７０２から使用者の耳の上の位置ま
で延びることができる。一部の構成では、側部ストラップ１７２０は、その全長に沿って
湾曲することができる。側部ストラップ１７２０は、示すように、マスク１７０２の垂直
方向の略中間の位置に配置された取付点１７１０で、マスク１７０２に連結することがで
きる。しかし、他の構成では、取付点１７１０は、使用者の鼻の下面と使用者の上唇との
間の合流点（例えば、図１および図８４を参照のこと）で、マスク１７０２の略回転支点
の位置になど、他の位置に配置することができる。側部ストラップ１７２０は、使用者の
目から離れることができる、使用者の顔面上の所望の位置に配置されるように、前方から
後方に向かう方向で上に向かって湾曲することができる。一部の構成では、側部ストラッ
プ１７２０は、側部ストラップ１７２０の内側面上の頬パッド１７３０などの、使用者の
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皮膚に載ったパッドを含むことができる。他の構成では、側部ストラップ１７２０のより
広い部分または実質的に全体にパッドを設けることができる。上記のように、マスク１７
０２は、側部ストラップ１７２０に対して回転可能であり、所望の回転位置に固定できる
のが好ましい。
【０１０６】
　ヘッドギア１７０４は、頂部ストラップ１７１６を含むことができる。一部の構成では
、頂部ストラップ１７１６は、側部ストラップ１７２０との単一部品として一体化または
形成することができる。例えば、頂部ストラップ１７１６は、半剛性材料などのより低い
剛性の材料から構築することができ、側部ストラップ１７２０に取り外し可能に、または
取り外せないように連結することができる。頂部ストラップ１７１６は、側部ストラップ
１７２０にオーバモールドした部材とすることができる。各側部ストラップ１７２０は、
オーバモールドした頂部ストラップ１７１６用の機械接合面を形成する延長部分または取
付部分１７２４を含むことができる。一部の構成では、頂部ストラップ１７１６は、例え
ば、熱可塑性エラストマーまたはシリコーン材料から形成することができる。
【０１０７】
　ヘッドギア１７０４はまた、側部ストラップ１７２０の後部部分間を使用者の後頭部に
沿って延びる後部ストラップ１７５０を含むことができる。後部ストラップ１７５０は、
側部ストラップ１７２０よりも相対的に低い剛性とすることができる。一部の構成では、
後部ストラップ１７５０は、繊維材料などの可撓性で、かつ／または多少伸縮性の材料で
ある。後部ストラップ１７５０は、後部ストラップ１７５０の両端に調整部分１７５２な
どの１つまたは複数の調整部分１７５２を有することができる。調整部分１７５２は、側
部ストラップ１７２０の開口またはスロット１７５４を通り抜ける調整可能なループとす
ることができる。ループは、例えば、面ファスナなどの適切な連結器１７５６によって後
部ストラップ１７５０に固定することができる。一部の構成では、頂部ストラップ１７１
６の長さを調整できるようにする、頂部ストラップ１７１６内の調整特徴部１７２２など
の１つまたは複数のさらなる調整点を設けることができる。図示した構成では、３つの調
整点が設けられ、それによって、（調整特徴部１７２２による）前部ハロー部分１７１２
の周囲長の調整と、（調整特徴部１７２２および調整部分１７５２による）後部ハロー部
分１７１４の周囲長の調整とを可能にしている。
【０１０８】
　図１８は、好ましくは、図１７の接続アセンブリ１７００と実質的に同様である接続ア
センブリ１７００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴
部に対して、同じ参照番号が利用されている。図１８の接続アセンブリ１７００は、図１
７の接続アセンブリ１７００と比較した相違点について説明される。別途指摘されない限
り、接続アセンブリ１７００または接続アセンブリ１７００の一部分の特徴部は、図１７
の接続アセンブリ１７００、本明細書で説明する他の接続アセンブリの他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。
【０１０９】
　図１８の接続アセンブリ１７００の側部ストラップ１７２０は、使用者の耳の前方上側
部分に、または前方上側部分の近くに配置された後端部を有することができる。側部スト
ラップ１７２０および後部ストラップ１７５０は、側部ストラップ１２０および／または
後部ストラップ１７５０とは別の構成要素とすることができる頂部ストラップ１７１６の
ベース部につながることができる。側部ストラップ１７２０の後端部は、頂部ストラップ
１７１６のループ１７６２と係合するフック部分１７６０を含むことができる。ループ１
７６２は、それ自体の上に折り重ねられて、所定の位置で縫合された頂部ストラップ１７
１６の材料の一部分とすることができる。例えば、頂部ストラップ１７１６に連結された
リング部材など、他の適切な構成を使用することもできる。後部ストラップ１７５０の調
整部分１７５２は、例えば、スライド式バックル調整器とすることができる。
【０１１０】
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　図１９は、マスクとヘッドギアとの間などの接続アセンブリの２つの構成要素間の回転
調整を可能にする回転調整機構または回転調整器１９００を示している。回転調整器１９
００は、例えば、図１７および図１８の接続アセンブリ１７００、さらには、本明細書で
開示したものを含む他の接続アセンブリで利用することができる。便宜上、回転調整器１
９００は、接続アセンブリ１７００との関連で説明される。
【０１１１】
　回転調整器１９００は、様々な顔面幾何形状との合わせを調整するために、複数の回転
位置で第２の部分１９０４と係合可能な第１の部分１９０２を含むのが好ましい。図示し
た構成では、第１の部分１９０２は雄部分であり、第２の部分１９０４は雌部分である。
第１の部分１９０２は、ヘッドギア１７０４（例えば、側部ストラップ１７２０）によっ
て形成されるか、担持されるか、または他の方法でヘッドギア１７０４に連結され、第２
の部分１９０４は、マスク１７０２によって形成されるか、担持されるか、または他の方
法でマスク１７０２に連結される。一方、この構成は逆にすることができる。図示した第
１の部分１９０２は軸であり、図示した第２の部分１９０４はスリーブまたはハブである
。軸１９０２は、複数の任意の回転位置の１つでスリーブ１９０４内に受け入れられる。
軸１９０２およびスリーブ１９０４は、複数の相対回転位置間の回転調整を可能にする協
同干渉面またはデテント面１９０６を含むことができる。デテント面１９０６は、例えば
、凸部と凹部などの任意の適切な構成とすることができる。
【０１１２】
　一部の構成では、軸１９０２は、軸１９０２を組み込んでスリーブ１９０４と係合させ
るのを可能にする２つ以上の可撓性または撓み性タブ１９０８を含む。タブ１９０８は、
使用時の標準的な、または予測される力に呼応した、マスク１７０２の望ましくない回転
動作を阻止するのに十分な剛性であるのが好ましい。リムまたはフランジ１９１０は、ス
リーブ１９０４内で軸方向に軸１９０２を固定するために、軸１９０２の自由端に設ける
ことができる。ただし、他の回転調整機構を接続アセンブリ１７００または本明細書で開
示した他の任意の接続アセンブリと共に使用することができる。２つの構成要素間の回転
調整を可能にする任意の適切な機構を使用することができる。一部の構成では、回転調整
機構は、例えば、他のマスクストラップなどの他の固定構成要素に依存しないで、所望の
回転位置に固定することができる。例えば、他の適切な機構の中で、ナットおよびボルト
機構、ラチェット式機構、または他のタイプのデテント機構を使用することができる。
【０１１３】
　図２０は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ２０００を示している。図示した接続アセンブリ２０００は、接続器２００
２、およびヘッドギア２００４を含む。図示した接続器２００２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア２００４と併
用することができる。図示したマスク２００２は、通常、シール２００８を支持するフレ
ーム２００６を含む。マスク２００２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク２００２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク２００２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
ことができる。
【０１１４】
　ヘッドギア２００４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２０１０でマスク２０
０２に連結することができる。マスク２００２をヘッドギア２００４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ２０１８および上側ストラップ２０２０が、ヘッドギア２００
４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ２０００ま
たは接続アセンブリ２０００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。
【０１１５】
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　図示した構成では、下側ストラップ２０１８および上側ストラップ２０２０の前端部は
互いに合流し、マスク２００２の両側の単一の取付位置または取付点２０１０でマスク２
００２に連結することができる。後部ストラップ部分２０５０は、それぞれが上側端部部
分２０５２および下側端部部分２０５４を有する、二股に分かれた端部部分を有すること
ができる。上側端部部分２０５２は、上側ストラップ２０２０に連結することができ、一
部の構成では、頂部ストラップ２０１６に連結することができる。下側端部部分２０５４
は、下側ストラップ２０１８に連結することができる。一部の構成では、下側ストラップ
２０１８、上側ストラップ２０２０、頂部ストラップ２０１６、および後部ストラップ部
分２０５０は、比較的可撓性の材料などの任意の適切な材料からなる単一部品または単一
構造体として構築することができる。頂部ストラップ２０１６は、前部ハロー部分２０１
２および後部ハロー部分２０１４の調整を可能にする調整特徴部２０２２を含むことがで
き、かつ／またはヘッドギア２００４用の他の調整機構を設けることもできる。
【０１１６】
　調整ストラップ２０６０は、マスク２００２をヘッドギア２００４の主要部分に連結す
るために、接続アセンブリ２０００の両側に設けることができる。調整ストラップ２０６
０は、バックル２０６２と係合することができ、バックル２０６２は、例えば、材料のル
ープ２０６４を含む任意の適切な機構によって、ヘッドギア２００４の主要部分（例えば
、ストラップ２０１８、２０２０の統合した前端部）に連結することができる。調整スト
ラップ２０６０は、ストラップ２０６０の有効長さを調整し、それにより、ヘッドギア２
００４に対するマスク２００２の位置を調整するために、バックル内を移動可能である。
ストラップ２０６０を締め付けるために、使用者は、ストラップ２０６０の自由端２０６
６を引っ張ることができる。そのような構成は、例えば、面ファスナ調整と比較して、調
整をより静かにし、かつ／または調整をより微調整しやすくすることができる。
【０１１７】
　マスク２００２は、マスクフレーム２００６が細長いバー２０７２を画定するように、
マスクフレーム２００６の縁部の近くに細長いスロット２０７０を含むことができる。ス
トラップ２０６０は、ストラップ２０６０をマスク２００２に連結するために、バー２０
６２に固定することができる。一部の構成では、スロット２０７０および／またはバー２
０７２は、ストラップ２０６０が、スロット２０７０内で、またはバー２０７２に沿って
移動可能であるように、ストラップ２０６０の幅（または図示した向きでは高さ）よりも
長い長さ（または図示した向きでは高さ）を画定する。スロット２０７０および／または
バー２０７２は、ストラップ２０６０に対してマスク２００２を移動させることで、ヘッ
ドギア２００４および使用者に対するマスク２００２の角度または回転位置が変わるよう
に、アーチ形または曲線状の形状であるのが好ましい。使用時、使用者は、マスク２００
２およびヘッドギア２００４を配置し、次いで、ストラップ（２０６０を締め付けて、マ
スク２００２を所定の位置に固定することができる。ストラップ２０６０は、スロット２
０７０内の、またはバー２０７２に沿った望ましい位置に自動的に落ち着くことができる
。使用者は、接続アセンブリ２０００を装着した後、ストラップ２０６０および／または
ヘッドギア２００４に対するマスク２００２の角度または回転位置を手動で調整すること
もできる。
【０１１８】
　図２１は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ２１００を示している。図示した接続アセンブリ２１００は、接続器２１０
２、およびヘッドギア２１０４を含む。図示した接続器２１０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア２１０４と併
用することができる。図示したマスク２１０２は、通常、シール２１０８を支持するフレ
ーム２１０６を含む。マスク２１０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク２１０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク２１０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
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ことができる。
【０１１９】
　ヘッドギア２１０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２１１０でマスク２１
０２に連結することができる。マスク２１０２をヘッドギア２１０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ２１１８および上側ストラップ２１２０が、ヘッドギア２１０
４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ２１００ま
たは接続アセンブリ２１００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。
【０１２０】
　図示した構成では、マスク２１０２は、マスク２１０２の両側に、ヘッドギア２１０４
の上側ストラップ２１２０のそれぞれの１つに連結された、細長い、後方に延びる剛性ア
ーム２１６０を含む。一部の構成では、剛性アーム２１６０は、マスクフレーム２１０６
の一部とすることができる。一部の構成では、剛性アーム２１６０は、マスクフレーム２
００６に連結された別の部材とすることができる。剛性アーム２１６０は、着用したとき
に視野に入ってくる体験を少なくするために、使用者の視線の外に、または視線からさら
に離れて配置されるように、（図示した向きで）上に向かって湾曲した形状を有すること
ができる。一部の構成では、剛性アーム２１６０は、快適性を得る、かつ／または皮膚を
グリップするために、使用者の皮膚に接触する頬パッド２１３０などのパッドを含むこと
ができる。
【０１２１】
　剛性アーム２１６０は、任意の適切な機構によって上側ストラップ２１２０に連結する
ことができる。一部の構成では、剛性アーム２１６０は、開口２１６２を含み、上側スト
ラップ２１２０を開口２１６２に通し、上側ストラップ自体の上に折り重ねてループを形
成することができる。上側ストラップ２１２０のループは、例えば、面ファスナなどの連
結器２１５６によって固定することができる。一部の構成では、剛性アーム２１６０の開
口２１６２は、フック２１６４によって画定され、フック２１６４は、剛性アーム２１６
０からの上側ストラップ２１２０の迅速な分離を容易にする開口２１６２への入り口を画
定する。
【０１２２】
　下側ストラップ２１１８は、マスク２１０２の開口２１７０に通され、下側ストラップ
自体の上に折り重ねられてループを形成するなど、任意の適切な機構によってマスク２１
０２に連結することができる。下側ストラップ２１１８のループは、例えば、面ファスナ
などの連結器２１７２によって固定することができる。本明細書で説明した他の接続アセ
ンブリと同様に、上側ストラップ２１２０および下側ストラップ２１１８は、マスク２１
０２を所望の回転位置に置くように調整することができる。一部の構成では、頂部ストラ
ップ２１１６は、調整特徴部２１２２を有することができる。他の適切な機構を使用して
、例えば、限定するものではないが、下側ストラップ２１１８、上側ストラップ２１２０
、および頂部ストラップ２１１６の１つまたは複数を含むヘッドギア２１０４（例えば、
前部ハロー部分２１１２および／または後部ハロー部分２１１４）の調整を可能にするこ
ともできる。
【０１２３】
　図２２Ａおよび図２２Ｂは、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置お
よび構成された接続アセンブリ２２００を示している。図示した接続アセンブリ２２００
は、接続器２２０２、およびヘッドギア２２０４を含む。図示した接続器２２０２は鼻－
口マスクであるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッド
ギア２２０４と併用することができる。図示したマスク２２０２は、通常、シール２２０
８を支持するフレーム２２０６を含む。マスク２２０２は、呼吸ガスを使用者に供給する
ために使用することができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように
、一部の構成では、マスク２２０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で
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封止することができる。そのようなマスク２２０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧
空気流を供給することができる。フレーム２２０６は、加圧空気がマスク２２０２内に存
在するのに呼応したシール２２０８の鼻部分の膨張を阻止するために、シール２２０８の
鼻部分の両側に配置された、剛性の、上に向かって延びるパドル部分２２０６ａを含むこ
とができる。
【０１２４】
　ヘッドギア２２０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２２１０でマスク２２
０２に連結することができる。マスク２２０２をヘッドギア２２０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ２２１８および上側ストラップ２２２０が、ヘッドギア２２０
４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ２２００ま
たは接続アセンブリ２２００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。特に、接続アセンブリ２２００は、図２１の接続アセンブリ２１００と
同様であり、便宜上、接続アセンブリ２１００に対する相違点に関して説明される。
【０１２５】
　図２２Ａの示した構成では、上側ストラップ２２２０は、マスク２２０２のシール２２
０８に、またはシール２２０８の近くに配置された取付点２２１０でマスク２２０２に連
結されている。特に、上側ストラップ２２２０の取付点２２１０は、側方から見たときに
、シール２２０８の前縁と後縁との間に配置されるのが好ましい。一部の構成では、取付
点２２１０は、シール２２０８の上端で、または上端の近くで、かつ／または使用者の鼻
に、または鼻の近くに配置される。そのような構成により、マスクシール２２０８と使用
者の鼻の下面との間の封止の形成を容易にする適切な力のベクトルを得ることができる。
上側ストラップ２２２０は、マスク２２０２の開口２２６２に通され、上側ストラップ自
体の上に折り重ねられてループを形成するなど、任意の適切な機構によってマスク２２０
２に連結することができる。上側ストラップ２２２０のループは、例えば、面ファスナな
どの連結器２２５６によって固定することができる。
【０１２６】
　下側ストラップ２２１８は、使用者のマウントまたは顎で、またはその近くでなど、シ
ール２２０８の底部部分の近くに配置された取付点２２１０で、マスク２２０２に連結す
ることができる。前後方向において、取付点２２１０は、上側ストラップ２２２０の取付
点２２１０と略一列に整列することができる。下側ストラップ２２１８は、マスク２２０
２の開口２２７０に通され、下側ストラップ自体の上に折り重ねられてループを形成する
など、任意の適切な機構によってマスク２２０２に連結することができる。下側ストラッ
プ２２１８のループは、例えば、面ファスナなどの連結器２２７２によって固定すること
ができる。
【０１２７】
　本明細書で説明した他の接続アセンブリと同様に、上側ストラップ２２２０および下側
ストラップ２２１８は、マスク２２０２を所望の回転位置に置くように調整することがで
きる。上側ストラップ２２２０および下側ストラップ２２１８の取付点２２１０を略垂直
方向に分離させることで、マスク２２０２の角度調整の精細な制御が可能になる。
【０１２８】
　一部の構成では、ヘッドギア２２０４の頂部ストラップ２２１６は、調整特徴部２２２
２を含むことができる。他の適切な機構を使用して、例えば、限定するものではないが、
下側ストラップ２２１８、上側ストラップ２２２０、および頂部ストラップ２２１６の１
つまたは複数を含むヘッドギア２２０４（例えば、前部ハロー部分２２１２および／また
は後部ハロー部分２２１４）の調整を可能にすることもできる。
【０１２９】
　図２２Ｂの接続アセンブリ２２００には、マスク２２０２とヘッドギア２２０４との間
に迅速解放連結器２２８０が設けられている。特に、各ストラップ２２１８、２２２０は
、クリップ２２８２によってマスクに連結されており、このクリップは、マスク２２０２
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のそれぞれの開口２２６２、２２７０と係合するフック状の端部部分または他の適切な機
構を含むのが好ましい。ストラップ２２１８、２２２０は、クリップ２２８２に対して調
整することができる。さらに、ヘッドギア２２０４は、分離した上側および下側部分を含
む。上側ストラップ２２２０は、ヘッドギア２２０４の上側部分に連結されており、この
上側部分は、頂部ストラップ２２１６と第１の、または上側後頭部ストラップ２２９０と
を含む。上側ストラップ２２２０、頂部ストラップ２２１６、および上側後頭部ストラッ
プ２２９０は協同して、前部ハロー部分２２１２および後部ハロー部分２２１４を形成し
ている。上側後頭部ストラップ２２９０は、頭頂骨と後頭骨との間の移行部に、または移
行部の近くになど、使用者の耳の上側部分の高さで、またはその高さの近くで、またはそ
の高さより上で、使用者の後頭部のまわりに延びることができる。下側ストラップ２２１
８は、第２の、または下側後頭部ストラップ２２９２に連結されており、下側後頭部スト
ラップ２２９２は、使用者の耳の下側部分の高さで、またはその高さの近くで、またはそ
の高さの下で、使用者の後頭部のまわりに延びることができる。一部の構成では、下側後
頭部ストラップ２２９２は、使用者の後頭骨および／または使用者の上側頸筋に位置する
。下側後頭部ストラップ２２９２の後部部分は、使用者の首および／または頭領域に作用
する負荷を分散させるために、垂直方向に拡大することができる。分離したストラップ２
２９０、２２９２を設けることで、着脱を容易にすることができる。
【０１３０】
　図２３および図２４は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および
構成された接続アセンブリ２３００を示している。図示した接続アセンブリ２３００は、
接続器２３０２、およびヘッドギア２３０４を含む。図示した接続器２３０２は鼻－口マ
スクであるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア
２３０４と併用することができる。図示したマスク２３０２は、通常、シール２３０８を
支持するフレーム２３０６を含む。マスク２３０２は、呼吸ガスを使用者に供給するため
に使用することができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一
部の構成では、マスク２３０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止
することができる。そのようなマスク２３０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気
流を供給することができる。
【０１３１】
　ヘッドギア２３０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２３１０でマスク２３
０２に連結することができる。下側ストラップ部分２３１８および上側ストラップ部分２
３２０を含むストラップ２３１５は、マスク２３０２をヘッドギア２３０４の後部部分に
連結するために、ヘッドギア２３０４の片側または両側に設けられるのが好ましい。一部
の構成では、ストラップ２３１５は、実質的に非伸縮性とすることができる。ストラップ
２３１５は、薄い繊維帯ひもから構築することができる。別途指摘されない限り、接続ア
センブリ２３００または接続アセンブリ２３００の一部分の特徴部は、本明細書で説明し
た他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは
別の適切な構成とすることもできる。
【０１３２】
　図示した構成では、接続アセンブリ２３００の両側の各ストラップ２３１５は、上側ス
トラップ部分２３２０および下側ストラップ部分２３１８を含む単一のストラップである
。上側ストラップ部分２３２０および下側ストラップ部分２３１８の一方または両方は、
ヘッドギア２３０４に調整可能に固定することができる。図示した構成では、上側ストラ
ップ部分２３２０は、ヘッドギア２３０４に動かないように固定され、下側ストラップ部
分２３１８は、ヘッドギア２３０４に調整可能に固定されている。しかし、この構成は逆
にすることができる。下側ストラップ部分２３１８は、例えば、限定するものではないが
、バックル２３４０などの適切な調整機構によって、ヘッドギア２３０４に連結すること
ができる。
【０１３３】
　ストラップ２３１５は、取付点２３１０でマスク２３０２と係合する中間ストラップ部
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分２３５０を含むことができる。マスク２３０２は、マスク２３０２の同じ側に離間した
取付点２３１０の対を含むことができる。一部の構成では、取付点２３１０は、上側取付
点および下側取付点を含む。上側および下側取付点２３１０の一方は、ストラップ２３１
５を緩めるために、中間ストラップ部分２３５０が、取付点２３１０から簡便に外れるの
を可能にし、これは、接続アセンブリ２３００の着脱を容易にすることができる。そのよ
うなストラップ２３１５が、接続アセンブリ２３００の両側に設けられた場合、たるみ量
を２倍にすることができる。
【０１３４】
　図示した構成では、マスク２３０２は、中間ストラップ部分２３５０を巻き付けるよう
に通過させて保持することができ、取付点２３１０を画定する、クリートまたはブロック
などの保持構造部２３６０を含む。しかし、他の適切な構造体または機構を使用すること
もできる。マスク２３０２はまた、別の取付点２３１０を画定する、中間ストラップ部分
２３５０用のガイド２３６２を含むのが好ましい。ガイド２３６２は、開口またはスロッ
トとすることができ、この開口またはスロットは、マスク２３０２をヘッドギア２３０４
に対して所望の向き（例えば、角度の向き）に保持するために、好ましくは、中間ストラ
ップ部分２３５０と摩擦で係合して、使用時に、ストラップ２３１５に作用する標準的な
、または予測される力に呼応した移動を阻止または防止する。しかし、ヘッドギア２３０
４に対するマスク２３０２の調整を可能にすることが望ましい場合、ガイド２３６２は、
ストラップ２３１５の移動を可能にするのが好ましい。図示した構成では、ガイド２３６
２は、上側取付点２３１０を画定し、保持構造部２３６０は、下側取付点２３１０を画定
する。しかし、この構成は逆にすることができ、または取付点２３１０は、別の方法で離
間することができる。
【０１３５】
　ヘッドギア２３０４は、前部ハロー部分２３１２および後部ハロー部分２３１４を含む
のが好ましい。ヘッドギア２３０４はまた、後部ハロー部分２３１４に連結された後部ス
トラップ部分２３７０を含むのが好ましい。例えば、調整特徴部２３２２によって、後部
ハロー部分２３１４を調整することができる。上側ストラップ部分２３２０が使用者の耳
の上を通り、下側ストラップ部分２３１８が使用者の耳の下を通るように、下側ストラッ
プ部分２３１８を後部ストラップ部分２３７０に連結することができ、上側ストラップ部
分２３２０を後部ストラップ部分２３７０に連結することができる。
【０１３６】
　使用時、図２４の点線で示すように、中間ストラップ部分２３５０を保持構造部２３６
０から外して、ストラップ２３１５にたるみをもたせることができる。接続アセンブリ２
３００は、マスク２３０２が使用者の口を覆い、使用者の鼻の下面に当たった状態で、使
用者に装着することができる。ヘッドギア２３０４は、使用者の後頭部に置くことができ
る。次いで、中間ストラップ部分２３５０を保持構造部２３６０と係合させて、ストラッ
プ２３１５のたるみを取ることができる。必要に応じて、または必要に応じて、ガイド２
３６２を通る中間ストラップ部分２３５０を移動させることで、ヘッドギア２３０４に対
するマスク２３０２の回転位置を調整することができる。好ましくは、次いで、マスク２
３０２の所望の回転位置を維持するために、ガイド２３６２が、中間ストラップ部分２３
５０を所定の位置に保持する。接続アセンブリ２３００がすでに装着されている場合など
、場合によっては、マスク２３０２の回転位置がすでに設定されていることがある。接続
アセンブリ２３００を取り外すには、プロセスを逆順にし、中間ストラップ部分２３５０
を保持構造部２３６０から外して、ストラップ２３１５をたるませる。説明したように、
そのようなストラップ２３１５は、接続アセンブリ２３００の片側または両側に設けるこ
とができる。２つのそのようなストラップが設けられた場合でさえ、１つのストラップ２
３１５を外すだけで、接続アセンブリ２３００の取り外しを可能にするように、十分にた
るませることができる。
【０１３７】
　図２５は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
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続アセンブリ２５００を示している。図示した接続アセンブリ２５００は、接続器２５０
２、およびヘッドギア２５０４を含む。図示した接続器２５０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア２５０４と併
用することができる。図示したマスク２５０２は、通常、シール２５０８を支持するフレ
ーム２５０６を含む。マスク２５０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク２５０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク２５０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
ことができる。
【０１３８】
　ヘッドギア２５０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２５１０でマスク２５
０２に連結することができる。マスク２５０２をヘッドギア２５０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分２５１８および上側ストラップ部分２５２０を含むストラ
ップ２５１５が、ヘッドギア２５０４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されな
い限り、接続アセンブリ２５００または接続アセンブリ２５００の一部分の特徴部は、本
明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることが
でき、あるいは別の適切な構成とすることもできる。特に、接続アセンブリ２５００は、
図２３および図２４の接続アセンブリ２３００と同様であり、便宜上、接続アセンブリ２
３００に対する相違点に関して説明される。
【０１３９】
　ヘッドギア２５０４は、前部ハロー部分２５１２と、後部ハロー部分２５１４と、後部
ハロー部分２３１４に連結された後部ストラップ部分２５７０とを含むのが好ましい。例
えば、調整特徴部２５２２によって、後部ハロー部分２５１４を調整することができる。
上側ストラップ部分２３２０は、ヘッドギア２５０４の後部ハロー部分２５１４に連結す
ることができる。
【０１４０】
　ストラップ２５１５の中間ストラップ部分２５５０は、マスク２５０２の摩擦ガイド２
５６２からヘッドギア２５０４の後部ストラップ部分２５７０まで延びている。低摩擦ガ
イドまたはリング２５４０は、ヘッドギア２５０４の後部ストラップ部分２５７０に連結
されるのが好ましい。ストラップ２５１５は、低摩擦ガイド２５４０の開口を通り、スト
ラップ２５１５の下側ストラップ部分２５１８は、マスク２５０２の下端に向かって延び
ている。下側ストラップ部分２５１８は、クリップ２３６０によってマスク２５０２に連
結されるのが好ましい。クリップ２３６０は、例えば、フックおよびバー機構などを用い
て、マスク２５０２と解放可能に係合することができる。クリップ２３６０は、下側スト
ラップ部分２５１８を通すことができるバックル部分２５６４を含むことができる。下側
ストラップ部分２５１８は、下側ストラップ部分２５１８の有効長を調整することを可能
にするように、バックル部分２５６４に対して調整することができる。
【０１４１】
　接続アセンブリ２３００と同様に、ストラップ２５１５は、上側ストラップ部分２５２
０の有効長を調整するために、摩擦ガイド２５６２に対して調整することができる。下側
ストラップ部分２５１８は、マスク２５０２の角度または回転位置を調整するために、ク
リップ２３６０に対して調整することができる。接続アセンブリ２５００を使用者に装着
する場合に、下側ストラップ部分２５１８を調整することで、ストラップ２５１５の張力
を調整することもできる。
【０１４２】
　接続アセンブリ２５００を着脱するために、クリップ２５６０をマスク２５０２から切
り離すことができ、これは、マスク２５０２の下側部分を解放することができる。クリッ
プ２３６０が切り離された場合、低摩擦ガイド２５４０はまた、中間ストラップ部分２５
５０の有効長を長くすることを可能にし、それにより、後部ストラップ部分２５７０とマ
スク２５０２との間の距離が長くなり、これは、接続アセンブリ２５００を使用者に対し
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て着脱することを可能にする。必要な場合、または必要に応じて、上側ストラップ部分２
５２０の有効長を長くして、接続アセンブリ２５００の取り外しの取り付けを容易にする
ために、ストラップ２５１５はまた、摩擦ガイド２５６２に対して調整することができる
。
【０１４３】
　図２６～２８は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成さ
れた接続アセンブリ２６００を示している。図示した接続アセンブリ２６００は、接続器
２６０２、およびヘッドギア２６０４を含む。図示した接続器２６０２は鼻－口マスクで
あるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア２６０
４と併用することができる。図示したマスク２６０２は、通常、シール２６０８を支持す
るフレーム２６０６を含む。マスク２６０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用
することができる供給管２６０９に接続することができる。上記のように、一部の構成で
は、マスク２６０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することが
できる。そのようなマスク２６０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給す
ることができる。ヘッドギア２６０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２６１
０でマスク２６０２に連結することができる。別途指摘されない限り、接続アセンブリ２
６００または接続アセンブリ２６００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続
器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な
構成とすることもできる。
【０１４４】
　図示した構成では、下側ストラップ２６１８および上側アーム２６２０は、マスク２６
０２をヘッドギア２６０４の後部部分に連結するために、ヘッドギア２６０４の両側に設
けられている。図６の接続アセンブリ６００と同様に、接続アセンブリ２６００のヘッド
ギア２６０４は、使用者の耳の前で下方に延びるフック部分２６１５を含み、このフック
部分２６１５は、下側ストラップ２６１８を支持している。上側アーム２６２０およびフ
ック部分２６１５は、一体化構造または単体構造とすることができる。一部の構成では、
ガセット２６３０または他の支持構造体を上側アーム２６２０とフック部分２６１５との
間に設けることができる。
【０１４５】
　ヘッドギア２６０４はまた、頂部ストラップ２６１６部分および後部ストラップ２６５
０部分を含むことができる。上側アーム２６２０および頂部ストラップ２６１６は協同し
て、前部ハロー部分２６１２を形成することができ、後部ストラップ２６５０は協同して
、後部ハロー部分２６１４を形成することができる。ヘッドギア２６０４の上側アーム２
６２０、フック部分２６１５、頂部ストラップ２６１６、および後部ストラップ２６５０
の各部分の一部、またはすべては、一体化構造または単体構造とすることができる。一部
の構成では、ヘッドギア２６０４の上側アーム２６２０、フック部分２６１５、頂部スト
ラップ２６１６、および後部ストラップ２６５０の各部分の一部またはすべては、より軟
質の、かつ／またはより低剛性の材料からなる外面またはカバー２６４２によって部分的
に、または完全に覆うことができる比較的剛性のフレーム２６４０を含むことができる。
剛性フレーム２６４０および軟質カバー２６４２に適した任意の材料を使用することがで
きる。例えば、限定するものではないが、剛性フレーム２６４０は、ポリカーボネート、
ナイロン、ＡＢＳ、ポリプロピレン、または、特に、剛性に関して同様の機械特性を有す
る他の材料から構築することができる。軟質カバー２６４２は、例えば、限定するもので
はないが、シリコーン、熱可塑性エラストマー、熱可塑性ポリウレタン、同様な機械特性
を有する他の材料、布タイプの材料（布で覆った発泡体）、ゴム／発泡体材料、または他
の適切な軟質材料から構築することができる。一部の構成では、大きさ調整または装着を
容易にするために、調整機構、伸縮性構成要素、またはより低剛性の部分を頂部ストラッ
プ２６１６および／または後部ストラップ２６５０内に設けることができる。このように
、ヘッドギア２６０４は、複数の区域または部分（例えば、２つの半体）から構築するこ
とができ、複数の区域または部分のそれぞれは、上側アーム２６２０、フック部分２６１



(34) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

５、頂部ストラップ２６１６、または後部ストラップ２６５０の一部またはすべての一体
化構造または単体構造を含むことができる。
【０１４６】
　連結器２６４４は、上側アーム２６２０に対するマスク２６０２の回転または旋回動作
を可能にするのが好ましい。マスク２６０２の回転または旋回動作を行うために、任意の
適切な機構の連結器２６４４を使用することができる。例えば、マスク２６０２は、可撓
性のシャフトまたはケーブルによって、あるいは旋回継手によって、上側アーム２６２０
に連結することができる。さらに、下側ストラップ２６１８は、本明細書で開示した調整
機構のいずれか、または他の任意の適切な機構などによって、長さ調整可能であるのが好
ましい。その結果、マスク２６０２の回転調整および固定を行うことができる。連結器２
６４４は、マスクが下側ストラップ２６１８によって固定された状態で自由に回転するの
を可能にする。他の構成では、例えば、限定するものではないが、図１９に関連して開示
した機構など、マスク２６０２の調整および固定を可能にする他の回転調整機構を使用す
ることができる。
【０１４７】
　一部の構成では、ヘッドギア２６０４の１つまたは複数の部分は、パッド付き部分２６
４６を含むことができる。例えば、通常、使用者の耳の上に配置することができる、上側
アーム２６２０／フック部分２６１５、頂部ストラップ２６１６、および後部ストラップ
２６５０間の合流部は、パッド付き部分２６４６を含むことができる。任意の適切なタイ
プのパッドを使用することができる。例えば、図２７を参照すると、ゲルまたは他の高圧
縮性材料などのパッド材料２６４８を剛性フレーム２６４０と軟質カバー２６４２との間
などで利用することができる。図２７のヘッドギア２６０４の断面の底面は、使用者の頭
に接触する面を表している。
【０１４８】
　図２８Ａ～２８Ｃは、ヘッドギア２６０４の他の（例えば、パッドの付いていない）部
分の実現可能な構造を示している。例えば、上側アーム２６２０、フック部分２６１５、
頂部ストラップ２６１６、または後部ストラップ２６５０の一部またはすべての部分は、
図２８Ａ～２８Ｃの構成のいずれかと同様の態様で構築することができる。図２８Ａ～２
８Ｃのヘッドギア２６０４の断面の底面は、使用者の頭に接触する面を表している。図２
８Ａの構成は、厚さが変化しているカバー２６４２を含む。例えば、厚さは、縁部部分と
比較して、断面の中央部分の方が厚くなっており、これは、使用者の頭に隣接し、かつ／
または使用者の頭から離れる方向に向いた非直線状の面をもたらす。図２８Ｂは、一定の
厚さのカバー２６４２を有する構成と、ヘッドギア２６０４の一部分の全体断面とを示し
ている。図２８Ｃは、カバー２６４２が剛性フレーム２６４０の全体を覆わないバージョ
ンを示している。例えば、剛性フレーム２６４０の中央部分は露出したままであり、カバ
ー２６４２は、剛性フレーム２６４０の各縁部部分に設けられている。例えば、オーバモ
ールドなど、カバー２６４２および／またはパッド２６４８を剛性フレーム２６４０に結
合する任意の適切な方法を利用することができる。剛性フレーム２６４０およびカバー２
６４２および／またはパッド２６４８を機械的に連結する構成は、耐久性を高めるために
利用することができる。
【０１４９】
　図２９は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ２９００を示している。図示した接続アセンブリ２９００は、接続器２９０
２、およびヘッドギア２９０４を含む。図示した接続器２９０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア２９０４と併
用することができる。図示したマスク２９０２は、通常、シール２９０８を支持するフレ
ーム２９０６を含む。マスク２９０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管２９０９に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マ
スク２９０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる
。そのようなマスク２９０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給すること
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ができる。
【０１５０】
　ヘッドギア２９０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点２９１０でマスク２９
０２に連結することができる。マスク２９０２をヘッドギア２９０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分２９１８および上側アーム２９２０が、ヘッドギア２９０
４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ２９００ま
たは接続アセンブリ２９００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。特に、接続アセンブリ２９００は、図２６～２８の接続アセンブリ２６
００と同様であり、便宜上、接続アセンブリ２６００に対する相違点に関して説明される
。
【０１５１】
　ヘッドギア２９０４は、下端でフック部分２９１５につながる後部ストラップ２９５０
部分を利用しており、後部ストラップ２９５０は、フック部分２９１５に向かって使用者
の耳の下に延びている。このため、ヘッドギア２９０４の頂部ストラップ２９１６、フッ
ク部分２９１５、および後部ストラップ２９５０は協同して、Ｕ字形状またはＣ字形状の
輪郭を形成している。伸縮性の、または半剛性のストラップ２９３０などの１つまたは複
数の支持部は、ヘッドギア２９０４の様々な部分間で支持を行うことができる。例えば、
１つまたは複数（例えば、対）のストラップ２９３０は、頂部ストラップ２９１６と後部
ストラップ２９５０との間に延びて、Ｕ字形状またはＣ字形状の輪郭の「端部」を支持し
、これらの部分が互いから遠ざかるのを阻止することができる。一部の構成では、ストラ
ップ２９３０は互いに交差する。
【０１５２】
　図示した構成では、マスク２９０２の上側部分は、回転連結器２９４４によって、上側
アーム２９２０に回転可能に、または旋回可能に連結されている。下側ストラップ２９１
８は、マスク２９０２の回転位置の調整を可能にする。例えば、下側ストラップ２９１８
の長さは調整可能である。一部の構成では、下側ストラップ２９１８は、マスク２９０２
の回転位置を自動で調整する伸縮性材料から構築することができる。
【０１５３】
　図３０は、回転連結器２９４４の１つの実現可能な構造を示している。一部の構成では
、マスク２９０２およびヘッドギア２９０４の一方は、シャフトまたは回転軸２９４６を
支持し、マスク２９０２およびヘッドギア２９０４の他方は、ハブ２９４８を支持する。
ハブ２９４８は、ヘッドギア２９０４に対するマスク２９０２の回転調整を可能にするよ
うに、回転軸２９４６のまわりに回転することができる。図示した構成では、回転軸２９
４６は、マスク２９０２によって担持され、ハブ２９４８は、ヘッドギア２９０４によっ
て担持されている。しかし、この構成は逆にすることができる。必要に応じて、マスク２
９０２の所望する回転位置を維持するために、デテントアセンブリを利用することができ
る。一部の構成では、マスク２９０２の所望する回転位置を維持するために、下側ストラ
ップ２９１８を利用することができる。
【０１５４】
　図３１および図３２は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および
構成された接続アセンブリ３１００を示している。図示した接続アセンブリ３１００は、
接続器３１０２、およびヘッドギア３１０４を含む。図示した接続器３１０２は鼻－口マ
スクであるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア
３１０４と併用することができる。図示したマスク３１０２は、通常、シール３１０８を
支持するフレーム３１０６を含む。マスク３１０２は、呼吸ガスを使用者に供給するため
に使用することができる供給管３１０９に接続することができる。上記のように、一部の
構成では、マスク３１０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止する
ことができる。そのようなマスク３１０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を
供給することができる。
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【０１５５】
　ヘッドギア３１０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点３１１０でマスク３１
０２に連結することができる。マスク３１０２をヘッドギア３１０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分３１１８および上側ストラップ部分３１２０が、ヘッドギ
ア３１０４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ３
１００または接続アセンブリ３１００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続
器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な
構成とすることもできる。特に、接続アセンブリ３１００は、図１３～１５の接続アセン
ブリ１３００と同様であり、便宜上、接続アセンブリ１３００に対する相違点に関して説
明される。
【０１５６】
　ヘッドギア３１０４の上側ストラップ部分３１２０は、頬パッド３１３０を組み込み、
頬パッド３１３０は、使用者の快適性が得られるように、比較的、または高い圧縮性材料
から構築されている。図３２は、図３１に示す側とは反対側のヘッドギア３１０４の頬パ
ッド３１３０および上側ストラップ部分３１２０の拡大図である。示すように、頬パッド
３１３０は、輪郭となる形状を有し、幅が広い方の部分は、狭い方の部分よりもマスク３
１０２または使用者の頭の中心線に対して、より接近して配置されている。例えば、頬パ
ッド３１３０は、他の可能な先細り、または非先細り形状の中でも、特に、略涙滴形状を
有することができる。頬パッド３１３０は、例えば、オーバモールドによるなど、任意の
適切な構成によって上側ストラップ部分３１２０に固定することができる。一部の構成で
は、頬パッド３１３０は、内部通路を含むことができ、頬パッド３１３０は、上側ストラ
ップ３１２０にはめることができる。必要に応じて、頬パッド３１３０は、例えば、図１
３～１５および図７５～７９に関連して説明される、ヘッドギア３１０４に加えられる締
め付け力からマスクシール３１０８の圧縮を少なくとも部分的に切り離すために、ヘッド
ギア３１０４の締め付けに対応してハードストップ（ｈａｒｄ　ｓｔｏｐ）を可能にする
剛性とすることができる。
【０１５７】
　ヘッドギア３１０４は、可撓性、強度、および剛性に影響を及ぼすように構成された様
々な特徴部を含むことができる。例えば、ヘッドギア３１０４は、基本的には可撓性材料
から構築され、特徴部は、ヘッドギア３１０４の材料の固有または基本特性（例えば、可
撓性、強度、または剛性など）を変えることができる。一部の構成では、特徴部は、ヘッ
ドギア３１０４に所望の特性を付与する態様で、ヘッドギア３１０４に形成された、また
は付け足された１つまたは複数のタイプのストリップまたはリブ３１３２を含むことがで
きる。例えば、細長いリブ３１３２は、ヘッドギア３１０４の上側ストラップ３１２０、
頂部ストラップ３１１６、または後部ストラップ３１５０の１つまたは複数に設けること
ができる。細長いリブ３１３２のそれぞれ、または任意の１つは、上側ストラップ３１２
０、頂部ストラップ３１１６、または後部ストラップ３１５０の合流部に最も近い端部な
どの、分岐する、または分かれる端部部分を画定することができる。例えば、上側ストラ
ップ３１２０、頂部ストラップ３１１６、または後部ストラップ３１５０のリブ３１３２
は、ストラップの引張りまたは曲げ強度を高めることができる。
【０１５８】
　底部ストラップ３１１８の後端と後部ストラップ３１５０との間の合流部に近い底部ス
トラップ３１１８の後部部分は、１つまたは複数のリブ３１３２を含むことができる。例
えば、一連のリブ３１３２は、垂直方向に積み重ねる、すなわち、ストラップ３１１８の
幅方向に積み重ねることができる。リブ３１３２は、後部ストラップ３１５０の後部部分
の湾曲（例えば、上向きの湾曲）をたどることができる。後部ストラップ３１５０のリブ
３１３２は、後部ストラップ３１５０の曲げ強度を高めることができ、後部ストラップ３
１５０の湾曲した後部部分が、負荷に対応してその形状を維持するのに寄与することがで
きる。
【０１５９】
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　下側ストラップ３１１８は、ストラップ３１３２の長さ方向に互いから離間した一連の
リブ３１３２を含むことができる。図示した構成では、リブ３１３２は山形である、また
は山形を含む。そのような構成は、長手方向軸に沿ったストラップ３１１８の折り曲げを
妨げることができ、かつ／または曲げ強度を高めることができるが、固有の軸特性（例え
ば、軸方向の引張り強度または可撓性）を維持することもできる。
【０１６０】
　リブ３１３２は、任意の適切な構成とすることができる。例えば、リブ３１３２は、ヘ
ッドギア３１０４の材料に形成することができる（例えば、熱成形）。リブ３１３２は、
ヘッドギア３１０４の隣接する面またはベース面から外方に突出することができ、または
ヘッドギア３１０４の隣接する面またはベース面から内方に延びることもできる。一部の
構成では、リブ３１３２は、ベースとなるヘッドギア３１０４構造に取り付けられた（例
えば、接着、高周波溶接、超音波溶接、熱成形、縫合、化学結合、機械結合、または他の
方法で接着された）さらなる構造体とすることができる。ヘッドギア３１０４の特徴部は
、本明細書で説明した他のヘッドギア構成のいずれかに付け足すこともできる。
【０１６１】
　図３３は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ３３００を示している。図示した接続アセンブリ３３００は、接続器３３０
２、およびヘッドギア３３０４を含む。図示した接続器３３０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア３３０４と併
用することができる。図示したマスク３３０２は、通常、シール３３０８を支持するフレ
ーム３３０６を含む。マスク３３０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク３３０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク３３０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
ことができる。
【０１６２】
　ヘッドギア３３０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点３３１０でマスク３３
０２に連結することができる。マスク３３０２をヘッドギア３３０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分３３１８および上側ストラップ部分３３２０が、ヘッドギ
ア３３０４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ３
３００または接続アセンブリ３３００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続
器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な
構成とすることもできる。
【０１６３】
　ヘッドギア３３０４は、１つまたは複数の剛性部分と、１つまたは複数のより低剛性の
部分とを含むことができる。図示した構成では、上側アーム３３２０は、比較的剛性のま
たは剛性の材料から構築されている。ヘッドギア３３０４の他の部分は、可撓性材料など
の比較的より低剛性の材料から構築することができる。例えば、頂部ストラップ３３１６
は、剛性上側アーム３３２０に連結することができ、より低剛性の材料から構築すること
ができる。一部の構成では、ヘッドギア３３０４は、剛性上側アーム３３２０に連結され
、より低剛性の材料から構築することができる後部ストラップ３３５０を含むことができ
る。図示した構成では、ヘッドギア３３０４のより低剛性の部分（例えば、頂部ストラッ
プ３３１６、後部ストラップ３３５０、または下側アーム３３１８）は、より低剛性の部
分に加えられる力が実質的に、または主に軸方向であるように、剛性上側アーム３３２０
に連結することができる。すなわち、より低剛性の部分に加えられる力は、その部分の幾
何学軸と合致する方向で、その部分の長手方向と概ね合致する、あるいは、その部分が伸
びを阻止するように構成された方向と合致するのが好ましい。一部の構成では、軸方向は
、ストラップまたは他の構成要素の端点または端部部分を通る方向、あるいはストラップ
または他の構成要素に力が加えられる方向を含むことができる。場合によっては、軸方向
は、ストラップまたは他の構成要素の形状と合わないことがあるが、仮想の軸を規定する
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ことができる。
【０１６４】
　図３４は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ３４００を示している。図示した接続アセンブリ３４００は、接続器３４０
２、およびヘッドギア３４０４を含む。図示した接続器３４０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア３４０４と併
用することができる。図示したマスク３４０２は、通常、シール３４０８を支持するフレ
ーム３４０６を含む。マスク３４０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク３４０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク３４０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
ことができる。
【０１６５】
　ヘッドギア３４０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点３４１０でマスク３４
０２に連結することができる。マスク３４０２をヘッドギア３４０４の後部部分に連結す
るために、ストラップ部分３４２０が、ヘッドギア３４０４の両側に設けられるのが好ま
しい。図示した構成では、ストラップ部分３４２０は、本明細書で開示した他の構成の上
側ストラップ／アームと同様の態様で配置されており、下側ストラップは削除することが
できる。したがって、両側のストラップ３４２０は、マスク３４０２とヘッドギア３４０
４の後部部分との間の唯一の連結部とすることができる。ストラップ３４２０は、頂部ス
トラップ部分３４１６と後部ストラップ部分３４５０との組み合わせによって画定できる
ヘッドギア３４０４のハロー部分３４１４に対して略垂直に向けることができる。頂部ス
トラップ部分３４１６および後部ストラップ部分３４５０は、ハロー部分３４１４が概ね
平坦または平面状であるように、互いに一列に整列するのが好ましい。ストラップ３４２
０は、マスク３４０２から上方に向かって、使用者の耳より上にハロー部分３４１４まで
延びることができ、概ね直線状であるか、または本明細書で開示した多くのストラップ部
分と比較して、若干だけ湾曲することができる。
【０１６６】
　ハロー部分３４１４は、前方部分３４１４ａおよび後方部分３４１４ｂを有することが
できる。ストラップ３４２０は、後方部分３４１４ｂに連結することができ、ガセット３
４６０は、ストラップ３４２０の片側または両側で、ストラップ３４２０とハロー部分３
４１４の前方部分３４１４ａとの間に延びることができる。ストラップ３４２０およびハ
ロー部分３４１４は、比較的剛性の材料、または比較的より低剛性の材料、またはそれら
の任意の組み合わせから構築することができる。一部の構成では、ストラップ３４２０は
、比較的剛性の材料から構築することができ、ハロー部分３４１４は、比較的より低剛性
の材料から構築することができる。その他の点では、接続アセンブリ３４００または接続
アセンブリ３４００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続
器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることも
できる。
【０１６７】
　図３５は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ３５００の一部分を示している。図示した接続アセンブリ３５００は、接続
器３５０２、およびヘッドギア３５０４を含む。図示した接続器３５０２は鼻－口マスク
であるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア３５
０４と併用することができる。図示したマスク３５０２は、通常、シール３５０８を支持
するフレーム３５０６を含む。マスク３５０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使
用することができる供給管３５０９に接続することができる。上記のように、一部の構成
では、マスク３５０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止すること
ができる。そのようなマスク３５０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給
することができる。
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【０１６８】
　ヘッドギア３５０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点３５１０でマスク３５
０２に連結することができる。マスク３５０２をヘッドギア３５０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分３５１８および上側ストラップ部分３５２０が、ヘッドギ
ア３５０４の両側に設けられるのが好ましい。別途指摘されない限り、接続アセンブリ３
５００または接続アセンブリ３５００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続
器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な
構成とすることもできる。
【０１６９】
　下側ストラップ３５１８および上側ストラップ３５２０は、スナップ式ロックまたはク
リップ（例えば、フックおよびバー機構）３５３０などの迅速解放機構によって、マスク
３５０２に連結することができる。下側ストラップ３５１８および上側ストラップ３５２
０は、ストラップ３５１８、３５２０の角度調整を可能にするために、クリップ３５３０
に対して回転可能である。例えば、ストラップ３５１８、３５２０の端部は、クリップ３
５３０の開口と係合するピン３５３２を担持することができる。マスク３５０２のクリッ
プ３５３０を受け入れる部分は、１つまたは複数の細長い突起３５３４を画定することが
でき、突起３５３４の面は、マスク３４０２の隣接する面を越えて外側に突出している。
一部の構成では、マスク３５０２のクリップ３５３０を受け入れる部分間の面は、突起３
５３４の対が形成されるように窪んでいる。そのような構成により、独自の外観が得られ
るのに加えて、クリップ３５３０をマスクと係合させる正確な位置を触感で示すことがで
きる。
【０１７０】
　図３６は、両方のクリップ３５３０および両方のストラップ３５１８、３５２０が、単
一動作でマスク３５０２に連結できるように、クリップ３５３０が互いに連結された構成
を示している。例えば、ブリッジまたは支材部分３５４０は、互いに対して角度をなすこ
とができるクリップ３５３０間で鉛直方向に延びることができる。クリップ３５３０およ
び支材３５４０は、必要に応じて、単一の材料片から形成することができる。さらに、図
３６の構成では、ピン３５３２は、クリップ３５３０によって担持され、対応する開口は
、ストラップ３５１８、３５２０の端部に設けられている。
【０１７１】
　図３７は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ３７００を示している。図示した接続アセンブリ３７００は、接続器３７０
２、およびヘッドギア３７０４を含む。図示した接続器３７０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア３７０４と併
用することができる。図示したマスク３７０２は、通常、シール３７０８を支持するフレ
ーム３７０６を含む。マスク３７０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管３７０９に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マ
スク３７０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる
。そのようなマスク３７０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給すること
ができる。
【０１７２】
　ヘッドギア３７０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点３７１０でマスク３７
０２に連結することができる。下側ストラップ部分３７１８および上側ストラップ部分３
７２０が、ヘッドギア３７０４の両側に設けられ、迅速解放機構（例えば、スナップ式ロ
ックまたはクリップ）によってなど、任意の適切な機構によって、マスク３７０２につな
がるのが好ましい。図示した構成では、ストラップ３７１８、３７２０は、マスク３７０
２の片側から他方に延び、ストラップ３７１８、３７２０の中央部分は、ヘッドギア３７
０４の後部部分を形成している。さらに、ストラップ３７１８、３７２０が、マスク３７
０２の後方で、好ましくは、マスク３７０２と使用者の耳との間で互いに交差するように
、下側ストラップ３７１８は、上側取付点３７１０でマスク３７０２につながり、上側ス
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トラップ３７２０は、下側取付点３７１０でマスク３７０２につながっている。必要に応
じて、ストラップ３７１８、３７２０は、交差する位置で互いに連結することができる。
ストラップ３７１８、３７２０は、伸縮性をもたせることができる可撓性材料で構築する
ことができ、負荷を分散して使用者の快適性が得られるようにするために、幅を拡大した
後部部分３７１８ａ、３７２０ａを含むことができる。他の構成では、ストラップ３７１
８、３７２０は、ヘッドギア３７０４の分離した後部部分につなげることができる。別途
指摘されない限り、接続アセンブリ３７００または接続アセンブリ３７００の一部分の特
徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様と
することができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１７３】
　図３８および図３９は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および
構成された接続アセンブリ３８００を示している。図示した接続アセンブリ３８００は、
接続器３８０２、およびヘッドギア３８０４を含む。図示した接続器３８０２は鼻－口マ
スクであるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア
３８０４と併用することができる。図示したマスク３８０２は、通常、シール３８０８を
支持するフレーム３８０６を含む。マスク３８０２は、呼吸ガスを使用者に供給するため
に使用することができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一
部の構成では、マスク３８０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止
することができる。そのようなマスク３８０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気
流を供給することができる。
【０１７４】
　ヘッドギア３８０４は、例えば、迅速解放機構などの任意の適切な連結器によって、１
つまたは複数の取付位置または取付点３８１０でマスク３８０２に連結することができる
。マスク３８０２をヘッドギア３８０４の後部部分に連結するために、ストラップ部分３
８２０が、ヘッドギア３８０４の両側に設けられるのが好ましい。図示した構成では、ヘ
ッドギア３８０４は、接続アセンブリ３８００の両側において、単一の、鉛直方向に長い
取付点３８１０でマスク３８０２に連結された単一のストラップ部分３８２０を含む。ス
トラップ部分３８２０は、使用者の耳を直接覆って通ることができ、一部の構成では、ほ
とんど、実質的にすべて、または使用者の耳全体を覆うのに十分な幅とされる。ストラッ
プ３８２０は、マスク３８０２の一方の側から他方の側まで完全に延びることができ、ス
トラップ３８２０の中央部分は、後部ストラップ部分３８５０を画定することができ、後
部ストラップ部分３８５０は、ストラップ部分３８５０の下に蓄積する熱を低減する通気
口３８５２を含むことができる。通気口３８５２は、メッシュまたは他の通気性材料で構
築することができ、後部ストラップ部分３８５０の全長の略全体に沿って広がることがで
きる。通気口３８５２は、後部ストラップ部分３８５０の全領域のかなり部分、例えば、
全領域の約５０、６０、７０、または８０％などを占めるように、後部ストラップ部分３
８５０の高さのかなりの部分に沿って延びることもできる。通気口３８５２は、通気口の
ない同様の大きさのストラップと比較して、後部ストラップ部分３８５０の下に蓄積する
熱を大幅に低減するのに十分な大きさとされるのが好ましい。一部の構成では、通気口３
８５２は、ストラップ部分３８５０の構造部を損なうことのないまま、または使用者の頭
に圧力点を形成したまま、通気領域を最大限にする大きさとされる。
【０１７５】
　ヘッドギア３８０４は、マスク３８０２の中心から上方に使用者の頭頂部を越えて延び
、後部ストラップ部分３８５０につながることができる頂部ストラップ３８６０を含むこ
とができる。頂部ストラップ３８６０は、使用者の鼻に沿って目間に延びることができ、
２つのストラップ部分３８６０ａ、３８６０ｂに分かれて、後部ストラップ部分３８５０
と共に三角形構成を形成し、ハロー部分３８１４を形成することができる。頂部ストラッ
プ３８６０は、上向きの力をマスク３８０２に加えて、使用者の鼻の下面に対する封止の
形成を補助することができる。一部の構成では、ストラップ３８６０の長さは、マスク３
８０２の位置および／またはマスク３８０２に加えられる上向きの力の調整を可能にする
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ように調整することができる。その他の点では、接続アセンブリ３８００または接続アセ
ンブリ３８００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の
一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもでき
る。
【０１７６】
　図４０は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ４０００を示している。図示した接続アセンブリ４０００は、接続器４００
２、およびヘッドギア４００４を含む。図示した接続器４００２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア４００４と併
用することができる。図示したマスク４００２は、通常、シール４００８を支持するフレ
ーム４００６を含む。マスク４００２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管４００９に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マ
スク４００２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる
。そのようなマスク４００２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給すること
ができる。
【０１７７】
　ヘッドギア４００４は、任意の適切な連結機構によって、１つまたは複数の取付位置ま
たは取付点４０１０でマスク４００２に連結することができる。図示した構成では、ヘッ
ドギア４００４は、接続アセンブリ４０００の両側において、単一の、鉛直方向に長い取
付点４０１０でマスク４００２に連結された単一のストラップ部分４０２０を含む。スト
ラップ４０２０は、マスク４００２の一方の側から他方の側まで完全に延びることができ
る。ストラップ４０２０は、マスク４００２の後方で二股に分かれて、使用者の耳の上お
よび下をそれぞれ通る上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂを画定
する。上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂの中央部分は、使用者
の頭に加えられる負荷を比較的広い領域にわたって分散させて快適性を得るために、幅を
、または鉛直方向に拡大することができる。
【０１７８】
　マスク４００２の両側は、ストラップ４０２０が通ることができる細長いスロット４０
３０を含むことができる。ストラップ４０２０の端部部分４０４０は折り重なって、ルー
プを形成することができ、例えば、面ファスナなどの適切な留め具によって、ストラップ
４０２０のマスク４００２の後方にある部分に固定することができる。ストラップ４０２
０の端部部分４０４０は、マスク４００２に対するストラップ４０２０の組み付けおよび
調整を容易にするつまみ領域を形成できる指タブ４０３２を含むことができる。スロット
４０３０は、概ね、または実質的に直線状とすることができ、一部の構成では、概ね、ま
たは実質的にマスク４００２の後方面（例えば、フレーム４００６および／またはシール
４００８の後方面）と揃えることができる。接続アセンブリ４０００の外形寸法または周
囲長は、ストラップ４０２０の端部部分４０４０の長さを変えることで調整することがで
き、端部部分４０４０は、ループの大きさを変えるためにスロット４０３０から引き出さ
れる。マスク４００２の角度調整は、端部部分４０４０を概ね鉛直方向に移動させて、ス
トラップ４０２０の端部部分４０４０の前端または折り部４０４２の鉛直方向の向き（ｖ
ｅｒｔｉｃａｌ　ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）を変えることで行うことができる。すなわち
、端部部分４０４０は、上向きに移動して、または角度を付けて、マスク４００２の上部
に比較してマスク４００２の底部を引き寄せることができる。逆に、端部部分４０４０は
、下向きに移動して、または角度を付けて、マスク４００２の底部に比較してマスク４０
０２の上部を引き寄せることができる。したがって、ストラップ４０２０は、ストラップ
４０２０の端部部分４０４０の上向き、または下向きの調整用のストラップ４０２０の面
領域を提供するために、各端部部分４０４０からストラップ４０２０の中央に向かう方向
に、（図示した向きの、またはストラップ４０２０自体の幅方向の）高さを増大させるの
が好ましい。その他の点では、接続アセンブリ４０００または接続アセンブリ４０００の
一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、ま
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たは同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１７９】
　図４１および図４２は、図４０の接続アセンブリ４０００と多くの点で同様である接続
アセンブリ４０００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特
徴部を示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図４１および図４２の接続
アセンブリ４０００は、図４０の接続アセンブリ４０００と比較した相違点に関して説明
される。接続アセンブリ４０００または接続アセンブリ４０００の一部分の特に説明され
ない特徴部は、図４０の接続アセンブリ４０００、本明細書で説明した他の接続器、また
は他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすことができ、あるいは別の適
切な構成とすることもできる。
【０１８０】
　図４１および図４２の構成では、上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０
２０ｂは、図４０の構成よりも互いに接近して配置することができる。例えば、上側スト
ラップ４０２０ａは、使用者の頭のより低い位置に（例えば、後頭骨の上縁に、または上
縁の近くに）配置することができ、使用者の耳のすぐ上を通ることができる。下側ストラ
ップ４０２０ｂは、使用者の頸筋より上に、および／または後頭骨になど、使用者の頭の
より高い位置に配置することができる。さらに、上側ストラップ４０２０ａおよび下側ス
トラップ４０２０ｂは、１つまたは複数の鉛直連結部分４０５０によって連結することが
できる。例えば、接続アセンブリ４０００の両側で、第１の鉛直連結部分４０５０を使用
者の耳の後ろに配置することができ、第２の鉛直連結部分４０５０を第１の鉛直連結部分
４０５０のさらに後方に配置することができる。鉛直連結部分４０５０は、上側ストラッ
プ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂを互いに対して望ましい位置で固定して、
ストラップ４０２０ａ、４０２０ｂの互いから離れる方向の移動を阻止または防止するこ
とができる。
【０１８１】
　図４３は、図４０～４２の接続アセンブリ４０００と多くの点で同様である接続アセン
ブリ４０００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴部を
示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図４３の接続アセンブリ４０００
は、図４０～４２の接続アセンブリ４０００と比較した相違点に関して説明される。接続
アセンブリ４０００または接続アセンブリ４０００の一部分の特に説明されない特徴部は
、図４０～４２の接続アセンブリ４０００、本明細書で説明した他の接続器、または他の
接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすことができ、あるいは別の適切な構
成とすることもできる。
【０１８２】
　図４３のヘッドギア４００４の上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２
０ｂの使用者の頭に対する配置は、図４０のヘッドギア４００４のストラップと同様とす
ることができる。しかし、図４１および図４２のヘッドギア４００４と同様に、上側スト
ラップ４０２０ａと下側ストラップ４０２０ｂとの間に延びてこれらを連結する１つまた
は複数の連結ストラップ４０５０が設けられるのが好ましい。
【０１８３】
　さらに、ストラップ４０２０は、異なる態様でマスク４００２に連結することができる
。例えば、上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂは、別々の取付点
４０１０でマスク４００２に連結することができる。一部の構成では、ストラップ４０２
０ａ、４０２０ｂは、ある程度の弾性を有する連結器によって、マスク４００２に連結す
ることができる。一部の構成では、弾性は比較的低い。例えば、連結器は、シリコーン製
の張力ストラップ４０６０とすることができる。そのようなシリコーン製張力ストラップ
４０６０は、使用者の顔面に当てたマスク４００２の回転調整および張力がけを可能にす
る。しかし、マスク４００２および／またはヘッドギア４００４用の他の調整器を設ける
こともできる。さらに、シリコーンと同様の特性（例えば、弾性、可撓性）を有する他の
材料を使用することもできる。
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【０１８４】
　図４４および図４５は、図３８および図３９の接続アセンブリ３８００と多くの点で同
様である接続アセンブリ３８００を示している。したがって、同じ、または対応する構成
要素または特徴部を示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図４４および
図４５の接続アセンブリ３８００は、図３８および図３９の接続アセンブリ３８００と比
較した相違点に関して説明される。接続アセンブリ３８００または接続アセンブリ３８０
０の一部分の特に説明されない特徴部は、図３８および図３９の接続アセンブリ３８００
、本明細書で説明した他の接続器、または他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または同
様とみなすことができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１８５】
　図３８および図３９のヘッドギア３８０４のストラップ部分３８２０と異なり、図４４
および図４５のストラップ部分３８２０は、使用者の耳を覆わないのが好ましい。正しく
は、ストラップ部分３８２０は、使用者の耳の下を通るのが好ましい。ストラップ３８２
０の後部部分３８５０は、図３８および図３０の後部部分３８５０と比較して、高さ（ま
たは、ストラップ部分３８２０自体の幅）を短くとすることができる。一部の構成では、
ストラップ３８２０は、図３５および図３６に関連して、または本明細書の他の部分で説
明したものなどの回転連結器によって、マスク３８０２に連結される。
【０１８６】
　さらに、マスク３８０２は、シール３８０８の上側部分を支持するパドル３８７０など
の支持部分を含むことができる。例えば、パドル３８７０は、マスクフレーム３８０６の
一部分とするか、またはマスクフレーム３８０６に連結することができ、シール３８０８
が加圧されたときに、シール３８０８を支持し、シール３８０８を使用者の鼻と接触した
状態に維持するように、シール３８０８の上側部分の側面に配置することができる。一部
の構成では、パドル３８７０は、シリコーンまたは同様の材料から構築される。さらに、
図４５は、供給管３８０９を示している。
【０１８７】
　図４６は、図３５および図３６の接続アセンブリ３５００、ならびに図４３の接続アセ
ンブリ４０００と多くの点で同様である接続アセンブリ４６００を示している。接続アセ
ンブリ４６００は、主に、接続アセンブリ３５００および４０００と比較した相違点に関
して説明される。接続アセンブリ３５００または接続アセンブリ３５００の一部分の特に
説明されない特徴部は、接続アセンブリ３５００または接続アセンブリ４０００、本明細
書で説明した他の接続器、または他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみな
すことができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１８８】
　接続アセンブリ４６００は、図３５のマスク３５０２と実質的に同様である接続器また
はマスク４６０２と、図４３のヘッドギア４００４と実質的に同様であるヘッドギア４６
０４とを利用する。特に、マスク４６０２は、フレーム４６０６およびシール４６０８を
含むのが好ましい。供給管４６０９は、利用者に呼吸ガスを供給する。上記のように、一
部の構成では、マスク４６０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止
することができる。そのようなマスク４６０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気
流を供給することができる。
【０１８９】
　ヘッドギア４６０４は、任意の適切な連結機構によって、１つまたは複数の取付位置ま
たは取付点４６１０でマスク４６０２に連結することができる。例えば、ヘッドギアは、
別々の取付点４６１０でマスク４６０２の両側に連結された上側ストラップ４６２０ａお
よび下側ストラップ４６２０ｂを有するストラップ４６２０を含むことができる。連結ス
トラップ部分４６５０は、上側ストラップ部分４６２０ａと下側ストラップ部分４６２０
ｂとを連結している。連結ストラップ部分４６５０は、ヘッドギア４６０４の両側で使用
者の耳の後ろに設けることができる。
【０１９０】
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　上側ストラップ４６２０ａおよび下側ストラップ４６２０ｂの一方または両方は、任意
の適切な機構によってマスク４６０２に連結することができる。一部の構成では、ストラ
ップ４６２０ａ、４２０ｂは、スナップ式ロックまたはクリップ（例えば、フックおよび
バー機構）４６３０などの迅速解放機構によって、マスク４６０２に連結することができ
る。一部の構成では、ストラップ４６２０ａ、４６２０ｂは、ストラップ４６２０ａ、４
６２０ｂの角度調整を可能にするために、クリップ４６３０に対して回転可能である。マ
スク４６０２のクリップ４６３０を受け入れる部分は、１つまたは複数の細長い突起４６
３４を画定することができ、突起４６３４の面は、マスク４６０２の隣接する面を越えて
外側に突出している。一部の構成では、マスク４６０２のクリップ４６３０またはストラ
ップ４６２０ａ、４６２０ｂを受け入れる部分間の面は、突起４６３４の対が形成される
ように窪んでいる。そのような構成により、独自の外観が得られるのに加えて、クリップ
４６３０をマスクと係合させる正確な位置を触感で示すことができる。別途指摘されない
限り、接続アセンブリ４６００または接続アセンブリ４６００の一部分の特徴部は、本明
細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることがで
き、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１９１】
　図４７は、図４０の接続アセンブリ４０００ならびに図４１および図４２の接続アセン
ブリ４０００と多くの点で同様である接続アセンブリ４０００を示している。したがって
、同じ、または対応する構成要素または特徴部を示すために、同じ参照番号が使用されて
いる。さらに、図４７の接続アセンブリ４０００は、図４０～４２の接続アセンブリ４０
００と比較した相違点に関して説明される。接続アセンブリ４０００または接続アセンブ
リ４０００の一部分の特に説明されない特徴部は、図４０～４２の接続アセンブリ４００
０、本明細書で説明した他の接続器、または他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または
同様とみなすことができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０１９２】
　図４７の構成では、上側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂは、図
４４および図４２の構成と同様の態様で互いに対して配置することができる。さらに、上
側ストラップ４０２０ａおよび下側ストラップ４０２０ｂは、１つまたは複数の鉛直連結
部分４０５０によって同様に連結することができる。図示した構成では、鉛直連結部分４
０５０は、接続アセンブリ４０００の両側で使用者の耳の後ろに配置することができる。
頂部ストラップ４０１６は、上側ストラップ４０２０ａの一方の側から上側ストラップ４
０２０ａの他方の側まで、使用者の頭頂部を越えて延びることができる。一部の構成では
、頂部ストラップ４０１６は、連結部分４０５０と一列に整列することができる。
【０１９３】
　ヘッドギア４００４は、比較的剛性の材料と比較的より低剛性の材料との複合構造体と
して構築することができる。例えば、繊維材料などの可撓性材料を利用して、ヘッドギア
のベース部４０６０を構築することができる。半剛性または剛性材料をベース部４０６０
に付け加えて、支持構造部４０６２を形成することができる。半剛性材料の一例として、
例えば、約０．５ｍｍの厚さを有するポリプロピレンシート材料がある。支持構造部４０
６２は、接着、高周波溶接、超音波溶接、熱成形、縫合、化学結合、機械結合、または他
の任意の適切な方法などで、ベース部４０６０の外側面に接合することができる。図示し
た構成では、ベース部４０６０は、支持構造部４０６２よりも広い幅を有する。支持構造
部４０６２は、ヘッドギア４００４のいくつかの部分または実質的に全体に設けることが
できる。例えば、支持構造部４０６２は、少なくとも、上側ストラップ４０２０ａ、下側
ストラップ４０２０ｂ、頂部ストラップ４０１６、および連結ストラップ４０５０のかな
りの長さに沿って延びる。一部の構成では、支持構造部は、単一の材料片から構築するこ
とができる。
【０１９４】
　図４８は、図４７のヘッドギア４００４のストラップのいずれかなどのヘッドギアスト
ラップの長さを調整するために使用することができる薄型調整機構４８００を示している
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。１つの構成では、薄型調整機構４８００は、図４７のヘッドギア４００４の頂部ストラ
ップ４０１６で利用される。図示した構成では、頂部ストラップ４０１６は、その全長に
沿って、第１の頂部ストラップ部分４０１６ａおよび第２の頂部ストラップ部分４０１６
ｂに分割されている。第１の頂部ストラップ部分４０１６ａは、面ファスナなどの留め具
である第１の構成要素４８０２を含み、第２の頂部ストラップ部分４０１６ｂは、留め具
である第２の構成要素４８０４を含む。第１の構成要素４８０２は、頂部ストラップ４０
１６の長さを調整するために、所望の位置で第２の構成要素４８０４と選択的に係合する
ことができる。
【０１９５】
　一部の構成では、第１の構成要素４８０２は、頂部ストラップ４０１６のベース部４０
６０および支持構造部４０６２の一方によって担持され、または一方に固定され、第２の
構成要素４８０４は、頂部ストラップ４０１６のベース部４０６０および支持構造部４０
６２の他方によって担持される、または他方に固定される。そのような構成は、頂部スト
ラップ４０１６の２層構造を利用して、頂部ストラップ４０１６の厚さを２倍にすること
なく調整を可能にする。一部の構成では、第１の頂部ストラップ部分４０１６ａおよび第
２の頂部ストラップ部分４０１６ｂの少なくとも一方の端部は、第１の頂部ストラップ部
分４０１６ａおよび第２の頂部ストラップ部分４０１６ｂの軸方向の整列を維持すること
を補助するために、第１の頂部ストラップ部分４０１６ａおよび第２の頂部ストラップ部
分４０１６ｂの他方を囲むループ４８１０を含む。
【０１９６】
　図４９は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ４９００を示している。図示した接続アセンブリ４９００は、接続器４９０
２、およびヘッドギア４９０４を含む。図示した接続器４９０２は鼻－口マスクであるが
、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア４９０４と併
用することができる。図示したマスク４９０２は、通常、シール４９０８を支持するフレ
ーム４９０６を含む。マスク４９０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用するこ
とができる供給管４９０９に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マ
スク４９０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる
。そのようなマスク４９０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給すること
ができる。マスクフレーム４９０６は、マスクシール４９０８の上側部分を横方向に支持
する支持構造部４９７０を含む、または担持することができる。支持構造部４９７０は、
図４４および図４５のパドル３８７０と同じ、または同様とすることができる。
【０１９７】
　ヘッドギア４９０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点４９１０でマスク４９
０２に連結することができる。一部の構成では、マスク４９０２は、回転連結器４９４４
によってヘッドギア４９０４に回転可能に連結することができ、回転連結器４９４４は、
例えば、図２９、図３５、または図３６の回転連結器と実質的に同様とすることができる
。さらに、ヘッドギア４９０４は、接続アセンブリ４９００の両側に、使用者の耳の下を
通る下側ストラップまたは下側アーム４９１８を含むことができ、上側ストラップを削除
することができる。したがって、一部の構成では、下側アーム４９１８は、マスク４９０
２とヘッドギア４９０４との間の唯一の連結部である。ヘッドギア４９０４は、後部ハロ
ー部分とすることができる、または同様の構成とすることができる後部部分４９１４を含
むことができる。一部の構成では、後部部分４９１４は、環状の形状ではない。後部部分
４９１４は、使用者の後頭部に沿って鉛直方向に、一部の構成では、使用者の頭の下端の
、または下端の近くの位置から、使用者の頭頂部の、または頭頂部の近くの位置まで延び
るクレードル構造を含むことができる。後部部分４９１４のクレードル構造は、使用者の
頭の形状と概ね一致するように、鉛直および／または水平方向に湾曲することができる。
【０１９８】
　下側アーム４９１８は、マスク４９０２とヘッドギア４９０４の後部部分４９１４との
間の距離を調整できるようにする調整機構４９６０を含むことができる。図示した接続器
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４９００では、調整機構４９６０はスライド機構を含む。特に、調整機構４９６０は、少
なくとも前後方向に、後部部分４９１４と共に移動するように固定された第１のアーム部
分４９６２と、少なくとも前後方向に、マスク４９０２と共に移動するように固定された
第２のアーム部分４９６４とを含む。一部の構成では、第２のアーム部分４９６４は、マ
スク４９０２の一部分（例えば、マスクフレーム４９０６）と統合または一体化すること
ができる。
【０１９９】
　第１のアーム部分４９６２および第２のアーム部分４９６４は、例えば、第１のアーム
部分４９６２および第２のアーム部分４９６４の一方に連結され、第１のアーム部分４９
６２および第２のアーム部分４９６４の他方を囲む１つまたは複数のループ４９６６によ
って、互いにスライド可能に、または入れ子式に係合する。したがって、第１のアーム部
分４９６２に対する第２のアーム部分４９６４の移動により、マスク４９０２に加えられ
る保持力を調整することができる。調整機構４９６０は、調整した後、アーム部分４９６
２、４９６４を、ひいては、マスク４９０２およびヘッドギア４９０４を所望の位置に固
定するのが好ましい。例えば、ループ４９６６は、アーム部分４９６２またはアーム部分
４９６４に摩擦で係合することができる。他の構成では、アーム部分４９６２またはアー
ム部分４９６４を所望の位置に固定するために、ロック機構を設けることができる。他の
適切な機構を使用することもできる。その他の点では、接続アセンブリ４９００または接
続アセンブリ４９００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接
続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすること
もできる。
【０２００】
　図５０は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成された接
続アセンブリ５０００を示している。別途指摘されない限り、接続アセンブリ５０００ま
たは接続アセンブリ５０００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または
他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とす
ることもできる。図示した接続アセンブリ５０００は、接続器５００２、およびヘッドギ
ア５００４を含む。図示した接続器５００２は鼻－口マスクであるが、本明細書で説明し
たように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア５００４と併用することができる
。図示したマスク５００２は、通常、シール５００８を支持するフレーム５００６を含む
。マスク５００２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給管（
図示せず）に接続することができる。
【０２０１】
　上記のように、一部の構成では、マスク５００２は、使用者の口のまわり、および使用
者の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク５００２は、使用者の鼻および
口の両方に加圧空気流を供給することができる。マスク５００２は、マスクシール５００
８の鼻部分を横方向に支持するために、マスクフレーム５００６から上方に、シール５０
０８の鼻部分の両側に沿って延びる支持部またはパドル５０７０を含むことができる。支
持部５０７０は、マスク５００２に永続的にまたは取り外し可能に連結することができる
。図示した構成では、支持部５０７０は、マスクフレーム５００６に取り外し可能に連結
され、使用者が、シール５００８の鼻部分の両側に設定された支持量を微調整できるよう
に、複数の大きさ、または形状で用意することができる。
【０２０２】
　ヘッドギア５００４は、１つまたは複数の取付位置または取付点５０１０でマスク５０
０２に連結することができる。マスク５００２をヘッドギア５００４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分５０１８および上側ストラップ部分５０２０が、ヘッドギ
ア５００４の両側に設けられるのが好ましい。図示した構成では、マスク５００２の少な
くとも片側の下側ストラップ５０１８および上側ストラップ５０２０は、単一のクリップ
５０３０によって、マスク５００２に連結され、クリップ５０３０は、図３５および図３
６に関連して説明した機構と同じ、または同様とすることができる。一部の構成では、ク
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リップ５０３０は、マスク５００２の一方の側だけに設けられる。ストラップ５０１８、
５０２０は、他方の側でマスク５００２に永続的に連結するか、または着脱するのにクリ
ップ５０３０ほど簡便でない態様で連結する（例えば、調整機構を介して連結する）こと
ができる。
【０２０３】
　クリップ５０３０およびマスクフレーム５００６は、マスク５００２と係合するための
クリップ５０３０の適切な位置の特定を容易にし、かつ／またはクリップ５０３０のマス
ク５００２からの望ましくない離脱を阻止するように、相補的態様で構成することができ
る。例えば、マスクフレーム５００６は、クリップ５０３０を受け入れるための凹部を協
同して画定する１つまたは複数の縁部５０３２を含むことができる。図示した構成では、
縁部５０３２は、後方に開放された凹部を画定し、クリップ５０３０は、後方開口５０３
４を通る。一部の構成では、クリップ５０３０は、縁部５０３２によって画定された凹部
の全体または実質的に全体を占有するように構成される。したがって、クリップ５０３０
の外側を向いた面５０３６は、少なくとも、クリップ５０３０とマスクフレーム５００６
とが合流する位置で、マスクフレーム５００６の隣接する部分の外側を向いた面５０３８
と面一とすることができる。そのような構成の場合、凹部の縁部５０３２は、クリップ５
０３０のマスク５００２からの望ましくない、または意図しない離脱を可能にする方向に
（例えば、前方に）、クリップ５０３０が移動するのを阻止する。しかし、使用者は、ク
リップ５０３０を、例えば、マスクフレーム５００６から離れる横方向に意図的に移動さ
せて、マスク５００２との係合を外すことができる。
【０２０４】
　図５０に矢印で示すように、クリップ５０３０は、好ましくは、少なくとも縁部５０３
２によって画定された凹部の若干前方で、マスクフレーム５００２に隣接することができ
る。この縁部５０３２により、使用者に触感がフィードバックされて、クリップ５０３０
の正確位置の認識を容易にすることができる。クリップ５０３０は後方に移動されて、ま
たは後方に移動することができて、縁部５０３２によって画定された凹部と係合すること
ができる。一部の構成では、クリップ５０３０の前端が、最初に凹部と係合することがで
き、次いで、クリップ５０３０の後部部分が内側に移動して凹部と係合することができる
。一部のそのような構成では、クリップ５０３０の後部部分５０４０は、クリップ５０３
０の望ましくない前方移動および／またはマスクフレーム５００６からの望ましくない、
もしくは意図しない離脱を阻止するために、マスクフレーム５００６の後縁５０４２に突
き当てることができる。
【０２０５】
　一部の構成では、クリップ５０３０は、１つまたは複数の指アクセス部分またはつまみ
部分５０５０を画定し、つまみ部分５０５０は、使用者がクリップ５０３０を把持するの
に便利な位置を提供することができる。一部の構成では、つまみ部分５０５０は、クリッ
プ５０３０の視覚によらない位置特定を容易にするために、触感を使用者にフィードバッ
クする。図示した構成では、つまみ部分５０５０は、クリップ５０３０の後部突出部分５
０５４間で、後部突出部分５０５４によって画定される空間５０５２の前端に設けられて
いる。つまみ部分５０５０はまた、クリップ５０３０の上縁および下縁にも設けられてい
る。図示した位置の任意の組み合わせまたはすべてを使用することができる。突出部分５
０５４は、ストラップ５０１８、５０２０の長さ方向または軸方向と概ね合致することが
できる。
【０２０６】
　図５１～５７は、図５０の接続アセンブリ５０００と多くの点で同様である接続アセン
ブリ５０００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴部を
示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図５１～５７の接続アセンブリ５
０００は、図５０の接続アセンブリ５０００と比較した相違点および／または互いに比較
した相違点に関して説明される。接続アセンブリ５０００または接続アセンブリ５０００
の一部分の特に説明されない特徴部は、図５０の接続アセンブリ５０００、本明細書で説
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明した他の接続器、または他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすこと
ができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０２０７】
　図５１の接続アセンブリ５０００は、つまみ部分５０５０をクリップ５０３０の前方部
分に配置している。特に、つまみ部分５０５０は、クリップ５０３０の前縁の隆起した、
または外側にずれた部分によって画定される。つまみ部分５０５０は、クリップ５０３０
の鉛直方向の概ね中心に置くことができる。マスクフレーム５００６は、つまみ部分５０
５０に隣接して配置され、つまみ部分５０５０の内側を向いた面への使用者のアクセスを
容易にする凹面部分５０６０を画定することができる。図５２の接続アセンブリ５０００
では、つまみ部分５０５０は、クリップ５０３０の周囲部分に対して隆起していない。そ
の代わりとして、マスクフレーム５００６の凹面部分５０６０は、つまみ部分５０５０へ
のアクセスを容易にするように構成する（例えば、図５１の部分５０６０と比較して拡大
する）ことができる。
【０２０８】
　図５３の接続アセンブリ５０００は、つまみ部分５０５０が、クリップ５０３０の周囲
部分に対して隆起していない、または外側にずれていない点で図５２と同様である。しか
し、マスクフレーム５００６の凹面部分５０６０は、クリップ５０３０の前縁のかなりの
部分、または実質的に全体に沿って延びることができる。一部の構成では、凹面部分５０
６０は、マスクフレーム５００６の高さの少なくとも約半分または少なくとも約２／３な
どの、マスクフレーム５００６の全体高さのかなりの部分を占める長さを有する。
【０２０９】
　図５４の接続アセンブリ５０００は、クリップ５０３０をマスクフレーム５００６に固
定するロック機構５０７０を組み込んでいる。ロック機構５０７０は、クリップ５０３０
の他の係合特徴部（例えば、フックおよびバー機構）に付加する、または他の係合特徴部
の代替とすることができる。ロック機構５０７０は、例えば、限定するものではないが、
弾性ロッククリップ５０７２などのスナップ式ロック特徴部を含むことができる。弾性ロ
ッククリップ５０７２は、マスクフレーム５００６か、またはクリップ５０３０のいずれ
かに配置することができ、本明細書で説明したつまみ部分５０５０または凹面部分５０６
０と同様な態様で配置することができる。クリップ５０３０に配置した場合、弾性ロック
クリップ５０７２は、つまみ部分５０５０として機能することもできる。
【０２１０】
　図５５～５６の接続アセンブリ５０００は、図５２および図５３のアセンブリ５０００
と同様である。特に、図５５～５６のクリップ５０３０のつまみ部分５０５０は、クリッ
プ５０３０の隣接する部分と比較して隆起しておらず、または外側にずれておらず、マス
クフレーム５００６の凹面部分５０６０は、つまみ部分５０５０へのアクセスを容易にす
るように構成されている。凹面部分５０６０は、図５２の部分５０６０と同様に、クリッ
プ５０３０の周囲面からの比較的急な移行部を有する比較的不連続性の構造であるが、図
５３の部分５０６０と同様に、より長い鉛直距離に沿って延びている。
【０２１１】
　図５６は、マスクフレーム５００６の干渉または連結特徴部５０８０とクリップ５０３
０との例を示している。図示した構成では、マスクフレーム５００６は、少なくとも１つ
の開口、および、好ましくは開口５０８２ａ、５０８２ｂの対を含む。前方開口５０８２
ａは、マスクフレーム５００６によって完全に囲まれ、一方、後部開口５０８２ｂは、マ
スクフレーム５００６によって一部分のみが囲まれている。クリップ５０３０は、少なく
とも１つの係合部材または係合ブロック、好ましくは、開口５０８２ａ、５０８２ｂのそ
れぞれの１つと係合するように構成された係合ブロック５０８４ａ、５０８４ｂの対を含
む。開口５０８２ａ、５０８２ｂおよび係合ブロック５０８４ａ、５０８４ｂは、クリッ
プ５０３０のマスクフレーム５００６に対する回転を阻止するように、（例えば、クリッ
プ５０３０に作用する力ベクトルの方向と概ね合致した）軸方向に離間している。図示し
た構成では、開口５０８２ａ、５０８２ｂおよび係合ブロック５０８４ａ、５０８４ｂは
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、鉛直方向に整列するが、開口５０８２ａ、５０８２ｂおよび係合ブロック５０８４ａ、
５０８４ｂは、鉛直方向にずれることができる。一部の構成では、クリップ５０３０は、
マスクフレーム５００６と係合したときに、マスクフレーム５００６の重なり部分に相補
的な形状とされ、重なり部分を受け入れる凹部５０８６を画定する。
【０２１２】
　マスクフレーム５００６と係合すると、クリップ５０３０は、開口５０８２ａ、５０８
２ｂと係合ブロック５０８４ａ、５０８４ｂとの係合によって、マスクフレーム５００６
に概ね後ろ方向の力を作用させる。マスクフレーム５００６の横に湾曲した形状、および
／または係合ブロック５０８４ａと、開口５０８２ａを画定するマスクフレーム５００６
の面との全周係合により、（ヘッドギアによって発生させることができる）クリップ５０
３０に作用する力は、係合ブロック５０８４ｂを引き寄せて開口５０８２ｂと係合させる
のに役立ち、それにより、クリップ５０３０のマスクフレーム５００６との係合を強化す
る。
【０２１３】
　図５７は、マスクフレーム５００６とクリップ５０３０との間の連結特徴部５０８０の
別の例を示している。図示した構成は、クリップ５０３０とフレーム５００６との間のフ
ックおよびバータイプの相互作用部を含む。クリップ５０３０は、マスクフレーム５００
６の係合面またはバー５０９２と係合するフック５０９０を含むのが好ましい。一部の構
成では、この構成は逆にすることができる。マスクフレーム５００６は、クリップ５０３
０がマスク５００２と係合したときに、クリップ５０３０のフック５０９０を受け入れる
開口５０９４を含む。一部の構成では、開口５０９４の一部を画定する面は、バー５０９
２も画定する。バー５０９２は、フック５０９０と相互作用し、クリップ５０３０をマス
ク５００２に保持するように構成された任意の構造、または構造の一部分とすることがで
きる。クリップ５０３０をマスク５００２に連結するために、フック５０９０の一部分は
開口５０９４を通過して、フック５０９０をバー５０９２と係合させることができ、クリ
ップ５０３０の本体は、マスク５００２（例えば、マスクフレーム５００６）に隣接した
、またはマスク５００２に当たった静止位置まで回転することができる。クリップ５０３
０を取り外すためには、プロセスを逆にすることができる。
【０２１４】
　（本明細書の中で特に）図５０～５７は、接続アセンブリ５０００の着脱を容易にする
ために、接続アセンブリ５０００周ループが開かれるのを可能にする接続アセンブリ５０
００を開示している。そのような構成では、ヘッドギア５００４は、開ループを形成する
ための少なくとも１つの位置でマスク５００２から完全に切り離すことができる。そのよ
うな開ループ構成は、接続アセンブリ５０００の着脱を容易にすることができるが、マス
ク５００２に取り付けるために、ヘッドギア５００４の分離したクリップ５０３０または
他の部分の位置を特定することは、使用者にとって困難である、または苛立たせることで
あると本発明者は気付いた。ヘッドギア５００４の構成によって、ただ１つのクリップ５
０３０がマスク５００２から切り離される場合でも、分離したクリップ５０３０は、例え
ば、使用者の頭の後ろにあるなど、マスク５００２からかなり離れた位置に移動すること
がある。マスク５００２の両側のクリップ５０３０が切り離された場合、ヘッドギア５０
０４は、マスク５００２から完全に分離され得る。したがって、一部の用途または使用法
では、特に、目視による位置特定が困難であるか、または不可能な場合、クリップ５０３
０の位置特定を容易にするために、クリップ５０３０をマスク５００２にテザーでつなぐ
のが好ましいことがある。図５８～６１の接続アセンブリ５８００は、接続アセンブリ５
８００の着脱を容易にする拡張定位と縮小定位との間で移行する閉ループ構成である。接
続アセンブリ５８００は、伸縮性のテザー機構が閉ループを維持するが、接続アセンブリ
５８００の周囲の拡張または拡大により着脱が容易になるのを可能にする伸縮性の閉ルー
プ構成である。
【０２１５】
　図５８～６１の接続アセンブリ５８００は通常、接続器５８０２およびヘッドギア５８
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０４を含む。図示した接続器５８０２は鼻－口マスクであるが、本明細書で説明したよう
に、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア５８０４と併用することができる。図示
したマスク５８０２は、通常、シール５８０８を支持するフレーム５８０６を含む。マス
ク５８０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給管（図示せ
ず）に接続することができる。上記のように、一部の構成では、マスク５８０２は、使用
者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク５
８０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給することができる。
【０２１６】
　ヘッドギア５８０４は、例えば、限定するものではないが、図５０～５７のクリップ５
０３０と同じ、または同様であるクリップ５８３０を含む任意の適切な機構によって、１
つまたは複数の取付位置または取付点でマスク５８０２に連結することができる。一部の
構成では、マスク５８０２をヘッドギア５８０４の後部部分に連結するために、下側スト
ラップ５８１８および上側ストラップ５８２０が、ヘッドギア５８０４の両側に設けられ
る。別途指摘されない限り、接続アセンブリ５８００または接続アセンブリ５８００の一
部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、また
は同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０２１７】
　図５８の接続アセンブリ５８００は、クリップ５８３０をマスク５８０２に連結する伸
縮性テザー５８４０を含む。図示した弾性テザー５８４０は、クリップ５８３０とマスク
５８０２との間に三角形の態様で連結されたケーブルまたはコード状部材である。特に、
弾性テザー５８４０の中央部分は、マスク５８０２に連結され、弾性テザー５８４０の端
部部分は、クリップ５８３０に連結されている。弾性テザー５８４０は、クリップ５８３
０がマスク５８０２から切り離されたときに、クリップ５８３０をマスク５８０２の近く
に保持するだけでなく、クリップ５８３０をマスク５８０２に対して正確に配置するのに
も役立つのが好ましい。例えば、弾性テザー５８４０の上側および下側、または２つの端
部部分にかかる張力は、クリップ５８３０が、マスク５８０２に対して正確に配置された
場合に概ね等しくなることができる。したがって、弾性テザー５８４０は、クリップをマ
スク５８０２と係合するための適切な位置に引き寄せようとする。
【０２１８】
　図５９の接続アセンブリ５８００は、幅広の弾性ストラップの形態の伸縮性テザー５８
４０を含む。弾性ストラップ５８４０は、マスク５８０２の一方の側から他方に延びるこ
とができる。弾性ストラップ５８４０の各端部は、クリップ５８３０に連結することがで
きる。弾性ストラップ５８４０の中間部分は、マスク５８０２に固定することができる。
例えば、マスクフレーム５８０２は、弾性ストラップ５８４０が通過できる通路を形成す
るループ部分５８４２を含むことができる。一部の構成では、弾性ストラップ５８４０は
、通路にゆるい拘束で受け入れられ、マスク５８０２に対して移動可能である。クリップ
５８３０は、弾性ストラップ５８４０がマスク５８０２から外れるのを防止することがで
きる。
【０２１９】
　図５８および図５９の接続アセンブリ５８００では、弾性テザー５８４０は露出してい
る。一部の用途または使用法では、少なくとも、クリップ５８３０がマスク５８０２と係
合している場合に、弾性テザー５８４０が覆いをされる、または隠されるのが望ましいこ
とがある。図６０および図６１の接続アセンブリ５８００は、クリップ５８３０がマスク
５８０２と係合している場合に弾性テザー５８４０を隠す。図示した構成では、弾性テザ
ー５８４０は、少なくとも１つの、好ましくは弾性要素の対を含む。弾性要素は、互いか
ら鉛直方向に離間し、概ね前後方向に延びることができる弾性ストラップ５８４０の形態
を取ることができる。一部の構成では、弾性ストラップ５８４０は、ヘッドギア５８０４
の下側ストラップ５８１８および上側ストラップ５８２０のそれぞれの一方と概ね、また
は実質的に一列に整列することができる。
【０２２０】
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　クリップ５８３０は、マスク５８０２と係合している場合に、弾性ストラップ５８４０
をクリップ５８３０とマスクフレーム５８０６との間に捕捉することができる。図示した
構成では、各弾性ストラップ５８４０の第１の端部は、マスクフレーム５８０６の後端部
分に固定され、各弾性ストラップ５８４０の第２の端部は、クリップ５８３０の前端に固
定されている。そのような構成により、弾性ストラップ５８４０をマスクフレーム５８０
６とクリップ５８３０との間で比較的平らに置くことが可能になり、さらに、弾性ストラ
ップ５８４０によって可能になる接続アセンブリ５８００の周囲長の伸びが最大限になる
。マスクフレーム５８０６および／またはクリップ５８３０は、クリップ５８３０がマス
ク５８０２と係合しているときに、弾性ストラップ５８４０を受け入れ、弾性ストラップ
５８４０の厚さ分を少なくとも部分的に吸収する凹部５８４４を含むことができる。
【０２２１】
　上記のように、弾性テザー５８４０は、クリップ５８３０をマスク５８０２と係合する
ための適切な位置に案内することを補助するように構成することができる。しかし、図６
０および図６１の構成では、弾性ストラップ５８４０は、クリップ５８３０をマスク５８
０２と係合するための適切な位置に最後まで引き寄せることができない。すなわち、クリ
ップ５８３０は、弾性ストラップ５８４０の伸びのない長さに概ね等しい距離だけ係合位
置から離れて移動することができる。そのような構成において、または必要に応じて、任
意の他の構成において、接続アセンブリ５８００は、クリップ５８３０のマスク５８０２
に対する位置特定を補助するさらなる特徴部を含むことができる。例えば、クリップ５８
３０のマスク５８０２に対する位置特定を容易にするために、１つまたは複数のマグネッ
ト５８４６をマスク５８０２、クリップ５８３０、またはその両方に設けることができる
。単一磁石構成を使用することができるが、他方の構成要素は通常、磁気吸着材料を有す
る。図示した構成では、マグネット５８４６は、マスク５８０２の凹部５８４４およびク
リップ５８３０の前端に設けられている（マグネット５８４６はクリップ５８３０上に示
されていない）。さらに、図６１は、フックまたはブロック（図示せず）などの、クリッ
プ５８３０の適切な構造部が係合できる開口５８４８を示している。
【０２２２】
　図６２～６４は、細長い閉ループ構成の接続アセンブリ６２００を示しており、この閉
ループ構成は、接続アセンブリ６２００が、拡張定位と縮小定位との間で移行するのを可
能にする。接続アセンブリ６２００は、着脱を容易にするために周囲を拡大することがで
きる点で、図５８～６１の接続アセンブリ５８００と同様であるが、好ましくは、接続ア
センブリ６２００は、図５８～６１の伸縮機構とは異なり、非伸縮性の折り畳み式締め具
６２４０によって周囲を拡大することができる。
【０２２３】
　図示した接続アセンブリ６２００は、接続器６２０２、およびヘッドギア６２０４を含
む。図示した接続器６２０２は鼻－口マスクであるが、本明細書で説明したように、他の
タイプの接続器を、開示したヘッドギア６２０４と併用することができる。図示したマス
ク６２０２は、通常、シール６２０８を支持するフレーム６２０６を含む。マスク６２０
２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給管６２０９に接続す
ることができる。上記のように、一部の構成では、マスク６２０２は、使用者の口のまわ
り、および使用者の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク６２０２は、使
用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給することができる。
【０２２４】
　ヘッドギア６２０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点６２１０でマスク６２
０２に連結することができる。マスク６２０２をヘッドギア６２０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分６２１８および上側ストラップ部分６２２０が、ヘッドギ
ア６２０４の片側または両側に設けられるのが好ましい。一部の構成では、ヘッドギア６
２０４は、折り畳み式締め具６２４０または他の伸長機構とは別に調整を行うことができ
る。そのような構成の場合、ヘッドギア６２０４は、折り畳み式締め具６２０４が、取り
付けを容易にするためにだけ使用することができるように、折り畳み式締め具６２４０の
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動作とは別に、適切な、または望ましい調整位置に調整することができ、一旦調整される
と、ヘッドギア６２０４は、接続アセンブリ６２００の各取り付けで再調整を必要としな
い。調整ループ６２２２を形成するために、マスク６２０２と係合した後、接続アセンブ
リ６２００の片側または両側で、ストラップ６２１８、６２２０に折り重なるなど、ヘッ
ドギア６２０４用の任意の適切な調整機構を設けることができ、調整ループ６２２２は、
例えば、面ファスナなどの任意の適切な留め具で固定することができる。
【０２２５】
　折り畳み式締め具６２４０は、縮小した（例えば、積み重ねられた、または折り畳まれ
た）定位と、拡張した（例えば、展開した）定位との間で互いに対して折り畳み可能な複
数の部分またはセグメントを含むことができる。図示した構成では、第１のセグメント６
２４２は、マスクフレーム６２０６によってなど、マスク６２０２によって形成または担
持されている。第２のセグメント６２４４は、ヘッドギア６２０４（例えば、ストラップ
６２１８、６２２０の一方または両方）に連結された部材（例えば、クリップ）によって
形成または担持されている。一部の構成では、第３の、または中間セグメント６２４６は
、第１の端部で第１のセグメント６２４２に旋回可能に連結され、第２の端部で第２のセ
グメント６２４４に旋回可能に連結されている。セグメント６２４２、６２４４、６２４
６間の旋回軸は互いに整列し、ヘッドギア６２０４／接続アセンブリ６２００の周方向に
対して垂直に向いているのが好ましい。そのような構成により、セグメント６２４２、６
２４４、６２４６が互いに対して適切な平面内に維持され、図示した構成では、ヘッドギ
ア６２０４の前方部分がマスク６２０２と水平方向に整列した状態に維持されて、展開定
位での折り畳み式締め具６２４０の第２のセグメント６２４４の目視によらない位置特定
を容易にしている。
【０２２６】
　図６３に示すように、縮小定位では、セグメント６２４２、６２４４、６２４６は、互
いに対して積み重ねられて、全体厚さが厚くなり、長さが短くなっており、図６４に示す
ように、拡張定位では、セグメント６２４２、６２４４、６２４６は、端から端まで積み
重ねを解かれて配置されて、全体厚さが薄くなり、長さが長くなっている。折り畳み式締
め具６２４０は、接続アセンブリ６２００の片側または両側に設けることができる。縮小
した、または折り畳まれた場合に、折り畳み式締め具６２４０は、マスク６２０２に、ま
たはマスク６２０２の後縁の前方に配置されている。そのような構成により、折り畳み式
締め具６２４０と使用者との間の接触が回避されて、快適性が高まる。一部の構成では、
折り畳み式締め具６２４０を閉状態または縮小定位にロックまたは保持し、折り畳み式締
め具６２４０の意図しない開状態を阻止または防止するために、ロック機構（例えば、ス
ナップ嵌め込み式機構）を設けることができる。折り畳み式締め具６２４０の開き操作を
容易にするために、つまみ部分６２５０および対応する凹面部分６２６０をそれぞれクリ
ップ６２３０およびマスクフレーム６２０６に設けることができる。別途指摘されない限
り、接続アセンブリ６２００または接続アセンブリ６２００の一部分の特徴部は、本明細
書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ
、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０２２７】
　図６５～６８は、図６２～６４の接続アセンブリ６２００と多くの点で同様である接続
アセンブリ６２００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特
徴部を示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図６５～６８の接続アセン
ブリ６２００は、図６２～６４の接続アセンブリ６２００と比較した相違点に関して説明
される。接続アセンブリ６２００または接続アセンブリ６２００の一部分の特に説明され
ない特徴部は、図６２～６４の接続アセンブリ６２００、本明細書で説明した他の接続器
、または他の接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすことができ、あるいは
別の適切な構成とすることもできる。
【０２２８】
　図６５～６８の折り畳み式締め具６２４０は、図６２～６４の折り畳み式締め具６２４



(53) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

０と比較して、少なくともいくつかの点で、空間効率がより高い。特に、図６５～６８の
折り畳み式締め具６２４０は、図６７に示すように、閉じた、または折り畳んだ構成で、
セグメント６２４２、６２４４、６２４６のうちの２つの厚さに実質的に等しい全体厚さ
を有する。セグメント６２４２、６２４４、６２４６の任意の１つまたはすべては、第２
のセグメント６２４４の高さよりも低い高さを画定することができる。一部の構成では、
第１のセグメント６２４２の高さは、ストラップ６２１８、６２２０がマスク６２０２と
合流する位置における下側ストラップ６２１８と上側ストラップ６２２０との間の距離に
実質的に等しいか、またはその距離未満とすることができる。第２のセグメント６２４４
の高さは、ストラップ６２１８、６２２０がマスク６２０２と合流する位置における下側
ストラップ６２１８の下縁と上側ストラップ６２２０の上縁との間の距離に実質的に等し
いか、またはそれを超えることができる。第２のセグメント６２４４は、ベース部６２７
０およびアーム６２７２の対を備えた略Ｕ字形状の輪郭を有することができる。アーム６
２７２は、アーム間に空間６２７０を画定することができ、空間６２７０は、第１のセグ
メント６２４２の高さと少なくとも同じであるアーム６２７２間の距離を有することがで
きる。中間セグメント６２４６は、一方の端部で第１のセグメント６２４２の後端に連結
し、第２の端部で第２のセグメント６２４４のベース部６２７０に連結することができる
。中間セグメント６２４６は、空間６２７０内に受け入れることができ、折り畳み式締め
具６２４０の折り畳み定位で、第１のセグメント６２４２の少なくとも一部分に重なるこ
とができる。
【０２２９】
　折り畳み式締め具６２４０は、弾性ラッチ６２８０などのロック機構を含むことができ
、弾性ラッチ６２８０は、閉状態または折り畳み定位で、折り畳み式締め具６２４０を固
定するために、開口６２８２を囲む面と係合する。図示した構成では、開口は、マスクフ
レーム６２０６または第１のセグメント６２４２によって画定され、ラッチ６２８０は、
第２のセグメント６２４４によって担持されている。
【０２３０】
　Ｕ字形状の第２のセグメント６２４４のアーム６２７２の後部または自由端は、ヘッド
ギア６２０４のストラップ６２１８、６２２０に連結することができる。ストラップ６２
１８、６２２０は、マスク６２０２および／または折り畳み式締め具６２４０に対して調
整可能である。例えば、ストラップ６２１８、６２２０は、調整ループ６２２２を画定す
るように折り重ねることができる。調整ループ６２２２は、ロックレバー６２８４などの
ロック機構によって固定することができる。ロックレバー６２８４は、ストラップ６２１
８、６２２０を所定の位置に選択的に固定するために、ストラップ６２１８、６２２０の
ループ６２２２と係合する係合部分６２８６を含むことができる。
【０２３１】
　図６９～７１は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成さ
れた接続アセンブリ６９００を示している。図示した接続アセンブリ６９００は、調整機
能および／または閉ループ伸長機能を付与するための代替の機構を含む。特に、接続アセ
ンブリ６９００は、接続アセンブリ６９００の周囲長の調整を可能にする１つまたは複数
のスライドバックル機構６９４０を組み込んでいる。スライドバックル機構６９４０は、
接続アセンブリ６９００の片側または両側に設けることができる。
【０２３２】
　本明細書で開示した他の接続アセンブリと同様に、接続アセンブリ６９００は、接続器
６９０２およびヘッドギア６９０４を含む。図示した接続器６９０２は鼻－口マスクであ
るが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア６９０４
と併用することができる。図示したマスク６９０２は、通常、シール６９０８を支持する
フレーム６９０６を含む。マスク６９０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用す
ることができる供給管６９０９に接続することができる。上記のように、一部の構成では
、マスク６９０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止することがで
きる。そのようなマスク６９０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給する
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ことができる。
【０２３３】
　ヘッドギア６９０４は、本明細書で開示した任意のものなどの任意の適切な機構によっ
て、１つまたは複数の取付位置または取付点６９１０でマスク６９０２に連結することが
できる。マスク６９０２をヘッドギア６９０４の後部部分に連結するために、下側ストラ
ップ部分６９１８および上側ストラップ部分６９２０が、ヘッドギア６９０４の両側に設
けられるのが好ましい。図示した構成では、ストラップ６９１８、６９２０の長さ調整を
可能にするために、スライドバックル機構６９４０が、各下側ストラップ６９１８および
上側ストラップ６９２０内に設けられている。スライドバックル機構６９４０は、ヘッド
ギア６９０４の片側または両側に設けることができる。図７０および図７１は、ストラッ
プ６９１８、６９２０の一方内のスライドバックル機構６９４０を示しているが、他方の
スライドバックル機構６９４０も、同じまたは同様の構成とすることができる。
【０２３４】
　図示したスライドバックル機構６９４０は、ストラップ６９１８、６９２０の蛇行路を
作り出す複数のポスト６９４４を有するバックル６９４２を含む。ストラップ６９１８、
６９２０は、マスク６９０２と（直接的に、または間接的に）係合し、ストラップ自体に
折り重ねられて調整ループ６９４６を形成することができる。調整ループ６９４６の端部
は、バックル６９４２のストラップ６９１８、６９２０に沿った移動が、調整ループ６９
４６の大きさ、またはストラップ６９１８、６９２０の重なりの長さを変えて、ストラッ
プ６９１８、６９２０の有効長を調整するように、バックル６９４２に連結されている。
バックル６９４２は、ストラップ６９１８、６９２０に沿っていずれかの方向に移動して
、ストラップ６９１８、６９２０の伸長または縮小を可能にする。
【０２３５】
　バックル６９４２は、バックル６９４２の移動を容易にするつまみタブまたはプルタブ
６９５０を含むことができる。プルタブ６９５０は、使用しないときに、プルタブ６９５
０がバックル６９４２および／またはストラップ６９１８、６９２０に固定されるのを可
能にする連結器６９５２を含むことができる。図示した連結器６９５２は磁石連結器であ
るが、例えば、限定するものではないが、スナップ、クリップ、または面ファスナを含む
他の適切な連結器を使用することができる。プルタブ６９５０は、ポスト６９５４によっ
て回転可能に支持されるなど、バックル６９４２の全長に沿って概ね中心に配置すること
ができる。図７２は、ポスト６９５４が、スロット６９５６内にスライド可能に支持され
たスライド式プルタブ６９５０を示しており、これは、プルタブ６９５０およびポスト６
９５４が、バックル６９４２の進行または意図された進行方向に、バックル６９４２の端
部に向かって移動するのを可能にする。
【０２３６】
　スライドバックル機構６９４０は、閉ループで伸長させるのに利用することができ、ま
たはヘッドギア６９０４の調整に使用することもでき、マスク６９０２から取り外し可能
なクリップ６９３０などの他の開機構を設けることもできる。クリップ６９３０は、マス
ク６９０２から完全に分離可能であってよいし（すなわち、開ループ）、マスク６９０２
にテザーでつながれてもよい（すなわち、閉ループ）。別途指摘されない限り、接続アセ
ンブリ６９００または接続アセンブリ６９００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した
他の接続器または他の接続器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別
の適切な構成とすることもできる。
【０２３７】
　本明細書で（例えば、図５８～７２などで）説明した伸長閉ループ機構は、対応する接
続アセンブリの着脱を可能にするように、開状態で十分に伸長するのが好ましい。説明し
たように、伸長機構は、接続アセンブリの片側または両側に設けることができる。片側だ
けに設けられた場合、単一の伸長機構が、対応する接続アセンブリの着脱を可能にするよ
うに、開状態で十分に伸長するのが好ましい。両側に設けられた場合、各伸長機構は、対
応する接続アセンブリの着脱を可能にするように、開状態で十分に伸長できるため、使用
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者は、選択的に一方の側または他方を使用することができる。しかし、一部の構成では、
各伸長機構は、全伸長の一部分を担うことができ、この全伸長の一部分は、対応する接続
アセンブリの着脱を可能にするのに十分であるのが好ましいが、機構のいずれか一方の伸
長は、対応する接続アセンブリの着脱を可能にするのにそのままでは不十分なことがある
。一部の構成では、閉状態と開状態との間の全伸長は、少なくとも１００ｍｍである。弾
性構成では、弾性要素が伸びていない状態の伸長は、１００ｍｍ未満であり得るが、弾性
要素が伸長すると、少なくとも１００ｍｍまで増大することができる。例えば、一部の構
成では、初期の伸長は、弾性要素が伸びていない状態で、約３０ｍｍとすることができ、
弾性要素は、伸長して少なくとも１００ｍｍの全伸長をもたらすことができる。一部の構
成では、初期の伸長（伸びがない）は、全伸長（伸びがある）の約１／３～約１／２とす
ることができる。
【０２３８】
　図７３および図７４は、形状化ヘッドギア装置７３００を構成要素部品として（図７３
）、および組み立てられた（図７４）ものとして示している。本明細書で開示した多くの
ヘッドギアアセンブリは、全体として、または一部において、例えば、布または繊維材料
などの可撓性材料で構築することができる。そのような可撓性材料は、平シートの形態を
取ることが多く、この平シートは、ヘッドギアアセンブリに形成された場合に、半円筒形
状、または１軸（鉛直軸）だけのまわりの湾曲をなすことができる。一部の構成では、そ
れに限定するものではないが、ヘッドギア装置７３００を含む開示したヘッドギア装置は
、少なくとも２軸（鉛直軸および１つまたは複数の水平軸）のまわりに湾曲する。そのよ
うな構成は、ヘッドギア装置７３００が、使用者の頭の形状に、より良好に一致し、好ま
しくは、ヘッドギア装置７３００の領域内で負荷を比較的均一に分散させて、例えば、縁
部に沿った線状負荷などの圧点を低減することを可能にする。そのような形状化ヘッドギ
ア装置７３００はまた、使用者に装着されない場合に、例えば、引力に耐え、絡まりを抑
えるなど、ヘッドギア装置の形状を保とうとする。そのような部分的な、または完全な自
己支持構造により、ヘッドギア装置７３００および対応する接続アセンブリは、使用者に
より合いやすくなり得る。
【０２３９】
　図示した構成では、適切なプロセス（例えば、縫合、接着、溶接など）によって、２つ
以上の構成要素７３０２同士が組み立てられて、ヘッドギア装置７３００の一部分または
全体を形成している。一部の構成では、構成要素７３０２は、繊維材料による平坦パター
ンの形態を取る。パターン７３０２の形状は、構成要素７３０２が組み立てられたときに
、材料に所望の引張りまたは圧縮を生じさせるように調整することができる。平坦パター
ン７３０２の外形形状を調整することで、組み立てたヘッドギア装置７３００は、使用者
の頭の形状に人間工学上より適合することができる。そのような構成は、負荷を使用者の
頭に、より均一に分散させることができる。
【０２４０】
　図示した構成では、ヘッドギア装置７３００の鉛直（例えば、後部）縫い目を形成する
縁部７３０４の形状は、組み立てた後、所望の最終形状をもたらすように選択される。例
えば、パターン７３０２は、互いに鏡像とすることができ、例えば、ポニーテールに結わ
れた使用者の髪を受け入れるために、ヘッドギア装置７３００内に共同で開口を形成する
切欠き部７３０６を含むことができる。切欠き部７３０６の上のパターン７３０２の上側
部分７３１０は、湾曲縁部７３０４を有することができ、湾曲縁部７３０４は、縁部７３
１２の底部から上部への方向で外側に湾曲している。切欠き部７３０６の下のパターン７
３０２の下側部分７３２０は、湾曲縁部７３０４を有することができ、湾曲縁部７３０４
は、縁部７３０４の底部から上部まで内側に湾曲している。図７３に示すように、全体的
には、縁部７３０４は協同して、略砂時計形状を画定することができる。図７４に示すよ
うに、そのような構成は、組み立てられたときに、上側ストラップ部分７３１０を底部か
ら上部まで内側に湾曲させ、下側ストラップ部分７３２０に凹状湾曲をもたせる。下側ス
トラップ部分７３２０はまた、通常、上部から底部まで内側に位置を移すことができる。
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そのような構成は、使用者の頭、例えば、後頭部の形状に一致することができる。下側ス
トラップ部分７３２０は、後頭骨および／または上首によって形成される頭の一部分に一
致することができる。上側ストラップ部分７３１０は、頭頂骨または頭頂骨と後頭骨との
間の合流点によって形成される頭の一部分に載るなど、より高い位置に配置することがで
きる。縁部７３０４として示したが、材料の一部分は、材料の縁部ではない縫製線または
取付け線に沿って連結することができ、一方、縫製線または取付け線の１つまたは複数は
、材料の中間部分に配置することができる。
【０２４１】
　図７５～７９は、本開示の特定の特徴、態様、および利点に従って、配置および構成さ
れた接続アセンブリ７５００を示している。図示した接続アセンブリ７５００は、接続器
７５０２、およびヘッドギア７５０４を含む。図示した接続器７５０２は鼻－口マスクで
あるが、本明細書で説明したように、他のタイプの接続器を、開示したヘッドギア７５０
４と併用することができる。図示したマスク７５０２は、通常、シール７５０８を支持す
るフレーム７５０６を含む。マスク７５０２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用
することができる供給管（図示せず）に接続することができる。上記のように、一部の構
成では、マスク７５０２は、使用者の口のまわり、および使用者の鼻の下面で封止するこ
とができる。そのようなマスク７５０２は、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供
給することができる。
【０２４２】
　ヘッドギア７５０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点７５１０でマスク７５
０２に連結することができる。ヘッドギア７５０４の少なくとも一部分は、半剛性または
剛性材料などの比較的剛性の材料を含む、または比較的剛性の材料から構築されるのが好
ましい。本明細書で説明したように、比較的剛性の材料は、吹き出し力に呼応した、好ま
しくはホース引張り力および／または他の予測される外部力に呼応した大きな変形を阻止
する。例えば、限定するものではないが、比較的剛性の材料は、ポリカーボネート、ナイ
ロン、ＡＢＳ、ポリプロピレン、または、特に、剛性に関して同様の機械特性を有する他
の材料とすることができる。一部の構成では、少なくとも、使用者の顔面に接触するヘッ
ドギア７５０４の一部分は比較的剛性である。下記にさらに説明するように、使用者の顔
面に接触する比較的剛性の部分７５７０は、頬骨および／または上顎骨に対応する部分な
ど、使用者の頬に、または頬の近くに配置することができる。一部の構成では、使用者の
顔面に接触する比較的剛性の部分７５７０は、対応する（例えば、上側）取付点７５１０
の概ね後方など、マスク７５０２の上側部分の両側に隣接して配置される。そのような構
成は、ヘッドギア７５０４が、部分７５７０において使用者の顔面で静止する、または使
用者の顔面に支持されるのを可能にし、そのため、ヘッドギア７５０４の締め付けにより
、ヘッドギア７５０４が使用者の顔面に加える圧力が増大する傾向が現れ、マスクシール
７５０８の大きな圧縮が回避または制限される。より正確に言えば、マスクシール７５０
８の圧縮は、少なくとも基本的には、ヘッドギア７５０４によってマスク７５０２に加え
られる力ではなくて、接続アセンブリ７５００の幾何形状（および／または図９２に関連
して説明する機構などのシール調整機構）によって制御することができる。すなわち、ヘ
ッドギア７５０４は、使用者の顔面に対応する所望の位置でマスク７５０２を支持するよ
うに構成することができ、ヘッドギア７５０４の剛性部分７５７０の使用者の顔面との接
触により、ヘッドギア７５０４の締め付けに呼応したシール７５０８の大きな圧縮を回避
または制限することができる。言い換えると、ヘッドギア７５０４の剛性部分７５７０は
、使用者の頬とシールハウジングまたはフレーム７５０６との間の距離を固定することが
でき、それにより、ヘッドギア７５０４の締め付けの結果として起こり得るシール７５０
８の過度の圧縮を阻止または防止する。ヘッドギア７５０４の締め付けによって生じた力
は、比較的剛性の部分７５７０によって、少なくとも部分的に阻止され、完全にマスクシ
ール７５０８による訳ではない。一部の構成では、比較的剛性の部分７５７０は、マスク
シール７５０８よりもかなり大きい、締め付け力に対する抵抗をもたらす。
【０２４３】
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　一部の構成では、マスク７５０２をヘッドギア７５０４の後部部分に連結するために、
下側ストラップ部分７５１８および上側アーム部分７５２０が、ヘッドギア７５０４の両
側に設けられる。下側ストラップ７５１８および上側アーム７５２０は、それぞれ下側お
よび上側取付位置７５１０でマスク７５０２につながることができる。一部の構成では、
剛性部分７５７０は、上側アーム７５２０によって画定する、上側アーム７５２０に固定
する、あるいは上側アーム７５２０によって担持することができる。上側アーム７５２０
の剛性部分７５７０は、使用者の顔面から離れる方向に延び、ヘッドギア７５０４とマス
ク７５０２との間に取付点７５１０を画定する支持アーム７５７２を含むことができる。
【０２４４】
　ヘッドギア７５０４はまた、頂部ストラップ部分７５１６および後部ストラップ部分７
５５０を含むことができる。頂部ストラップ７５１６は、上側アーム部分７５２０のそれ
ぞれの後端から使用者の頭頂部を横切って延びている。後部ストラップ部分７５５０は、
上側アーム７５２０の後端から使用者の後頭部のまわりに延びている。上側アーム部分７
５２０、頂部ストラップ７５１６、および後部ストラップ７５５０は、使用者の耳の略上
の位置で合流することができる。
【０２４５】
　一部の構成では、少なくとも上側アーム７５２０は、比較的剛性の材料を含む、または
比較的剛性の材料から構築される。一部の構成では、頂部ストラップ７５１６および後部
ストラップ７５５０の一方または両方の少なくとも一部は、比較的剛性の材料を含む、ま
たは比較的剛性の材料から構築される。図示した構成では、頂部ストラップ７５１６およ
び後部ストラップ７５５０の両方の少なくとも一部は、比較的剛性の材料を含む、または
比較的剛性の材料から構築されている。上側アーム７５２０および頂部ストラップ７５１
６は（マスク７５０２と共に）前部ハロー部分７５１２を画定することができる。後部ス
トラップ７５５０および頂部ストラップ７５１６は、後部ハロー部分７５１４を画定する
ことができる。下側ストラップは、可撓性材料などの比較的より低剛性の材料から構築さ
れている。
【０２４６】
　ヘッドギア７５０４は、ヘッドギア７５０４を調整して、個々の使用者に合わせること
を可能にするように調整を行うことができる。例えば、１つまたは複数の調整機構７５４
０を頂部ストラップ７５１６および後部ストラップ７５５０の一方または両方などの、ヘ
ッドギア７５０４の一部分内に設けることができる。図示した構成では、各頂部ストラッ
プ７５１６および後部ストラップ７５５０は、ストラップ７５１６、７５５０の長さの調
整を可能にする調整機構７５４０を含む。したがって、各前部ハロー部分７５１２および
後部ハロー部分７５１４の周囲長の調整が可能になる。調整機構７５４０は、ストラップ
７５１６、７５５０内に可撓性ストラップ部７５４２を含むことができる。各可撓性スト
ラップ部７５４２は、それ自体の上に折り重なって調整ループ７５４４を形成する部分を
含むことができる。調整ループ７５４４は、例えば、面ファスナなどの任意の適切な留め
具で固定することができる。
【０２４７】
　図示した構成では、ヘッドギア７５０４は、それぞれが、上側アーム７５２０の１つ、
頂部ストラップ７５１６の一部分、および後部ストラップ７５５０の一部分を含む２つの
比較的剛性部７５４６を含む。剛性部７５４６は、実質的に互いの鏡像とすることができ
、使用者の頭の形状に一致する形状とすることができる。したがって、剛性部７５４６は
、前方、後方、および上端部分のいずれか、またはすべてで湾曲した形状を含むことがで
き、中央部分の湾曲をより小さくすることができ、概ね使用者の頭の側部に配置すること
ができる。そのように成形することで、ヘッドギア７５０４が頭に適切に配置されたかど
うかを使用者にフィードバックすることができ、かつ／またはヘッドギア７５０４が載っ
ているときに、圧点を低減するか、またはなくすことができる。
【０２４８】
　一部の構成では、剛性部７５４６の一部分または実質的に全体は、パッド７５９０によ
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って部分的に、または完全に覆われる。パッド７５９０は、使用者の快適性を高める任意
の適切な材料で構築することができる。パッド７５９０は、例えば、限定するものではな
いが、シリコーン、熱可塑性エラストマー、熱可塑性ポリウレタン、同様な機械特性を有
する他の材料、布タイプの材料（布で覆った発泡体）、ゴム／発泡体材料、または他の適
切な軟質材料から構築することができる。一部の構成では、パッド７５９０により、使用
者の皮膚との摩擦が高くなることが望ましい。上記のように、パッド７５９０に適した１
つの材料はシリコーンであり、このシリコーンは、剛性部７５４６にオーバモールドする
か、または別の方法で剛性部７５４６に付加することができる。必要に応じて、パッド７
５９０に使用されるシリコーンまたは他の材料は、パッド７５９０を剛性部７５４６と連
結するために、パッド７５９０の材料を充填される剛性部７５４６内の開口または窪みを
含むなどして、剛性部７５４６に機械的に結合することができる。一部の構成では、パッ
ド７５９０は、剛性部７５４６の一部分または実質的に全体の皮膚接触側のみに設けられ
る。一方、図示した構成では、パッド７５９０は、剛性部７５４６を完全に囲んでいる。
【０２４９】
　各剛性部分７５４６の頂部ストラップ７５１６および後部ストラップ７５５０の端部は
、可撓性ストラップ部７５４２を剛性部７５４６に連結することができる、１つまたは複
数のループ７５４８などの１つまたは複数の連結器を含むことができる。後部ストラップ
７５５０の端部は２つのループ７５４８を含む。一方のループ７５４８は、可撓性ストラ
ップ部７５４２を剛性部７５４６に連結することを可能にし、第２のループ７５４８は、
下側ストラップ７５１８を剛性部７５４６に連結することを可能にする。ループ７５４８
は、可撓性ストラップ部７５４２を所望の方向に向けるために向きを合わせることができ
る。可撓性ストラップ部７５４２用の頂部ストラップ７５１６のループ７５４８および後
部ストラップ７５５０のループは、ストラップ７５１６、７５５０の軸方向に概ね垂直な
ループ７５４８のスロットを用いて向きを合わせることができる。
【０２５０】
　一部の構成では、マスク７５０２は、回転連結器７５６０によって上側ストラップ７５
２０に連結されており、回転連結器７５６０は、例えば、限定するものではないが、図１
９の回転連結器１９００、図２９および図３０の回転連結器２９４４、または図３５およ
び図３６の回転連結器などの、本明細書で開示した回転連結器のいずれかと同じ、または
同様とすることができる。他の適切な回転連結器を使用することもできる。回転連結器７
５６０は、マスク７５０２の旋回軸を画定する。一部の構成では、下側ストラップ７５１
８を使用して、マスク７５０２を所望の回転位置に固定することができる。他の構成では
、マスク７５０２は、図１９のデテント式回転連結器１９００、または分離ロックなどの
他の適切な機構によって、所望の回転位置に固定することができ、下側ストラップ７５１
８は削除することができる。別途指摘されない限り、接続アセンブリ７５００または接続
アセンブリ７５００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続
器の一部分と同じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることも
できる。
【０２５１】
　図８０は、伸長定位と締め付け定位との間の後部ストラップ７５５０の迅速な移行を可
能にするために、ブレーク－フィット機構８０００が組み込まれた後部ストラップ７５５
０の可撓性ストラップ部７５４２を示している。本明細書で説明したように、そのような
構成は、ブレーク－フィット機構８０００が連結された状態で、または締め付け定位にお
いて、ストラップ７５５０が、所望の長さに調整されるのを可能にする。ブレーク－フィ
ット機構８０００は、接続アセンブリ７５００の着脱を可能にするために、切り離す、ま
たは伸長定位に移行することができる。一旦着用されると、ブレーク－フィット機構８０
００は、後部ストラップ７５５０を締め付け定位に移行させるために連結することができ
、これは、接続アセンブリ７５００の各取り付けごとに後部ストラップ７５５０の調整を
必要とすることなく、正しい装着を可能にするのが好ましい。ブレーク－フィット機構８
０００は、可撓性ストラップ７５４２のいずれかに、またはヘッドギア７５０４もしくは
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接続アセンブリ７５００の他の任意の部分内に設けることができる。
【０２５２】
　図示したブレーク－フィット機構８０００は、後部ストラップ７５５０内に挿入された
スナップバックルまたは解放バックル８００２を含む。バックル８００２は、可撓性スト
ラップ部７５４２の一端に配置することができ、または可撓性ストラップ部７５４２内と
することもできる。後部ストラップ７５５０の、ブレーク－フィット機構８０００によっ
て分離された部分を連結して、分離された部分が使用者に見えない場合でも、後部ストラ
ップの分離された部分の位置特定を容易にするために、リーシュまたはテザー５８０４を
設けることができるのが好ましい。テザー８００４は、ヘッドギア７５０４／接続アセン
ブリ７５００が、使用者の頭に取り付けられるのを可能にするのに十分な長さを有するの
が好ましい。一部の構成では、テザー８００４は、弾性材料から構築することができ、こ
の弾性材料は、接続アセンブリ７５００を取り付けるために、テザー８００４が伸長する
のを可能にし、次いで、後部ストラップ７５５０の一部分を共に接近させて、ブレーク－
フィット機構８０００の連結を容易にする。例えば、限定するものではないが、本明細書
で説明したもののいずれかなどの他の適切なブレーク－フィット機構を利用することもで
きる。
【０２５３】
　図８１～８３は、比較的剛性の支持部分を有する接続アセンブリを示しており、比較的
剛性の支持部分は、使用者の頭に対して接続アセンブリを支持して、ヘッドギアの締め付
けのために加えられる力から接続器を少なくともある程度切り離す。そのような接続アセ
ンブリは、接続アセンブリ７５００と同じ、または実質的に同様とすることができ、その
ため、同じ参照番号を使用して説明される。図８１は、接続アセンブリ７５００が取り付
けられた使用者の顔面の一部分の平面図である。接続アセンブリ７５００に張力または締
め付け力を加えた結果を示すために、図８１の左側（観察者の視点から）は、張力がより
小さい、またはより弱い締め付け状態の接続アセンブリ７５００を示し、図８１の右側は
、左側と比較して、張力がより大きい、またはより強い締め付け状態の接続アセンブリ７
５００を示している。
【０２５４】
　図８１の左側に関して、より弱い締め付け状態では、上側アーム７５２０の剛性部分７
５７０は、使用者の顔面に軽く接触することができるか、または、場合によっては、使用
者の顔面に接触することができない。例えば、ある条件下で、マスクシール７５０８は、
剛性部分７５７０を使用者の顔面から離れた状態で保持することができる。マスクシール
７５０８の少なくとも一部分は、シール７５０８が使用者の顔面に接触するのを保証する
ために、剛性部分７５７０の最前縁または剛性部分７５７０の突出部の後方に延びるのが
好ましい。支持アーム７５７２は、マスク７５０２をヘッドギア７５０４および／または
使用者の顔面に対して所望の位置に保持する。
【０２５５】
　図８１の右側は、締め付け力が接続アセンブリ７５００またはヘッドギア７５０４に加
えられた結果を示しており、その結果は、図８１に矢印で示されている。締め付け力は、
マスク７５０２を使用者の顔面に向かって引き寄せようとする。しかし、多くの接続アセ
ンブリと異なり、図示した接続アセンブリ７５００の剛性部分７５７０は、使用者の顔面
に接触して、マスク７５０２の後方への移動を制限し、ひいては、マスクシール７５０８
の圧縮を制限する。示すように、パッド７５９０は（設けた場合）、締め付け力を加えた
結果として圧縮されることがあるが、パッド７５９０が圧縮された後、下層の剛性部分７
５７０が、さらなる後方への移動を阻止または防止することができる。
【０２５６】
　図８２および図８３を参照して、剛性部分７５７０は、使用者の頭の一部分と接触し、
この頭の一部分は、マスク７５０２の後方への移動を妨げることができる。一部の構成で
は、剛性部分７５７０は、使用者の頭の前方を向いた部分または顔面に接触する。図示し
た構成では、剛性部分７５７０は、使用者の頬に接触している。図８２および図８３は、
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剛性部分７５７０用の１つの望ましい接触領域８２００を示す、使用者の顔面のそれぞれ
正面図および平面図であり、接触領域８２００は、点８２０２で示す位置を包含するのが
好ましい。領域８２００は、使用者の頬骨および／または上顎骨に配置することができる
。点８２０２は、頬骨または上顎骨のいずれか一方に配置することができるが、少なくと
も一部の構成では上顎に配置される。剛性部分７５７０を使用者の鼻の近くに配置するこ
とは、剛性部分７５７０、ひいては、マスク７５０２の後方への移動に対する抵抗を最大
限にするのに有利であり得る。しかし、図８１～８３から分かるように、マスク７５０２
の形状および／または大きさにより、剛性部分７５７０用の利用可能な位置が制限される
ことがある。したがって、一部の構成では、剛性部分７５７０は、使用される、またはヘ
ッドギア７５０４が併用を意図された特定のマスク７５０２または他の接続器の大きさお
よび形状を考慮して、使用者の鼻に可能な限り接近して配置される。
【０２５７】
　上記のように、一部の構成では、マスク７５０２は、ヘッドギア７５０４により、回転
可能に支持することができる。ヘッドギア７５０４のアーム７５７２は、使用者の顔面お
よび／またはヘッドギア７５０４の剛性部分７５７０に対応する所望の位置に、マスク７
５０２の旋回軸を配置するように構成されるのが好ましい。図８４および図８５を参照す
ると、一部の構成では、マスク７５０２の旋回軸８４００は、使用者の鼻の下に配置され
ている。旋回軸８４００は、使用者の鼻の下で、かつ使用者の上唇の上に配置されるのが
好ましい。一部の構成では、旋回軸８４００は、概ね、使用者の鼻の下面と使用者の上唇
領域との間の合流点に配置することができる。実際には、旋回軸８４００の位置は、全使
用者人口内での顔面の幾何学形状の相違により、好ましい位置から変わることがある。し
かし、旋回軸８４００の位置は、マスクシール７５０８が、使用者の鼻の下面に当たって
封止するように、好ましい位置に十分に接近することになる。上記のように、および図８
５に示すように、マスク７５０２は、使用者の顔面の幾何形状（すなわち、顎形状）に合
わせ、使用者の顔面に当てて適切に封止するために、旋回軸８４００のまわりに回転する
ことができる。マスク７５０２は、例えば、限定するものではないが、底部ストラップ７
５１８などの任意の適切な機構によって、旋回軸８４００に対して所望の回転位置に固定
することができる。
【０２５８】
　図８６ａ～８６ｇは、パッド７５９０を有する構成のヘッドギア７５０４の剛性部７５
４６および／または剛性部分７５７０用のいくつかの実現可能な断面構成を示し、底面は
皮膚接触面である。図８６ａでは、剛性部７５４７／剛性部分７５７０は、略長円形の断
面形状である。パッド７５９０は、剛性部７５４７／剛性部分７５７０を完全に囲み、概
ね、または実質的に平坦な皮膚接触面を画定する。皮膚接触面とは反対側の面は、パッド
７５９０が、剛性部７５４７／剛性部分７５７０を覆って延びている結果として、凸形湾
曲形状を有する。パッド７５９０は、剛性部７５４７／剛性部分７５７０から外側に延び
る（図８６ａの向きを基準とした）側面部分を含む。図８６ｂの構成は、剛性部７５４７
／剛性部分７５７０が、図８６ｂの断面形状において長方形または正方形であることを除
いて、図８６ａの構成と実質的に同様である。
【０２５９】
　図８６ｃは、略長円形のパッド７５９０によって覆われた略長円形の剛性部７５４７／
剛性部分７５７０を有する構成を示している。パッド７５９０は、剛性部７５４７／剛性
部分７５７０の上下の部分よりも厚いよりも側面部分を有することができる。図８６ｄは
、略長円形の剛性部７５４７／剛性部分７５７０と、概ね平坦な皮膚接触面を画定するパ
ッド７５９０とを有する構成を示している。パッド７５９０の一方の側端部は湾曲して、
剛性部７５４７／剛性部分７５７０の形状と概ね一致することができ、パッド７５９０の
他方の側端部は、先細り形状を有することができる。
【０２６０】
　図８６ｅ～８６ｇは、概ね平坦なストラップまたは平坦な長方形形状の剛性部７５４７
／剛性部分７５７０を有する構成を示している。図８６ｅでは、パッド７５９０は、剛性
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部７５４７／剛性部分７５７０の各端部を覆い、剛性部７５４７／剛性部分７５７０の中
央部分を露出したままにしている。図８６ｆでは、パッド７５９０は、剛性部７５４７／
剛性部分７５７０の両端部および皮膚接触側を覆い、剛性部７５４７／剛性部分７５７０
の皮膚接触側とは反対の側の中央部分は露出している。図８６ｇでは、パッド７５９０は
、皮膚接触面を覆っていない。しかし、パッド７５９０は、剛性部７５４７／剛性部分７
５７０の他のすべての面を覆うのが好ましい。上記の構成は単なる例である。他の適切な
構成を使用することもできる。
【０２６１】
　図８７は、使用者の側面図であり、ヘッドギア７５０４の剛性部７５４７が使用者に配
置されている。本明細書で説明したように、多くの接続アセンブリは通常、前部ハロー部
分および後部ハロー部分の一方または両方を画定する。ヘッドギア７５０４は、前部ハロ
ー部分７５１２および後部ハロー部分７５１４の両方を画定し、各ハロー部分は、概略的
なハロー形状を画定する。図８７に示すように、ハロー部分７５１２、７５１４のハロー
形状は、ハロー形状の全周にわたって、ヘッドギア７５０４の物理的構造と必ずしも一致
しない。しかし、単独の、またはマスク７５０２もしくは他の接続器と組み合わせたヘッ
ドギア７５０４の物理的構造は、各ハロー部分７５１２、７５１４ごとに閉ループを画定
するのが好ましい。ハロー部分７５１２、７５１４を形成するのに多くの異なる物理形状
があり得る。
【０２６２】
　図８８ａ～８８ｆは、前部ハロー部分８８１２および後部ハロー部分８８１４の両方を
形成することができるヘッドギアの概略的な形状を示している。ヘッドギアは、例えば、
下側マスクストラップなどのさらなる構造部も含むことができる。図８８ａでは、前部ハ
ロー部分８８１２および後部ハロー部分８８１４は、使用者の頭頂部で合流している。一
部の構成では、耳ストラップ部分８８１６が、前部ハロー部分８８１２と後部ハロー部分
８８１４との間で使用者の耳を越えて延びることができる。図８８ｂでは、後部ハロー部
分８８１４は、切れ目のない略円形形状である。前部ハロー部分８８１２は、図８８ａの
耳ストラップ部分８８１６と同様の態様で、使用者の耳を越えて湾曲して、後部ハロー部
分８８１４と交差している。しかし、下側の前部ハロー部分８８１２との交点より上の後
部ハロー部分８８１４の上側部は、前部ハロー部分８８１２の上側部も画定する。
【０２６３】
　図８８ｃでは、ヘッドギアは、前部ストラップ部分８８２０、後部ストラップ部分８８
５０、および頂部ストラップ部分８８１６を有する。頂部ストラップ８８１６は、使用者
の頭頂部を直接越えて耳から耳まで通っている。頂部ストラップ８８１６は、前部ストラ
ップ８８２０および後部ストラップ８８５０と共同して、それぞれ各前部ハロー部分８８
１２および後部ハロー部分８８１４の一部分を形成している。図８８ｄでは、各前部ハロ
ー部分８８１２および後部ハロー部分８８１４は略円形の形状である。前部ハロー部分８
８１２および後部ハロー部分８８１４は、前部ハロー部分８８１２の上側部分が、後部ハ
ロー部分８８１４の上側部分の後方にあるように、使用者の耳の略上の位置で交差してい
る。
【０２６４】
　図８８ｅでは、前部ハロー部分８８１２は略円形であり、後部ストラップ８８５０は、
使用者の耳を越え、後頭部をまわって、前部ハロー部分８８１２の一方の側から他方まで
延びている。後部ストラップ８８５０および前部ハロー部分８８１２の上側部は、後部ハ
ロー部分８８１４を形成している。図８８ｆでは、後部ハロー部分８８１４は略円形であ
り、前部ストラップ８８２０は、後部ハロー部分８８１４の側から湾曲して、使用者の耳
の上を鼻の下面に向かって通過している。後部ハロー部分８８１４の上側部および前部ス
トラップ８８２０は協同して、（マスクまたは他の接続器と共に）前部ハロー部分８８１
２を形成している。図８８ｆのヘッドギアは、図８８ｄのヘッドギアと実質的に同様であ
り、前部ハロー部分８８１２の上側部が削除されている。図８８ａ～８８ｆの形状は、前
部ハロー部分８８１２および後部ハロー部分８８１４を有する実現可能なヘッドギアの単
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なる例である。他の形状も使用可能である。
【０２６５】
　本明細書で説明したように、様々な接続アセンブリが、ブレーク－フィットアセンブリ
を含むことができ、このブレーク－フィットアセンブリは、着脱を容易にするために、接
続アセンブリが簡便に拡大されるのを可能にする。ブレーク－フィットアセンブリは、各
取り付け時に再調整することのない接続アセンブリの着脱を可能にするのが好ましい。図
８９ａ～８９ｆは、ヘッドギア内でのブレーク－フィットアセンブリ用の様々な実施可能
な位置を示している。図８９ａおよび図８９ｂは、使用者の後頭部のまわりに延びるヘッ
ドギアの後部ストラップ８９５０などの後部ハロー部分内のブレーク－フィットアセンブ
リ８９００を示している。図８９ａは、連結した状態のブレーク－フィットアセンブリ８
９００を示し、図８９ｂは、切り離した状態のブレーク－フィットアセンブリ８９００を
示している。ブレーク－フィットアセンブリ８９００の部分８９０２、８９０４は、部分
８９０２、８９０４の分離を制限するテザー８９１０によって連結されていてもよく、再
連結するための部分８９０２、８９０４の目視によらない位置特定を容易にすることがで
きる。一部の構成では、テザー８９１０は伸縮性とされる。
【０２６６】
　図８９ｃおよび図８９ｄは、ヘッドギアの上側ストラップ８９２０などの前部ハロー部
分内のブレーク－フィットアセンブリ８９００を示している。図８９ｃは、連結した状態
のブレーク－フィットアセンブリ８９００を示し、図８９ｄは、切り離した状態のブレー
ク－フィットアセンブリ８９００を示している。ブレーク－フィットアセンブリ８９００
の部分８９０２、８９０４は、一部の構成で伸縮性とすることができるテザー８９１０に
よって連結されていてもよい。
【０２６７】
　図８９ｅおよび図８９ｆは、ヘッドギアの前部ハロー部分８９１２と後部ハロー部分８
９１４との間にあるブレーク－フィットアセンブリ８９００を示している。例えば、ブレ
ーク－フィットアセンブリ８９００は、後部ストラップ部分８９５０、上側ストラップ部
分８９２０、および頂部ストラップ部分８９１６の交点に配置することができる。ブレー
ク－フィットアセンブリ８９００は、前部ハロー部分８９１２と後部ハロー部分８９１４
とを少なくとも限定的に分離することで、ヘッドギアの着脱が容易になるのを可能にする
。一部の構成では、前部ハロー部分８９１２および後部ハロー部分８９１４は完全には分
離せず、したがって、テザーは設けられない。しかし、必要に応じて、前部ハロー部分８
９１２および後部ハロー部分８９１４が、完全に分離するかどうかにかかわらず、テザー
を設けることができる。
【０２６８】
　図９０を参照すると、本明細書で開示した他のヘッドギア装置と同様なヘッドギア９０
０４が示されている。ヘッドギア９００４は、前部もしくは上側ストラップまたはアーム
部分９０２０、頂部ストラップ部分９０１６、および後部ストラップ部分９０５０を有す
る。図示していないが、ヘッドギア９００４は、例えば、下側ストラップ部分などのさら
なる構造部分を含むことができる。接続アセンブリ７５００のヘッドギア７５０４と同様
に、ヘッドギア９００４の少なくとも一部分は、剛性または半剛性など、比較的剛性であ
るのが好ましい。図示した構成では、少なくとも上側アーム９０２０は比較的剛性である
。分割され、頂部ストラップ９０１６および後部ストラップ９０５０の元の部分を形成す
る上側アーム９０２０の後部部分も比較的剛性であり、上側アーム９０２０の残部と一体
構造とすることができる。示すように、上側アーム９０２０は湾曲している。上側アーム
は、少なくとも吹き出し力に呼応した湾曲形状の大きな変形を阻止するのに十分な剛性で
あるのが好ましい。
【０２６９】
　使用者の耳の後方の後部ストラップ９０５０の元の湾曲部分９０５２（破線で示す後部
ストラップ９０５０の端部部分）は、少なくとも吹き出し力に呼応した湾曲形状の変形を
阻止するために、少なくとも半剛性材料から構築されている。一部の構成では、部分９０



(63) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

５２は、上側アーム９０２０と同じ材料とすることができる剛性材料から構築される。部
分９０５２は、上側アーム９０２０と一体で形成することができる。頂部ストラップ９０
１６および後部ストラップ９０５０のそれぞれの残りの部分９０１６ａ、９０５０ａは、
比較的剛性の材料、または非剛性材料から構築することができる。示すように、部分９０
１６ａおよび９０５０ａは、主に軸方向の力を受ける。したがって、快適性を得るために
など、必要に応じて、可撓性または非剛性材料を使用することができる。
【０２７０】
　図９１は、接続器９１０２およびヘッドギア９１０４を含む接続アセンブリ９１００を
示している。（概略的に示す）接続器９１０２は、例えば、使用者の口のまわり、および
使用者の鼻の下面で封止することができる、鼻－口マスクなどの任意の適切な接続器９１
０２とすることができる。マスク９１０２は、本明細書で開示した接続器／マスクのいず
れかと同様とすることができる。しかし、他のタイプの接続器を開示したヘッドギア９１
０４と併用することもできる。図示したヘッドギア９１０４は、マスク９１０２の両側の
取付位置または取付点９１１０でマスク９１０２に連結されている。マスク９１０２は、
本明細書における回転連結器のいずれかなどの任意の適切な機構とすることができる回転
連結器９１４４によって、ヘッドギア９１０４に連結されるのが好ましい。回転連結器９
１４４は、所望の回転位置でロックすることができるのが好ましい。例えば、回転連結器
９１４４は、例えば、図１９に関連して説明した機構などのデテント機構を含むことがで
きる。回転連結器９１４４は、所望の回転位置に手動でロックすることができる。他の適
切な機構を使用することもできる。
【０２７１】
　回転連結器９１４４は、下側ストラップ部分なしで所定の位置に固定することができる
。しかし、必要に応じて、ヘッドギア９１０４は、下側ストラップ部分を含むことができ
る。図示したヘッドギア９１０４は、マスク９１０２をヘッドギア９１０４の後部部分に
連結するために、ヘッドギア９１０４の両側に上側ストラップ部分９１２０を含む。ヘッ
ドギア９１０４はまた、頂部ストラップ９１１６および後部ストラップ９１５０を含むこ
ともできる。別途指摘されない限り、接続アセンブリ９１００または接続アセンブリ９１
００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同
じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０２７２】
　図９２は、図７５～７９の接続アセンブリ７５００と多くの点で同様である接続アセン
ブリ７５００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴部を
示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図９２の接続アセンブリ７５００
は、図７５～７９の接続アセンブリ７５００と比較した相違点に関して説明される。接続
アセンブリ７５００または接続アセンブリ７５００の一部分の特に説明されない特徴部は
、図７５～７９の接続アセンブリ７５００、本明細書で説明した他の接続器、または他の
接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすことができ、あるいは別の適切な構
成とすることもできる。
【０２７３】
　図示した接続アセンブリ７５００は、接続器７５０２、およびヘッドギア７５０４を含
む。図示した接続器７５０２は鼻－口マスクであるが、本明細書で説明したように、他の
タイプの接続器を、開示したヘッドギア７５０４と併用することができる。図示したマス
ク７５０２は、通常、シール７５０８を支持するフレーム７５０６を含む。マスク７５０
２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給管（図示せず）に接
続することができる。上記のように、一部の構成では、マスク７５０２は、使用者の口の
まわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク７５０２は
、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給することができる。
【０２７４】
　本明細書で説明したように、ヘッドギア７５０４は、マスク７５０２をヘッドギア７５
０４に対して所望の位置で支持するのが好ましく、マスク７５０２は、ヘッドギア７５０
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４の締め付けから少なくとも部分的に切り離される。すなわち、ヘッドギア７５０４の締
め付けにより、使用者の顔面に対するマスク７５０２の位置が実質的に変わることはない
。したがって、図示した構成では、マスク７５０２は、シール７５０８の位置がフレーム
７５０６に対して調整されるのを可能にするシール調整機構９２００を含む。そのような
機構は、顔面の幾何形状の相違に対処するために、シール７５０８の位置が微調整される
のを可能にする。マスク７５０２の回転調整も可能であるのが好ましい。
【０２７５】
　図示したシール調整機構９２００は、マスクシール７５０８に連結されたねじ付きチュ
ーブ９２０２を含む。チューブ９２０２は、供給管に接続することができ、呼吸ガスを供
給管からシール７５０８の内部に供給することができる。ダイヤル９２０４は、マスクフ
レーム７５０２で支持することができ、チューブ９２０２のねじとかみ合う雌ねじを含む
ことができる。ダイヤル９２０４を回転させることで、シール７５０８は、マスクフレー
ム７５０６に対して遠近方向に並進移動または直線状移動することができる。他の適切な
調整機構を使用することもできる。同様な調整機構の例は、国際公開第２００４／０５４
，４３８号パンフレットに開示されており、この特許の全体は、参照により本明細書に援
用される。
【０２７６】
　図９３は、図７５～７９の接続アセンブリ７５００と多くの点で同様である接続アセン
ブリ７５００を示している。したがって、同じ、または対応する構成要素または特徴部を
示すために、同じ参照番号が使用されている。さらに、図９３の接続アセンブリ７５００
は、図７５～７９の接続アセンブリ７５００と比較した相違点に関して説明される。接続
アセンブリ７５００または接続アセンブリ７５００の一部分の特に説明されない特徴部は
、図７５～７９の接続アセンブリ７５００、本明細書で説明した他の接続器、または他の
接続器の一部分の特徴部と同じ、または同様とみなすことができ、あるいは別の適切な構
成とすることもできる。
【０２７７】
　図示した接続アセンブリ７５００は、接続器７５０２、およびヘッドギア７５０４を含
む。図示した接続器７５０２は鼻－口マスクであるが、本明細書で説明したように、他の
タイプの接続器を、開示したヘッドギア７５０４と併用することができる。図示したマス
ク７５０２は、通常、シール７５０８を支持するフレーム７５０６を含む。マスク７５０
２は、呼吸ガスを使用者に供給するために使用することができる供給管（図示せず）に接
続することができる。上記のように、一部の構成では、マスク７５０２は、使用者の口の
まわり、および使用者の鼻の下面で封止することができる。そのようなマスク７５０２は
、使用者の鼻および口の両方に加圧空気流を供給することができる。
【０２７８】
　ヘッドギア７５０４は、１つまたは複数の取付位置または取付点７５１０でマスク７５
０２に連結することができる。マスク７５０２をヘッドギア７５０４の後部部分に連結す
るために、下側ストラップ部分７５１８および上側アーム部分７５２０が、ヘッドギア７
５０４の両側に設けられるのが好ましい。マスク７５０２を上側アーム７５２０に対して
回転可能に支持することができ、下側ストラップ７５１８は、マスク７５０２の回転位置
を固定する。別途指摘されない限り、接続アセンブリ７５００または接続アセンブリ７５
００の一部分の特徴部は、本明細書で説明した他の接続器または他の接続器の一部分と同
じ、または同様とすることができ、あるいは別の適切な構成とすることもできる。
【０２７９】
　図示した接続アセンブリ７５００は、拡大した、および／または形状化した、比較的剛
性の、または頬に接触する部分７５７０を含む。そのような構成は、使用者の顔面に静止
し、マスク７５０２をヘッドギア７５０４の調整から少なくとも部分的に切り離すヘッド
ギア７５０４の能力を高めることができる。そのような構成はまた、快適性を改善するた
めに、使用者の顔面に加えられた負荷をより大きな領域にわたって分散させることもでき
る。一部の構成では、部分７５７０は、下層の剛性部７５４６を覆うパッド７５９０によ
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【０２８０】
　接続アセンブリ７５００の着脱を容易にするために、接続アセンブリ７５００を周囲が
拡大した状態または開状態に移行させる迅速解放機構９３００を設けることができる。迅
速解放機構９３００は、例えば、限定するものではないが、図５０～７２の機構のいずれ
か、または本明細書で開示した任意の他のものなどの任意の適切な機構とすることができ
る。図示した構成では、迅速解放機構９３００は、マスク７５０２の残部から分離するこ
とができるクリップ９３０２を含む。一部の構成では、クリップ９３０２は、クリップ９
３０２の再連結を容易にするために、分離した状態でマスク７５０２の残部にテザーでつ
なぐか、または別の方法で連結することができる。
【０２８１】
　本発明が、特定の実施形態に関して説明されたが、当業者に明白な他の実施形態も本発
明の範囲内である。したがって、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、様々な
変更形態および修正形態をなすことができる。例えば、様々な構成要素を必要に応じて再
配置することができる。さらに、本発明を実施するために、必ずしも、特徴、態様、およ
び利点のすべてが必要とされるとは限らない。
【０２８２】
　さらに、本明細書に明示されていないさらなるアセンブリを形成するために、１つのア
センブリのいくつかの部分を他のアセンブリの他の部分と共に使用することができる。例
えば、１つのアセンブリのストラップまたはストラップの一部分は、他のアセンブリから
のハローまたは同様のものと共に使用することができる。様々な迅速解放機構のいずれか
を、本明細書で開示したヘッドギアアセンブリのいずれかと併用することができる。接続
器とヘッドギアとの間の回転連結器のいずれかを、本明細書で開示したヘッドギアアセン
ブリのいずれかと併用することができる。任意のブレーク－フィットアセンブリを、本明
細書で開示した接続アセンブリのいずれかに組み込むことができる。通常、接続アセンブ
リからの任意の特徴部は、可能な、または当業者に明白な範囲まで、任意の他の接続アセ
ンブリに組み込むことができる。そのようなさらなる変形形態は、本明細書に明確に包含
されるとみなすべきである。したがって、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲によっ
てのみ規定されることを意図されている。



(66) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図１】

【図２】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図４Ｄ】

【図４Ｅ】

【図４Ｆ】 【図５Ａ－５Ｂ】



(67) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】



(68) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図１０Ｃ】 【図１０Ｄ】

【図１０Ｅ】 【図１１Ａ－１１Ｃ】



(69) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図１２Ａ－１２Ｉ】 【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(70) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】



(71) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図２２Ａ】 【図２２Ｂ】

【図２３】 【図２４】



(72) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図２５】 【図２６】

【図２７】

【図２８Ａ】

【図２８Ｂ】

【図２８Ｃ】

【図２９】



(73) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】



(74) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図３４】 【図３５】

【図３６】 【図３７】



(75) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図３８】 【図３９】

【図４０】 【図４１】



(76) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図４２】 【図４３】

【図４４】 【図４５】



(77) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図４６】 【図４７】

【図４８】

【図４９】 【図５０】

【図５１】



(78) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図５２】

【図５３】

【図５４】

【図５５】

【図５６】 【図５７】



(79) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図５８】

【図５９】

【図６０】

【図６１】

【図６２】

【図６３】

【図６４】

【図６５】

【図６６】



(80) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図６７】 【図６８】

【図６９】

【図７０】

【図７１】

【図７２】

【図７３】



(81) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図７４】 【図７５】

【図７６】 【図７７】



(82) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図７８】

【図７９】

【図８０】

【図８１】

【図８２】

【図８３】

【図８４】



(83) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図８５】

【図８６Ａ】

【図８６Ｂ】

【図８６Ｃ】

【図８６Ｄ】

【図８６Ｅ】

【図８６Ｆ】

【図８６Ｇ】

【図８７】



(84) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図８８Ａ】 【図８８Ｂ】

【図８８Ｃ】

【図８８Ｄ】

【図８８Ｅ】

【図８８Ｆ】



(85) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図８９Ａ】 【図８９Ｂ】

【図８９Ｃ】 【図８９Ｄ】



(86) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図８９Ｅ】 【図８９Ｆ】

【図９０】 【図９１】



(87) JP 6336575 B2 2018.6.6

【図９２】 【図９３】



(88) JP 6336575 B2 2018.6.6

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100098475
            弁理士　倉澤　伊知郎
(74)代理人  100157185
            弁理士　吉野　亮平
(72)発明者  ベアルン　ピーター　デイヴィッド　アレクサンダー
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５
(72)発明者  パテル　ロヒート
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５
(72)発明者  ミッデルコープ　キルスティン　エリザベス
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５
(72)発明者  マーシャル　ファディ　カリム　モハメド
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５
(72)発明者  コックス　マイケル　ジョン　ヘンリー
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５
(72)発明者  マーフィー　ブレア　ライムンド　ダッドソン
            ニュージーランド　２０１３　オークランド　イースト　タマキ　モーリス　ペイケル　プレイス
            　１５

    審査官  芝井　隆

(56)参考文献  特開２００９－０３９５２８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１１－５１２９６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１０－５３６４０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５１３２３１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｍ　　１６／０６　　　　
              Ａ６２Ｂ　　１８／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

